




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































戦後、防火建築帯造成事業、防災街区整備事業で都心軸沿線での都市の不燃化

を進めて来たが、昭和 年の都市再開発法施行後は、不燃化に加え、土地の高度

利用の促進、都市計画道路の新設等の公共施設の整備を併せて行う市街地再開発

事業によって、都心軸の基盤整備、魅力向上を図っている。

（（ ））ここれれままででのの市市街街地地再再開開発発事事業業

地 区 名
金 沢 駅 前 地 区 香 林 坊 地 区

第 一 地 区 第 二 地 区 第 一 地 区 第 二 地 区

名 称 ポルテ金沢 ヴィサージュ 香林坊１０９ 香林坊アトリオ

種 別 第 一 種 第 一 種 第 一 種 第 一 種

都市計画決定 Ｈ元．４．４ Ｓ ．４． Ｓ ．９． Ｓ ． ．

施 行 面 積

事 業 期 間
平成元年～５年度

平成６．３開設

昭和 ～平成２年度

平成２．４開設

昭和 ～ 年度

昭和 ．９開設

昭和 ～ 年度

昭和 ．９開設

施 行 者 組 合 組 合 組 合 組 合

階 数 地下２・地上 地下１・地上 地下３・地上 地下３・地上９

敷 地 面 積 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

延 べ 床 面 積 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

主 要 用 途
店舗・ホテル・

事務所・公共施設

店舗・ホテル・

事務所
店舗・ホテル 店舗・業務

地 区 名
金 沢 駅 武 蔵 北 地 区

第一工区 第二工区 第三工区 第四工区 第五工区

名 称 ライブ１ ルキーナ金沢 やわらぎ金沢 みやび･る金沢 リファーレ

種 別 第一種 第一種 第一種 第一種 第一種

都市計画決定

施 行 面 積

事 業 期 間 昭和 ～ 年度 平成 ～ 年度 平成 ～ 年度 平成 ～ 年度 平成元～８年度

施 行 者 金沢市 金沢市
金沢市

特定建築者制度

金沢市

特定建築者制度
金沢市

階 数 地下１・地上 地下１･地上 地上 地上 地下３・地上

敷 地 面 積 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

延べ床面積 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

主 要 用 途 店舗・住宅
住宅・

公共施設

住宅・店舗・

福祉施設
住宅・店舗

店舗・住宅・

事務所・公共施設
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地 区 名
武 蔵 ヶ 辻 地 区

第 二 地 区 第 三 地 区 第 四 地 区

名 称 スカイビル ニュースカイビル 近江町いちば館

種 別 第 一 種 第 一 種 第 一 種

都市計画決定 Ｓ ．３． Ｓ ． ． Ｈ ． ．

施 行 面 積

事 業 期 間 昭和 ～ 年度 昭和 ～ 年度 平成 ～ 年度

施 行 者 金 沢 市 金 沢 市 組 合

階 数 地下２・地上 地下１・地上６ 地下１・地上５

敷 地 面 積 ㎡ ㎡ ㎡

延べ床面積 ㎡ ㎡ ㎡

主 要 用 途
店舗・ホテル・

事務所

店舗・事務所

教育施設

店舗・事務所・

公共施設

地 区 名
片 町 地 区

金沢駅武蔵南地区
Ａ地区

名 称 片町きらら 金澤雅壇

種 別 第 一 種 第 一 種

都市計画決定 Ｈ ．７．１ Ｈ ．７．１

施 行 面 積

事 業 期 間 平成 ～ 年度 平成 ～令和４年度

施 行 者 組 合 組 合

階 数 地下１・地上６ 地上

敷 地 面 積 ㎡ ㎡

延べ床面積 ㎡ ㎡

主 要 用 途
店舗・事務所

ブライダル施設
店舗・住宅
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９ 駅周辺整備事業

金金沢沢駅駅周周辺辺地地区区整整備備計計画画図図

※図挿入

※図空白図に下記挿入

① 金沢駅西土地区画整理事業

①－１ 第一工区 ①－２ 第二工区

①－３ 第三工区 ①－４ 第四工区

② 北陸本線金沢駅付近連続立体交差事業

③ 金沢駅南土地区画整理事業

④ 金沢市昭和町地区土地区画整理事業

⑤ ヴィサージュ（金沢駅前第二地区第一種市街地再開発事業）

⑥ 町づくりと一体となった鉄道駅緊急整備事業

⑦ 金沢駅東広場（金沢駅北土地区画整理事業）

⑧ 金沢駅北土地区画整理事業

⑨ ポルテ（金沢駅前第一地区第一種市街地再開発事業）

⑩ 金沢駅武蔵北地区第一種市街地再開発事業

⑩－１ 第一工区（ライブ１） ⑩－２ 第二工区（ルキーナ金沢）

⑩－３ 第三工区（やわらぎ金沢）

⑩－４ 第四工区（みやび・る金沢）

⑩－５ 第五工区（リファーレ）

⑪ 武蔵ヶ辻第四地区第一種市街地再開発事業

⑫ 金沢駅西広場再整備事業

⑬ 金沢駅武蔵南地区第一種市街地再開発事業

⑭ 金沢駅西広場歩行環境整備事業

駅東広場を中心としたこの地区は、本市の玄関口であるとともに、新・旧市街

地の結節点となる重要な位置を占める地区であり、平成 年３月の北陸新幹線金

沢開業を契機としてさらに交流人口が増加している。

当該地区においては、土地の高度利用および都市基盤の整備を図るため、市街

地再開発事業と土地区画整理事業を有機的に結び、北陸の中枢都市の玄関口にふ

さわしい、格調高い街並みの形成を図っていく。

（（ ））金金沢沢都都市市計計画画事事業業金金沢沢駅駅北北土土地地区区画画整整理理事事業業

ア．都市計画決定

（当初） 面積 平成４年１月 日

（現在） 面積 平成７年５月 日

イ．事業計画決定

（当初） 面積 平成６年３月 日

（現在） 面積 平成 年２月 日

施工期間 平成５年度～平成 年度

ウ．権利者数 人

エ．公共施設

ｱ 金沢駅東広場 面積 ㎡

ｲ 都市計画街路

・金沢駅東通り線 Ｗ＝ ～ ｍ Ｌ＝ ｍ

・堀川粟崎線 Ｗ＝ ～ ｍ Ｌ＝ ｍ

・鳴和三日市線 Ｗ＝ ｍ Ｌ＝ ｍ

・堀川通り線 Ｗ＝ ～ ｍ Ｌ＝ ｍ

・高架側道２号線 Ｗ＝ ｍ Ｌ＝ ｍ

・金沢駅高架下２号線 Ｗ＝ ｍ Ｌ＝ ｍ

ｳ 公 園 面積 ㎡

ｴ 区画街路 幅員 ５～９ｍ 延長 ｍ

ｵ 水 路 延長 ｍ

オ．減 歩 率 ％

カ．総事業費 千円

（（ ））金金沢沢駅駅東東広広場場整整備備事事業業

金沢駅東広場については、世界に通ずる金沢の玄関口として位置付け、百年

の大計に立った整備を行ってきた。そのため、①合理性と機能性、②バリアフ

リーの徹底、③金沢らしさの創出を兼ね備えた広場の形成を目指した。

９ 駅周辺整備事業

金金沢沢駅駅周周辺辺地地区区整整備備計計画画図図

※図挿入

※図空白図に下記挿入

① 金沢駅西土地区画整理事業

①－１ 第一工区 ①－２ 第二工区

①－３ 第三工区 ①－４ 第四工区

② 北陸本線金沢駅付近連続立体交差事業

③ 金沢駅南土地区画整理事業

④ 金沢市昭和町地区土地区画整理事業

⑤ ヴィサージュ（金沢駅前第二地区第一種市街地再開発事業）

⑥ 町づくりと一体となった鉄道駅緊急整備事業

⑦ 金沢駅東広場（金沢駅北土地区画整理事業）

⑧ 金沢駅北土地区画整理事業

⑨ ポルテ（金沢駅前第一地区第一種市街地再開発事業）

⑩ 金沢駅武蔵北地区第一種市街地再開発事業

⑩－１ 第一工区（ライブ１） ⑩－２ 第二工区（ルキーナ金沢）

⑩－３ 第三工区（やわらぎ金沢）

⑩－４ 第四工区（みやび・る金沢）

⑩－５ 第五工区（リファーレ）

⑪ 武蔵ヶ辻第四地区第一種市街地再開発事業

⑫ 金沢駅西広場再整備事業

⑬ 金沢駅武蔵南地区第一種市街地再開発事業

⑭ 金沢駅西広場歩行環境整備事業
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９ 駅周辺整備事業

金金沢沢駅駅周周辺辺地地区区整整備備計計画画図図

※図挿入

※図空白図に下記挿入

① 金沢駅西土地区画整理事業

①－１ 第一工区 ①－２ 第二工区

①－３ 第三工区 ①－４ 第四工区

② 北陸本線金沢駅付近連続立体交差事業

③ 金沢駅南土地区画整理事業

④ 金沢市昭和町地区土地区画整理事業

⑤ ヴィサージュ（金沢駅前第二地区第一種市街地再開発事業）

⑥ 町づくりと一体となった鉄道駅緊急整備事業

⑦ 金沢駅東広場（金沢駅北土地区画整理事業）

⑧ 金沢駅北土地区画整理事業

⑨ ポルテ（金沢駅前第一地区第一種市街地再開発事業）

⑩ 金沢駅武蔵北地区第一種市街地再開発事業

⑩－１ 第一工区（ライブ１） ⑩－２ 第二工区（ルキーナ金沢）

⑩－３ 第三工区（やわらぎ金沢）

⑩－４ 第四工区（みやび・る金沢）

⑩－５ 第五工区（リファーレ）

⑪ 武蔵ヶ辻第四地区第一種市街地再開発事業

⑫ 金沢駅西広場再整備事業

⑬ 金沢駅武蔵南地区第一種市街地再開発事業

⑭ 金沢駅西広場歩行環境整備事業

駅東広場を中心としたこの地区は、本市の玄関口であるとともに、新・旧市街

地の結節点となる重要な位置を占める地区であり、平成 年３月の北陸新幹線金

沢開業を契機としてさらに交流人口が増加している。

当該地区においては、土地の高度利用および都市基盤の整備を図るため、市街

地再開発事業と土地区画整理事業を有機的に結び、北陸の中枢都市の玄関口にふ

さわしい、格調高い街並みの形成を図っていく。

（（ ））金金沢沢都都市市計計画画事事業業金金沢沢駅駅北北土土地地区区画画整整理理事事業業

ア．都市計画決定

（当初） 面積 平成４年１月 日

（現在） 面積 平成７年５月 日

イ．事業計画決定

（当初） 面積 平成６年３月 日

（現在） 面積 平成 年２月 日

施工期間 平成５年度～平成 年度

ウ．権利者数 人

エ．公共施設

ｱ 金沢駅東広場 面積 ㎡

ｲ 都市計画街路

・金沢駅東通り線 Ｗ＝ ～ ｍ Ｌ＝ ｍ

・堀川粟崎線 Ｗ＝ ～ ｍ Ｌ＝ ｍ

・鳴和三日市線 Ｗ＝ ｍ Ｌ＝ ｍ

・堀川通り線 Ｗ＝ ～ ｍ Ｌ＝ ｍ

・高架側道２号線 Ｗ＝ ｍ Ｌ＝ ｍ

・金沢駅高架下２号線 Ｗ＝ ｍ Ｌ＝ ｍ

ｳ 公 園 面積 ㎡

ｴ 区画街路 幅員 ５～９ｍ 延長 ｍ

ｵ 水 路 延長 ｍ

オ．減 歩 率 ％

カ．総事業費 千円

（（ ））金金沢沢駅駅東東広広場場整整備備事事業業

金沢駅東広場については、世界に通ずる金沢の玄関口として位置付け、百年

の大計に立った整備を行ってきた。そのため、①合理性と機能性、②バリアフ

リーの徹底、③金沢らしさの創出を兼ね備えた広場の形成を目指した。
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具体的には「歩行者優先型広場」として、充実した歩行者空間の確保、各種

導線をコンコース正面に集約し、バス、タクシー等が利用しやすい形態、さら

に障害者、高齢者に配慮したバリアフリー対策も十分考慮した広場として整備

を進め、平成 年３月 日に金沢駅東広場が全面供用開始した。

（（ ））金金沢沢駅駅西西広広場場再再整整備備事事業業

金沢駅西広場は、平成 年３月の北陸新幹線金沢開業による利用者の増加を

見込み、広場機能の充実やバリアフリー環境の整備、駅西新都心の玄関口とし

てふさわしい機能、景観を備えた駅前広場を目指し、平成 年度から 年度に

かけて再整備を行った。

具体的には、各交通施設の配置ゾーンを明確化し、車両導線を分離し、さら

に、各交通施設の乗降場を分散し、公共交通をコンコース近くに優先的に配置

した。また、ゆとりある歩行者空間を広場正面に配置し、都心軸への地上動線

を確保するとともに、明るく開放的な広場として整備を進め、平成 年３月

日に完成した。

（（ ））金金沢沢駅駅西西広広場場歩歩行行環環境境整整備備事事業業

金沢駅西広場周辺の歩行環境の向上や更なるにぎわい創出を図るため、広場

に隣接する市道を歩行者専用道路としてリニューアルし、安心して歩くことが

できる環境を整えるとともに、降車場から雨や雪に濡れずに駅へと移動できる

よう、屋根付き道路「シェルター」と円すい形状の大屋根「キャノピー」の整

備を進め、令和２年６月 日に完成した。

（（ ））金金沢沢都都市市計計画画事事業業金金沢沢駅駅西西土土地地区区画画整整理理事事業業南南工工区区

ア．都市計画決定

昭和 年 月 日

平成元年１月 日（島田地区追加）

イ．事業計画決定

（当初） 面積 昭和 年２月 日

（現在） 面積 平成元年４月１日

施行期間 昭和 年２月 日～平成５年３月 日

ウ．権利者数

土地所有権者数 人

借地権者数 人
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エ．公共施設

ｱ 都市計画街路

金沢駅西通り線 Ｗ＝ ｍ Ｌ＝ ｍ

鳴和三日市線 Ｗ＝ ｍ Ｌ＝ ｍ

ｲ 公 園 面積 ㎡

ｳ 区画街路 幅員 ５～ ｍ 延長 ｍ

オ．減 歩 率 ％

カ．総事業費 千円

（（ ））金金沢沢都都市市計計画画事事業業金金沢沢市市昭昭和和町町地地区区土土地地区区画画整整理理事事業業

ア．都市計画決定

平成３年 月 日

イ．組合設立認可

面 積 平成４年２月 日

施行期間 平成４年２月 日～平成 年３月 日（組合解散認可公告平成

年３月 日）

ウ．換地処分（公告）平成 年８月 日

エ．権利者数 人（組合設立時 人）

オ．公共施設

ｱ 都市計画街路

・金石街道線 Ｗ＝ ｍ Ｌ＝ ｍ

・鳴和三日市線 Ｗ＝ ｍ Ｌ＝ ｍ

ｲ 公 園 面積 ㎡

ｳ 区画街路 幅員 ６～ ｍ 延長 ｍ

ｴ 水 路 延長 ｍ

カ．減 歩 率 ％

キ．総事業費 千円

駅西開発事業

駅西総合開発は、対岸貿易および内貿流通の拠点となる金沢港の整備、北陸自

動車道の東西両インター周辺ならびに北陸本線金沢駅周辺を含めた流通業務の整

備による広域交通の拠点としての開発、金沢駅客貨分離に伴う西口駅周辺に中核
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となる都市基盤の造成などを強力に進め、これらを有機的に結合し駅西地区に新

都心を創造しようとするものである。

昭和 年 月には、金沢商工会議所の発意により、「金沢駅西開発協議会」が

結成され、日本海時代に対応する北陸の中心都市づくりを図ってきている。

金沢市は、土地区画整理事業を通して駅西開発を進めており、第１期事業は、

昭和 年度から金沢駅西広場を起点とする約１㎞の区域 （１工区、２工

区）の整備に着手し、以来、 余年にわたり整備を進めてきたが、北陸本線の高

架化事業に関連する金沢駅西広場周辺の基盤整備を最後に完了した。また、昭和

年度から北陸本線と都市計画道路鳴和三日市線に挟まれた区域１ について南

工区として事業に着手（平成元年３月島田地区 を追加編入）してきたが、

平成４年６月に完成した。さらに平成元年６月都市計画道路４路線（金石街道

線・金沢駅西通り線・北安江八日市線・高架側道３号線）に囲まれた区域

について３工区として事業に着手し、平成９年３月に完成した。

一方、第２期事業は昭和 年度から国道８号線に至る区域約 の整備に

着手し、街路築造等順調な事業の進捗をみており、昭和 年７月に金沢駅港線

（ ｍ道路）が国道８号線に取り付けられ平成２年度末には全面供用開始となり、

平成 年６月に完了した。

また、第３期事業は、平成７年２月より中橋交差点から長田中央交差点に至る

区域 の整備に着手し、平成 年２月に完了した。

駅駅西西中中核核地地帯帯整整備備計計画画

※図挿入
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（（ ））金金沢沢都都市市計計画画事事業業金金沢沢駅駅西西土土地地区区画画整整理理事事業業（１工区、２工区）

ア．都市計画決定

（当 初） 面積 昭和 年５月 日

（現 在） 面積 （２期事業と一体） 平成６年１月 日

イ．事業計画決定

（当 初） 面積 昭和 年４月 日

（現 在） 面積 平成４年１月 日

施行期間 昭和 年４月 日～平成４年３月 日

ウ．権利者数

土地所有権者数 人

借地権者数 人

エ．公共施設

ｱ 金沢駅西広場 面積 ㎡

地

上

部

歩道 Ｗ＝ ～ ｍ Ａ＝ ㎡

車道 Ａ＝ ㎡

植栽 Ａ＝ ㎡

モニュメント １基、歩道上屋 Ｌ＝ ｍ

地

下

部

地下通路 Ｗ＝ ～ ｍ Ｌ＝ ｍ

地下中央広場 Ａ＝ ㎡

車椅子用リフト １基

エレベータ １基

ｲ 都市計画道路

区分 幅員 延長 摘要

ｍ ｍ

金 沢 駅 港 線

疋 田 御 経 塚 線

北 安 江 長 田 線

北安江八日市線

堀 川 粟 崎 線

北 安 江 出 雲 線

金沢駅東通り線

金 石 街 道 線

金沢駅西通り線

高架側道２号線

〃 ３号線

計

～

～

～

金沢駅と港を結ぶ最重要幹線

内環状線

北陸本線の東西を結ぶ幹線

北陸本線の東西を結ぶ幹線
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ｳ 公 園 近隣公園（中央公園） 面積 ㎡

街区公園（６か所） 面積 ㎡

ｴ 区画街路 幅員 ４～ ｍ 延長 ｍ

ｵ 水 路 延長 ｍ

オ．減 歩 率 ％

カ．総事業費 千円

（（ ））金金沢沢都都市市計計画画事事業業金金沢沢駅駅西西土土地地区区画画整整理理事事業業（３工区）

ア．都市計画決定

昭和 年５月 日

イ．事業計画決定

面積 平成元年６月 日

施行期間 平成元年６月 日～平成９年３月 日

ウ．権利者数

土地所有権者数 人

借地権者数 人

エ．公共施設

ｱ 都市計画街路

区 分 幅 員 延 長 摘 要

金 石 街 道 線

北安江八日市線

金沢駅西通り線

計

ｍ ｍ

北陸本線の東西を結ぶ幹線

ｲ 公 園 街区公園（１カ所） 面積 ㎡

ｳ 区画街路 幅員６～８ｍ 延長 ｍ

ｴ 水 路 延長 ｍ

オ．減 歩 率 ％

カ．総事業費 千円

（（ ））金金沢沢都都市市計計画画事事業業金金沢沢駅駅西西第第二二土土地地区区画画整整理理事事業業（第２期事業）

ア．都市計画決定

面積 （１期事業と一体） 平成６年１月 日
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イ．事業計画決定

（当初） 面積 昭和 年８月１日

（現在） 面積 平成９年 月 日

施行期間 昭和 年度～平成 年度

ウ．権利者数

土地所有権者数 人

借地権者数 人

エ．公共施設

ｱ 都市計画街路

区 分 幅 員 延 長 摘 要

金 沢 駅 港 線

北 安 江 出 雲 線

金 石 街 道 線

金沢駅東通り線

諸 江 二 口 線

森 本 野 々 市 線

計

ｍ ｍ 金沢駅と港を結ぶ最重要幹線

北陸本線の東西を結ぶ幹線

ｲ 公 園 近隣公園（姉妹都市公園） 面積 ㎡

街区公園（９カ所） 面積 ㎡

緑 地 面積 ㎡

ｳ 区画街路 幅員 ４～ ｍ 延長 ｍ

ｴ 水 路 延長 ｍ

オ．減 歩 率 ％

カ．総事業費 千円

（（ ））金金沢沢都都市市計計画画事事業業金金沢沢駅駅西西第第三三土土地地区区画画整整理理事事業業（第３期事業）

ア．都市計画決定

平成５年 月１日

イ．事業計画決定

面積 平成７年２月１日

施行期間 平成６年度～平成 年度

建
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ウ．権利者数

土地所有権者数 人

借地権者数 人

エ．公共施設

ｱ 都市計画街路

区 分 幅 員 延 長 摘 要

金 石 街 道 線

北安江八日市線

計

ｍ ｍ

ｲ 公 園 街区公園（１カ所） 面積 ㎡

ｳ 区画街路 幅員 ６～８ｍ 延長 ｍ

オ．減 歩 率 ％

カ．総事業費 千円

（（ ））金金沢沢西西部部地地区区土土地地区区画画整整理理事事業業

金沢市西部地区は、 世紀へ向けて新たな金沢の副都心形成を目指し、駅西

総合ニュータウン計画及び金沢西部地区市街地整備基本構想に基づき、石川県

施行の土地区画整理事業により、周辺地区との調和を保ちながら計画的に基盤

整備をしているものである。

① 金沢西部地区土地区画整理事業

ア 概 要

ｱ 事業の名称 金沢都市計画事業 金沢西部地区土地区画整理事業

ｲ 都市計画決定（昭和 年 月 日）

①区域面積 ②都市計画道路 ５路線（ほか既決定２路線）

③市街化区域編入 ④用途地域変更

ｳ 事業計画認可（当初 昭和 年７月７日 変更 平成 年３月 日）

①地区面積及び地権者数 人

②事業主体 石川県

③総事業費及び事業施行期間

千円 昭和 年度～平成 年度（期間 年）

ｴ 減 歩 率

合算減歩率 ％（公共減歩率 ％保留地減歩率 ％）
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ｵ 公共施設整備

①都市計画道路 金沢駅港線Ｗ＝ ｍほか７路線Ｌ＝ ｍ

②区画道路 Ｗ＝ ～ ｍ Ｌ＝ ｍ

③公 園 近隣公園 １カ所 街区公園 ４カ所

④水 路 Ｌ＝ ｍ

② 金沢西部第二土地区画整理事業

ア 概 要

ｱ 事業の名称 金沢都市計画事業 金沢西部第二土地区画整理事業

ｲ 都市計画決定（平成 年６月 日）

①区域面積 ②都市計画道路 ３路線（ほか既決定２路線）

③市街化編入区域 ④用途地域変更

ｳ 事業計画認可（当初 平成 年３月 日 変更 平成 年３月 日）

①地区面積及び地権者数 人

②事業主体 石川県

③総事業費及び事業施行期間

約 千円 平成 年度～ 年度（期間９年）

ｴ 減 歩 率

合算減歩率 ％（公共減歩率 ％保留地減歩率 ％）

ｵ 公共施設整備

①都市計画道路 森本松任線Ｗ＝ ｍほか４路線Ｌ＝ ｍ

②区画道路 Ｗ＝ ～ ｍ Ｌ＝ ｍ

③公 園 街区公園 ３カ所

④西部緑道 Ｗ＝ ｍ Ｌ＝ ｍ

⑤河 川 大徳川 Ｌ＝ ｍ

⑥水 路 Ｌ＝ ｍ 建
設
企
業
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建 築 行 政

（（ ））許許認認可可等等のの受受付付及及びび処処理理状状況況

ア 建築確認申請等（金沢市受付分） ※計画変更を含む

区 分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

確 認 申 請 受 付 件 数 件 件 件 件

計 画 通 知 受 付 件 数

確 認 申 請 確 認 件 数

計画通知確認 適合通知 件数

中 間 検 査 申 請 受 付 件 数

中 間 検 査 済 証 交 付 件 数

完了検査申請

受 付 件 数

確認申請

計画通知

完了検査済証

交 付 件 数

確認申請

計画通知

許 可 申 請 受 付 件 数

道 路 位 置 指 定 件 数

長 期 優 良 住 宅 認 定 件 数

建設リサイクル

法に関する届出

届 出

通 知

低 炭 素 建 築 物 認 定 件 数

建築物省エネ法認定件数

イ 開発行為許可申請

年 度 平成３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

受 付 件 数 件 件 件 件

（（ ））違違反反建建築築

※ 表挿入

（（ ））既既存存建建築築物物耐耐震震改改修修工工事事費費等等補補助助事事業業

地震による建築物の倒壊等の災害を未然に防止するため、既存建築物の耐震

診断、耐震設計又は耐震改修工事に要する費用の一部を補助する。

※ 表挿入

（（ ））被被災災木木造造住住宅宅耐耐震震改改修修工工事事費費等等補補助助事事業業

令和６年能登半島地震により耐震性が低下した住宅の再建を支援するため、

り災証明が発行された住宅の耐震改修工事等に要する費用の一部を補助する。

※ 表挿入

件 件 件

件 件 件

　ア　違反建築の概要

　イ　指導結果

令和５年度

完　　結　　件　　数

令和６年度

区分

令和６年度

区分
継続指導
件　　数

指導総件数

手続違反確認前着工

件

件

令和５年度

建　築　基　準　法　違　反

そ　の　他
関係法規違反

是正措置 計手続完了等

計

－338－



建 築 行 政

（（ ））許許認認可可等等のの受受付付及及びび処処理理状状況況

ア 建築確認申請等（金沢市受付分） ※計画変更を含む

区 分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

確 認 申 請 受 付 件 数 件 件 件 件

計 画 通 知 受 付 件 数

確 認 申 請 確 認 件 数

計画通知確認 適合通知 件数

中 間 検 査 申 請 受 付 件 数

中 間 検 査 済 証 交 付 件 数

完了検査申請

受 付 件 数

確認申請

計画通知

完了検査済証

交 付 件 数

確認申請

計画通知

許 可 申 請 受 付 件 数

道 路 位 置 指 定 件 数

長 期 優 良 住 宅 認 定 件 数

建設リサイクル

法に関する届出

届 出

通 知

低 炭 素 建 築 物 認 定 件 数

建築物省エネ法認定件数

イ 開発行為許可申請

年 度 平成３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

受 付 件 数 件 件 件 件

（（ ））違違反反建建築築

※ 表挿入

（（ ））既既存存建建築築物物耐耐震震改改修修工工事事費費等等補補助助事事業業

地震による建築物の倒壊等の災害を未然に防止するため、既存建築物の耐震

診断、耐震設計又は耐震改修工事に要する費用の一部を補助する。

※ 表挿入

（（ ））被被災災木木造造住住宅宅耐耐震震改改修修工工事事費費等等補補助助事事業業

令和６年能登半島地震により耐震性が低下した住宅の再建を支援するため、

り災証明が発行された住宅の耐震改修工事等に要する費用の一部を補助する。

※ 表挿入

５年度 ６年度

実　績 実　績

高 齢 者 等 世 帯 16万円

上 記 以 外 の 世 帯 15万円

耐震
設計

共 同 住 宅 、 長 屋 、 寄 宿 舎 23万円

一 戸 建 て 住 宅 250万円

共 同 住 宅 、 長 屋 、 寄 宿 舎 60万円/戸

一 戸 建 て 住 宅 20万円

共 同 住 宅 、 長 屋 、 寄 宿 舎

緊 急 輸 送 道 路 沿 道 建 築 物

上 記 以 外 の 建 築 物 ※ 100万円

一 戸 建 て 住 宅 10万円

共 同 住 宅 、 長 屋 、 寄 宿 舎

緊 急 輸 送 道 路 沿 道 建 築 物

要 緊 急 安 全 確 認 大 規 模 建 築 物 なし

上 記 以 外 の 建 築 物 ※ 50万円

一 戸 建 て 住 宅 170万円

緊 急 輸 送 道 路 沿 道 建 築 物 １億円

要 緊 急 安 全 確 認 大 規 模 建 築 物 なし

　(※1)建築物の耐震改修の促進に関する法律第14条第１号に規定する用途に供する建築物

　(※2)多数のものが利用する一定規模以上のもの

限度額

88件
耐震
診断

耐震
工事

対象建築物

(昭和56年５月31日以前に建築された建築物)

非
　
　
　
木
　
　
　
造

共 同 住 宅 、 長 屋 、 寄 宿 舎

木
　
　
造

補助率

耐震
診断

耐震
工事

15.2％(※2)

32件

2,000万円

200万円

100万円

100万円/戸と1億円の

いずれか低い額

耐震
設計

上 記 以 外 の 建 築 物 ※

５年度 ６年度

実　績 実　績

診断 15万円 −

改修 250万円 −

建替 250万円 −

限度額
(令和６年能登半島地震でり災証明が発行された住宅)

木
　
　
造

対象建築物
補助率

一戸建て住宅

建
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（（ ））住住宅宅耐耐震震アアドドババイイザザーー派派遣遣制制度度

耐震改修工事等の実施に関する不安の解消を図るため、耐震アドバイザーを

派遣し、既存建物の耐震に関する疑問に答える。

派 遣 対 象 費 用 ５年度実績 ６年度実績

・昭和 年５月 日以前に建築された

木造住宅及び非木造建築物
無 料 件 件

（（ ））危危険険ブブロロッックク塀塀のの除除却却費費補補助助事事業業

通学路等に面するブロック塀の倒壊等による事故を未然に防止するため、倒

壊等の危険性のあるブロック塀を除却する費用の一部を補助する。

対 象 補助単価 限度額 ４年度実績 ５年度実績 ６年度実績

通学路又は

緊急輸送道路
円 ㎡ 万円 件 件 件

その他道路 円 ㎡ 万円 件 件 件

※緊急輸送道路は令和３年度より対象

（（ ））空空きき家家対対策策のの強強化化

※ 表挿入 補助率 限度額

50万円

５万円

補助率 限度額

100万円

10万円

100万円

10万円

空き家等活用パートナー支援
事業※４

地域向け相談会やイベント
の活動費用

100万円

空き家や跡地の整備工事費

空き家内の動産処分費※３

シェアハウス再生空き家活用
補助※３

30万円

事業名

補助対象

空き家解体費※１

所有者調査費※２

補助対象

※３　令和６年度～　　・狭小隣地等統合促進事業費補助実績　13件

※４　令和７年度～

事業名

地域連携空き家等活用補助

　　①　危険空き家等の除却支援

危険空き家等除却費補助

　　②　空き家等の活用支援

※１　令和５年度～防災まちづくり協定区域の限度額は70万円

　　　令和７年度～未接道地又は狭小地の限度額は70万円

※２　令和４年度～

・補助実績　Ｒ３　10件　Ｒ４　18件　Ｒ５　17件　Ｒ６　11件

　（Ｈ28年～合計97件）

空き家の改修工事費

空き家内の動産処分費

狭小隣地等統合促進事業費
補助※３

不動産仲介手数料等の経費
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土 木 事 業

（（ ））市市道道のの概概要要 （令和７年４月１日現在）

区 分 距 離 等

市 道 延 長 ２，２０６，４０３ｍ

道 路 敷 面 積 １６，０８１，１８２㎡

道 路 部 面 積 １４，９７０，１１０㎡

舗 装 延 長 ２，１８４，０２３ｍ

改 良 延 長 １，８５７，６４０ｍ

舗 装 率 ９９．０％

改 良 率 ８４．２％

市 道 路 線 数 １１，８９４本

歩 道 延 長 ５９５，７７３ｍ

（（ ））市市内内のの橋橋梁梁概概要要 （令和７年４月１日現在）

区 分 橋 の 種 類 本 数 等

橋 数

永 久 橋 １，４２３本

非 永 久 橋 ２本

計 １，４２５本

延 長

永 久 橋 １６，５７８ｍ

非 永 久 橋 １０ｍ

計 １６，５８８ｍ

面 積

永 久 橋 １６２，１２４㎡

非 永 久 橋 １６㎡

計 １６２，１４０㎡

（（ ））道道路路新新設設改改良良事事業業（市道関係分）

ｱ 無電柱化推進事業

金沢市では、良好な景観の創出、快適な通行空間の確保及び防災対策を

目的として平成 年度に策定した「金沢方式無電柱化推進実施計画」（令和

５年３月改定）に基づき無電柱化整備を推進している。

金沢らしいまちなみの特徴を活かし、地域の実情にあわせ、完全地中化

だけでなく軒下配線、既存ストックの活用など様々な整備手法を取り入れ

るとともに低コストに配慮した整備を進めている。
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年 度 実 施 箇 所 延 長 事 業 費

ｍ 千円

３
旧北国街道（ふくろう通り）、下新町、観音町通り、

旧鶴来街道（寺町台）

４ 同上

５ 同上

６
旧北国街道（ふくろう通り）、下新町、観音町通り、

旧鶴来街道（寺町台）、鞍月用水沿い・旧古寺町通り

ｲ 一般道路新設改良事業

路線名 全 体 計 画 全体事業費
令 和 ６ 年 度 実 績

事 業 量 事業費

千円 千円

大 桑 ・ 蓮 花 線
Ｈ 年度～Ｒ 年度

延長 Ｌ ｍ
切土工 Ｖ ㎥

犀 川 大 通 り 線
Ｈ 年度～Ｒ８年度

延長 Ｌ ｍ

道路改良 Ｌ ｍ

バスベイ整備 Ｎ 箇所

末 広 町 線

ほ か
道路改良 Ｌ ｍ

辺 地 対 策

道 路 整 備 事 業

Ｒ３年度～Ｒ９年度

延長 Ｌ ｍ
小原・住吉線 Ｌ

（（ ））道道路路維維持持修修繕繕事事業業

年度

直 営 工 事（原材料費） 請 負 工 事

道路修繕等 舗 装 補 修 側溝等環境整備 舗 装 道 補 修

件数 件数 金額 件数 金額 件数 金額

件 件 千円 件 千円 件 千円

６

（（ ））橋橋梁梁新新設設改改良良事事業業

年度
補 修 改 良 計

工事箇所 事 業 費 工事箇所 事 業 費 工事箇所 事 業 費
件 千円 件 千円 件 千円

６ ３
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（（ ））私私道道整整備備補補助助

区 分 補 助 率 限 度 額

道路法の規定する道路に準ずる公共性の高い私道 ％ 万円

上記以外の私道 ％ 万円

（（ ））交交通通危危険険箇箇所所ににおおけけるる路路面面標標示示対対策策

交通危険箇所において、車同士の事故や歩行者事故等を防止し、交通の安全

と円滑化を図るため、路面標示を設置した。

（令和６年度実績）

路面標示 件

克雪都市づくり

（（ ））克克雪雪都都市市推推進進対対策策

本市の除雪対策の基本は、自動車交通の幹線道路の確保やバス交通の利用促

進、歩行者の安全確保を主な柱とし、市民意識の多様化や情報化時代を視野に

入れた除雪計画を策定し、市民活動及び産業経済活動の円滑な推進を図る。

また、少子・高齢化などの社会環境の変化による除雪労働力の不足、地域コ

ミュニティの希薄化など雪に対する対応力が低下しているため、町会連合会等

の市民団体の理解と協力のもと、行政と市民の相互の役割分担を明確にし、生

活道路を町ぐるみで除雪する意識を高める。
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（（ ））道道路路除除雪雪計計画画（（令令和和６６年年度度））

ア 除排雪作業の体制

配備 路 線 路 線 説 明 出 動 基 準 等

第

１

配

備

第１次路線 幹線道路（バス路線等）

公共交通重要路線や緊急性

の高い公的機関等を優先し、

概ね積雪 ㎝で委託業者が順

次除雪する。

第

２

配

備

第２次路線 地域における主要な道路

概ね積雪 ㎝以上で、気象

状況からさらに降雪が予想さ

れるとき、委託業者に発注す

る。

第

３

配

備

第３次路線 市街地道路

概ね積雪 ㎝以上で、排雪

作業とあわせ委託業者に発注

する。

イ 除排雪路線区分 （単位：路線、ｍ）

区 分 路 線 数 延 長

第 １ 次 路 線 ２８０ ４４８，２７９

第 ２ 次 路 線 ３９９ ４０７，５７６

第 ３ 次 路 線 １３６ ６４，３４８

計 ８１５ ９２０，２０３

ウ 常設排雪場の設置〈 箇所〉

市管理箇所 県管理箇所
城南中学校前犀川右岸
金沢テクノパーク
大豆田大橋詰犀川右岸
戸水２丁目
戸室新保
舘町
辰巳町
大河端町
大桑橋詰犀川左岸
田上町

桜橋左岸下流
松寺橋左岸上流
大野新町ふ頭用地
大浜工業用地

エ 歩道除雪

箇所 ｍ

※ ２次路線の除雪を行う
場合に、必要に応じ出動
したブロック毎に、順次
開設する。

臨時排雪場（小学校７
校、公園 箇所）につい
ては、雪害対策本部が設
置されたとき、必要に応
じ順次開設する。
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オ 消融雪装置 （単位：路線、ｍ）

区 分 路 線 数 延 長

地 下 水 ３３７ １９８，１１５

河 川 水 ３８ ２６，６７７

無 散 水 ８ ２，００３

下 水 処 理 水 １０ １２，７０７

計 ３９３ ２３９，５０２

民 間 消 雪 ９０ ３４，９３２

（（ ））情情報報のの収収集集及及びび広広報報

ア 積雪・道路情報

冬期間中市内 箇所の積雪の深さを積雪センサーで測定し、積雪情報をリ

アルタイムに把握し、除雪作業の初動体制の強化を図るとともに、降雪時の

道路状況を把握するため、道路監視カメラを４箇所に設置し、路面状況や渋

滞状況など的確な道路情報を国、県の情報とともにホームページで発信する

ことにより、市民に提供する。

イ 広 報

冬期間、必要に応じ除雪作業の円滑な実施を図るため、必要事項を新聞、

テレビ、ラジオ、各戸配布チラシ、ホームページで市民に周知し、協力を要

請する。

（（ ））雪雪にに関関すするる助助成成制制度度

ア 町会等向け

区 分 補 助 内 容 限 度 額

小型除雪機械購入費補助 １台につき購入費の３ ４以内 万円

消雪用水中ポンプ購入費補助 １台につき購入費の３ ４以内 ６万円

消 雪 装 置 設 置 費 補 助 設置費、改修費の３ ４以内 万円

地 域 除 排 雪 活 動 費 補 助 除排雪委託費の３ ４以内
雪害対策本部設置ごとに

万円
適用回数上限なし

イ 事業者向け

区 分 補 助 内 容 限 度 額

除雪オペレーター育成費補助

大型特殊免許取得費、車両系建

設機械運転技能講習受講費の

１ ２以内

６万円／１人
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都市水害等防止対策

（（ ））河河川川・・用用排排水水路路のの改改修修事事業業

２級河川である弓取川、木曳川および大宮川の３河川について、都市基盤河

川改修事業として改修を行っているほか、 河川（延長 ｍ）を河川法第

条の規定により準用河川に指定し、これらの改修ならびに維持管理を行っ

ている。さらに市街化区域内における幹線排水路の改修ならびに維持管理を行

っているほか、用排水路等の整備を行うことにより総合的に都市水害の防止対

策を講じている。

ア 都市基盤河川改修事業

（弓取川）

事 業 年 度 事 業 延 長 事 業 費 ７年度事業概要

昭和 年度～ Ｌ＝ ｍ 千円 護岸工

（木曳川）

事 業 年 度 事 業 延 長 事 業 費 ７年度事業概要

昭和 年度～平成４年度 準用

平成５年度～
Ｌ＝ ｍ 千円 護岸工

（大宮川）

事 業 年 度 事 業 延 長 事 業 費 ７年度事業概要

昭和 年度～平成４年度 準用

平成５年度～
Ｌ＝ ｍ 千円

用地取得

護岸工

河道掘削工

イ 準用河川改修事業

（柳 瀬 川）―――――令和７年度は護岸工及び堤脚水路工を実施。
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（（ ））都都市市型型水水害害防防止止事事業業費費のの状状況況

事業種別

年度

都市基盤河川 準 用 河 川 区画整理関連 用 排 水 路

計
改 修 事 業 改 修 事 業 河川改修事業 整 備 事 業

千円 千円 千円 千円 千円

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

（（ ））急急傾傾斜斜地地指指定定箇箇所所

※表挿入

別添 急傾斜地指定箇所

区　域　名 指定面積 保全人家 区　域　名 指定面積 保全人家 区　域　名 指定面積 保全人家

告示年月日 告示年月日 告示年月日

常 盤 町 鳴 和 １ 号 芝 原 町

天 神 町 法 島 町 神 谷 内 葵

東 山 鈴 見 町 東兼六町１号

清 川 町 １ 号 東 兼 六 町 大 桑 １ 号

清 川 町 ２ 号 春 日 町 法 島 町 ２ 号

石 引 １ 号 竹 又 町 田 上 本 町

石 引 号 二 俣 町 吉 原 町
H.16.1.23拡大

本 多 町 上 平 町 小 坂 ２ 号
H.3.3.29拡大

神 谷 内 １ 号 田 上 町 小 坂 ５ 号
S.60.6.18拡大

H.13.3.27拡大

神 谷 内 ２ 号 宝 町 ２ 号 山 王 ２ 号
H.8.3.26拡大

山 の 上 町 大 桑 町 山王町２丁目

湯 涌 １ 号 湯涌田子島町 大 額
S.60.6.18拡大

H.5.3.1拡大

宝 町 折 谷 町 神 谷 内 ４ 号

世帯(戸) 世帯(戸)世帯(戸)
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（（ ））ががけけ地地防防災災工工事事資資金金融融資資制制度度

がけくずれによる災害の防止を図るため、居住用建築物等又は公共施設に災

害を及ぼすおそれのあるがけ又は当該がけの下の土地において施工する防災工

事に対し、必要な資金を融資する。

融 資 の 限 度 償 還 期 間 利 率

万円（工事費の ％以内） 年 以 内 融資時の利率で固定

令和６年度融資件数 ０件

（（ ））ががけけ地地防防災災工工事事費費等等補補助助事事業業

がけくずれによる災害を防止するため、がけの防災工事、地盤調査又はがけ

近接等危険住宅の除却に要する費用の一部を補助する。

※表挿入

（（ ））治治水水・・防防災災対対策策補補助助制制度度

制 度 名 内 容

浸水防止設備等設置

費補助制度

浸水被害を軽減するため、浸水の恐れがある区域におけ

る建物への防水板の設置及びその関連工事に対し、設置

費の を補助（上限 万円）

降雨情報等連絡設備

設置費補助制度

がけくずれの危険のある区域に居住する住民の安全を図

るため、降雨情報等連絡設備の新増設・改修に対し、設

置費または改修費の を補助

別添 がけ地防災工事費等補助事業

住 宅 事 業

（（ ））市市営営住住宅宅管管理理

ア 管理戸数 令和６年４月１日現在（戸）

区 分 中層耐火構造 高層耐火構造 合 計

公 営 住 宅

うちシルバーハウジング

改 良 住 宅

合 計

イ 入居・退去状況

（入居状況） （件）

区 分 一 般 入 居 者 建替・住替入居者 合 計

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

（退去状況） （件）

区 分
住 宅 取 得

小 計 その他 死 亡 計
新 築 建売・中古購入

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和６年度の住宅取得者８件の内、７件が金沢市内に、１件が市外に住

宅を取得。その他とは、転勤、家庭の事情等。

ウ 住宅使用料（本来入居者の家賃）

市営住宅の家賃は、入居者の収入および市営住宅の立地条件、規模、建設

時からの経過年数等の市営住宅から受ける便益に応じて毎年度算定される。

なお、高額所得者（所得月額 円以上）は近傍同種家賃となる。

【災害】…令和６年能登半島地震により被害を受けた民有がけ地を対象に支援制度を拡充

地盤調査

がけ近接等危険住宅の除去

1件

1件

0件

21件

1件

6件

【災害】 〃 〃 10件

150万円 0件

防災工事

応急防災工事

【災害】
居室のある建築物に隣接するがけ地

公共施設に隣接するがけ地

工事設計
公共施設に隣接するがけ地

0件

居室のある建築物に隣接するがけ地

公共施設に隣接するがけ地
【災害】

【災害】
居室のある建築物に隣接するがけ地

公共施設に隣接するがけ地

居室のある建築物に隣接するがけ地  60万円

公共施設に隣接するがけ地  90万円

800万円

100万円 0件

補　　助　　対　　象 補助率 限度額 ６年度実績

抑制工事

100万円

120万円

居室のある建築物に隣接するがけ地  75万円

100万円

 80万円

100万円

なし

居室のある建築物に隣接するがけ地 600万円

公共施設に隣接するがけ地 なし

240万円居室のある建築物に隣接するがけ地

公共施設に隣接するがけ地 360万円
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（（ ））ががけけ地地防防災災工工事事資資金金融融資資制制度度

がけくずれによる災害の防止を図るため、居住用建築物等又は公共施設に災

害を及ぼすおそれのあるがけ又は当該がけの下の土地において施工する防災工

事に対し、必要な資金を融資する。

融 資 の 限 度 償 還 期 間 利 率

万円（工事費の ％以内） 年 以 内 融資時の利率で固定

令和６年度融資件数 ０件

（（ ））ががけけ地地防防災災工工事事費費等等補補助助事事業業

がけくずれによる災害を防止するため、がけの防災工事、地盤調査又はがけ

近接等危険住宅の除却に要する費用の一部を補助する。

※表挿入

（（ ））治治水水・・防防災災対対策策補補助助制制度度

制 度 名 内 容

浸水防止設備等設置

費補助制度

浸水被害を軽減するため、浸水の恐れがある区域におけ

る建物への防水板の設置及びその関連工事に対し、設置

費の を補助（上限 万円）

降雨情報等連絡設備

設置費補助制度

がけくずれの危険のある区域に居住する住民の安全を図

るため、降雨情報等連絡設備の新増設・改修に対し、設

置費または改修費の を補助

別添 がけ地防災工事費等補助事業

住 宅 事 業

（（ ））市市営営住住宅宅管管理理

ア 管理戸数 令和６年４月１日現在（戸）

区 分 中層耐火構造 高層耐火構造 合 計

公 営 住 宅

うちシルバーハウジング

改 良 住 宅

合 計

イ 入居・退去状況

（入居状況） （件）

区 分 一 般 入 居 者 建替・住替入居者 合 計

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

（退去状況） （件）

区 分
住 宅 取 得

小 計 その他 死 亡 計
新 築 建売・中古購入

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和６年度の住宅取得者８件の内、７件が金沢市内に、１件が市外に住

宅を取得。その他とは、転勤、家庭の事情等。

ウ 住宅使用料（本来入居者の家賃）

市営住宅の家賃は、入居者の収入および市営住宅の立地条件、規模、建設

時からの経過年数等の市営住宅から受ける便益に応じて毎年度算定される。

なお、高額所得者（所得月額 円以上）は近傍同種家賃となる。
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（本来入居者の家賃の計算方法）

家賃算定基礎額×市町村立地係数×規模係数×経過年数係数×利便性係数＝家賃

家賃算定基礎額：所得月額に応じ、国が全国一律に定める金額

市町村立地係数：国が各市町村の地価状況等を勘案して、 ～ の範

囲内で市町村ごとに定める数値（金沢市 ）

規 模 係 数：住宅の床面積（共用部分やバルコニーを除く）を、

㎡で割った数値

経過年数係数：建設当時からの経過年数に応じて、国が定めた率で減

少する数値

利 便 性 係 数：市が ～ までの範囲内で地域の状況や設備状況な

どにより独自に定める数値

（所得基準表）

所 得 月 額 家賃算定基礎額 所 得 月 額 家賃算定基礎額

基

準

内

円以下 円 収

入

超

過

裁
量
階
層

円以下 円

円以下 円 円以下 円

円以下 円 円以下 円

円以下 円 円以上 円

エ 収入超過者の家賃

市営住宅に引き続き３年以上入居していて、かつ、収入基準（所得月額

円）を超える収入を有するものについて、近傍同種の住宅の家賃を

上限として、家賃に、法律に定める率により算出された額を加算した額を収

入超過者の家賃とする。

（計算方法）

収入超過者の家賃＝本来入居者の家賃＋（近傍同種の住宅の家賃－本来入

居者の家賃）×年度の区分及び収入の区分に応じて定める率

近傍同種の住宅の家賃：民間賃貸住宅の家賃とほぼ同程度になるよ

う国の基準に基づき算定された額

年度の区分及び収入の区分：国が所得月額等に応じて設定した下表の加

に応じて定める率 算率

所 得 月 額 初年度 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目以降

円以下 １

円以下 １

円以下 １

円以上 １
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オ 住宅使用料徴収状況（現年分） （単位：千円）

区 分 管理戸数 調 定 額 収入済額 未 納 額 収 入 率

令 和 ３ 年 度

令 和 ４ 年 度

令 和 ５ 年 度

令 和 ６ 年 度

（（ ））市市営営住住宅宅建建設設事事業業

住 宅 名 区 分
令 和 ６ 年 度 実 績

事 業 量 事 業 費

緑 住 宅 建 替 緑住宅建設工事（第５期）監理委託２年目

緑 住 宅 建 替 緑住宅建設工事（第５期）２年目

緑 住 宅 建 替 緑住宅建設工事（第６期）解体実施設計等

（（ ））市市営営住住宅宅改改善善事事業業

住 宅 名 改善内容
令 和 ６ 年 度 実 績

事 業 量 事 業 費

円光寺住宅 全面的改善 監理委託

円光寺住宅 全面的改善
改善戸数 戸

内外装の全面リニューアル

金石曙・

上荒屋・

松寺町住宅

外壁改善

金石曙住宅７棟、上荒屋住宅

９棟・ 棟、松寺町住宅Ｍ１

棟

緑 住 宅 エレベーター改修 緑住宅Ｈ２棟

緑 住 宅
集会所耐震改修・

外壁改善等
監理委託

緑 住 宅
集会所耐震改修・

外壁改善等

耐震補強

外壁改善、屋上改修

緑 住 宅 バリアフリー化改善

緑住宅高層棟 戸

段差解消、手摺設置、緊急通

報装置の設置等
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企業局庁舎

金沢駅西地区における公共施設の核的存在として、企業局庁舎が同地区に昭和

年 月に完成した。事故や災害などの緊急時に迅速な作業が行えるよう、地下

１階に緊急工事用基地を設けている。

企 業 局 施 設 概 要 一 覧

名 称 所 在 地 敷地面積 建 物 竣 工

企 業 局 庁 舎 金沢市広岡３丁目３番 号 ㎡
建築面積 ㎡

昭和 年 月

末 浄 水 場 金沢市末町１字１ 昭和７年

犀 川 浄 水 場 金沢市末町 字 昭和 年

工業用水道浄水場 金沢市北陽台３丁目 番地 平成８年３月

城北水質管理センター 金沢市浅野本町ホ 番地 昭和 年４月

西部水質管理センター 金沢市東力町ハ 番地 昭和 年７月

臨海水質管理センター 金沢市湊３丁目５番地８ 平成６年 月
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上水道事業

本市の上水道は、犀川の表流水を水源とする末浄水場緩速系の施設が昭和７年

３月に竣工（昭和５年 月一部給水開始）して以来、需要の増加に対処するため、

昭和 年度以降、第１次（笠舞浄水場）、第２次（出雲浄水場）、第３次（末浄水

場急速系）、第４次（犀川浄水場）、第５次（県水）と拡張事業を進め、第５次拡

張事業は、昭和 年７月一部給水を開始した。

（（ ））水水需需要要のの推推移移（（上上水水道道）） （人口は年度末現在）

年度
行政区域内人口 給 水 人 口

普及率
（Ｂ） １ 人 １ 日

１日最大給水量
（Ａ） （Ｂ） （Ａ） 最大給水量

４

５

６

人 人 ％ ㎥ ㎥

（（ ））沿沿 革革（（事事業業認認可可））

区 分 工 期 完成時１日最大給水量 完成時給水人口

建 設

第１次拡張事業

第２次 〃

第３次 〃

第４次 〃

第５次 〃

昭和３年 月～昭和７年３月

昭和 年４月～昭和 年３月

昭和 年４月～昭和 年３月

昭和 年４月～昭和 年３月

昭和 年４月～昭和 年３月

昭和 年４月～令和３年３月

㎥ 人

〇第５次事業計画

水 源 手取川ダム（石川県水道用水供給事業）

取配水方法 自然流下方式

事 業 費 千円

工 期 昭和 年から令和２年

給 水 能 力 ㎥／日 犀川ダム ㎥／日

内川ダム ㎥／日

県 水 ㎥／日
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（（ ））配配水水系系統統おおよよびび配配水水能能力力

配 水 系 統 配水能力（公称） 摘 要

末 浄 水 場

犀 川 浄 水 場

県 水

計

㎥／日 （犀川ダム貯水）

緩速ろ過 ㎥／日（公称）

急速ろ過 ㎥／日（公称）

（内川ダム貯水）

急速ろ過 ㎥／日

（手取川ダム）

（（ ））水水道道料料金金

給水使用料金（１カ月につき） （平成 年７月１日改定）

区 分 家 庭 用 業 務 用 公衆浴場用 特 殊 用 船 舶 用 消化演習用

基 本 料 金 円 円
水量 ㎥まで

円

水量 ㎥まで

円

１㎥につき

円

消火栓口１個

につき

放水時間 分

までごとに

円

従 量 料 金

㎥につき

㎥～ ㎥

円

㎥～ ㎥

円

㎥～ ㎥

円

㎥～ ㎥

円

㎥～ ㎥

円

㎥～ ㎥

円

㎥～

円

㎥～ ㎥

円

㎥～ ㎥

円

㎥～ ㎥

円

㎥～ ㎥

円

㎥～ ㎥

円

㎥～ ㎥

円

㎥～

円

㎥～

円

㎥～

円

水道料金は、上記の給水使用料金に消費税等相当額を加算する。
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（（ ））加加 入入 金金 （昭和 年４月１日改定）（単位：円）

上記の金額に消費税等相当額を加算する。

（（ ））決決算算状状況況 （単位：千円）

年 度 別 事 業 収 益 事 業 費 用 収支差引 －

４

５

６

（（ ））令令和和６６年年度度のの有有効効率率おおよよびび有有収収率率

配水量 ㎥ 有効水量 ㎥ 有効率 ％

有収水量 ㎥ 有収率 ％

（（ ））公公益益財財団団法法人人 金金沢沢市市水水道道ササーービビスス公公社社

住民と水道事業者との接点となる分野の事業を中心に給水サービスのより一

層の向上を図ることを目的として平成４年３月に設立。平成 年４月に公益財

団法人移行。

① 事業内容

ア 給水設備の適正管理に係る相談・指導及び広報啓発

イ 小規模受水槽に関する調査、指導

ウ メーター検針

エ その他 地域の安心、安全を推進するための事業

② 所在地

金沢市問屋町２丁目３番地

③ 組 織（令和７年４月１日現在）

理事長１名、常務理事１名、理事４名、

監事２名、公社職員６名、嘱託職員 名

④ 出資金 万円

※表あり
ミリメートル ミリメートル ミリメートル以上

口径別の断面積

比および流量比

を考慮して管理

者が定める額

20ミリメートル口径 13ミリメートル 25ミリメートル

料金

30ミリメートル 40ミリメートル 50ミリメートル 75ミリメートル

建
設
企
業

－355－



ダ ム

（（ ））犀犀川川ダダムム

ア 概 要 金沢市施工（昭和 年度着工、昭和 年３月完工）

ダ ム
型式…直線重力式コンクリート 高さ… ｍ
長さ… ｍ 体積… ㎥

貯 水 池
集水面積… ㎢ 有効貯水容量… ㎥
有効水深… ｍ

かんがい
用水補給面積… 年増石数… 石
年平均効果額… 千円（昭和 年換算額）

洪水調節
調節容量… ㎥
年平均被害減少額… 千円（昭和 年換算額）

発 電
最大使用水量（上寺津発電所）… ㎥／
最大発電力…

上 水 道 取水量… ㎥／日（末浄水場へ）

河川維持 平成 年６月に工業用水道から河川維持流量へ振替え

イ 事 業 費 （単位 千円）

事 業 費 上 水 道 工業用水道 発 電 治水・農業 県

％ ％ ％ ％ ％

（（ ））内内川川ダダムム

ア 概 要

石川県施工（昭和 年度着工、昭和 年３月完工、発電は 年度参加）

ダ ム
型式…直線重力式コンクリート 高さ… ｍ
長さ… ｍ 体積… ㎥

貯 水 池
集水面積… ㎢ 有効貯水容量… ㎥
有効水深… ｍ

洪水調節
調節容量… ㎥
年平均被害減少額… 千円（昭和 年換算額）

発 電
最大使用水量（新内川発電所）…８㎥／ｓ
最大発電力…

上 水 道 取水量… ㎥／日（犀川浄水場へ）
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イ 事 業 費 （単位 千円）

事 業 費 上 水 道 治 水 （県）

％ ％ ％

ウ 事 業 費

（昭和 年度以降・発電事業参加の再アロケーションによる）

（単位 百万円）

事 業 費 上 水 道 治 水 （県） 発 電

％ ％ ％ ％

注：事業費は昭和 年精算額を昭和 年度にスライドし、減価償却年分を考

慮し再アロケーションしたものである。

工業用水道事業

金沢市工業用水道事業は、金沢テクノパークへの良質な工業用水の安定的な供

給をめざし、涌波川支川表流水を水源として、平成９年５月に給水を開始した。

現在の給水能力は、 ㎥／日であり、将来は、 ㎥／日の給水を予定し

ている。

（（ ））沿沿 革革

年 月 日 関 係 事 項 年 月 日 関 係 事 項

平成

〃

森本丘陵工業用地開発基本構想を策定

〃 開発基本計画を策定

〃 土地区画整理事業の認可

〃 第１工区の開発造成に着手

工業用水道計画調査を開始

〃 完了

平成 工業用水道事業届出を通産省へ提出

工業用水道事業施設基準の適合認可

浄水場及び配水場用地の取得完了

浄水場管理棟築造

給水開始

（（ ））施施設設概概要要

取水施設 取水堰（コンクリート堰スクリーン式） １箇所

導水施設 導水ポンプ ２台

導水管（硬質塩ビ管 ｍ ダクタイル鋳鉄管 ｍ）
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浄水施設 管理棟（延床面積 ㎡）

着水井、混和池、フロック形成池、薬品沈澱池

排水処理施設（排泥池、排水池、濃縮槽、天日乾燥床）

送水施設 送水ポンプ ２台

送水管（ダクタイル鋳鉄管 ｍ）

配水施設 配水池（有効容積 ㎥）

配水管（ダクタイル鋳鉄管 ｍ、鋼管 ｍ、

ステンレス管 ｍ）

（（ ））料料 金金

給水使用料金 基本料金 円／㎥

特定料金 円／㎥

超過料金 円／㎥（使用水量が月間基本使用水量及び

月間特定使用水量を合計した水量

を超えた分）

口径別使用料金

（平成９年４月１日施行）

量 水 器 の 口 径 使用料金（１月につき）

４０ミリメートル以下

５０ミリメートル

７５ミリメートル

１００ミリメートル

１５０ミリメートル以上

５００円

８５０円

１，４１０円

１，５９０円

３，５１０円

料金は、給水使用料金及び口径別使用料金の合計額に消費税等相当額を加えた額

公共下水道事業

下水道は、市民の健康で快適な生活環境の確保と公共用水域の水質保全、市街

化区域等における浸水の防除などを図るため、欠くことのできない都市施設であ

り、本市では公共下水道事業を重点施策として推進している。

本市の公共下水道事業は、昭和 年に旧市街地を中心とする の全体計

画を策定し、その後、都市計画決定による市街化区域の拡大に伴い、順次、全体

計画の追加を行なった。令和２年には近年の人口減少等の社会情勢の変化に対応

し、持続可能かつ効率的な汚水処理を行うため、全体計画の縮小を含む見直しを

行い、浅野、西部、臨海、犀川左岸、湯涌の５処理区で としている。そ

のうち金沢駅を中心とする市街地密集地域 を第１期事業として昭和 年に

着手、昭和 年にほぼ完成させ、さらに第２期事業として、小立野、神宮寺、東

山地区 の整備を進めた。引き続いて昭和 年からは西部処理区（新規）

として犀川以南地区（野町・円光寺方面） を対象とし、新たに雨水防除

計画を盛り込んだ第３期事業に着手、昭和 年からは第４期事業として、柳橋、

駅西、窪、西金沢地区など の整備を進めた。昭和 年からは第５期事業

として金沢大学総合移転地区を含む鈴見、若松、額地区を、臨海処理区（新規）

として金石、大野、粟崎地区を、犀川左岸処理区（新規）として安原、二塚、押

野地区を、また、平成４年からは森本丘陵処理区（新規、全体計画では臨海処理

区に位置付け）の整備を進めた。そして、平成６年からは第６期事業として夕日

寺地区、木曳川と浅野川に挟まれた市街化区域のほぼ全域、大浦地区、三和地区、

緑地区を、また、平成８年からは特定環境保全公共下水道事業として湯涌処理区

（新規）の整備を進めた。平成 年からは第７期事業として東浅川地区、末地区、

森本地区、湊地区、二塚地区及び区画整理地区（戸板第二、田上、木曳野、野田、

直江など）の整備を進めるとともに、平成 年には森本丘陵処理区を、令和２年

には農村下水道の薬師谷地区を、それぞれ臨海処理区へ統合した。

令和２年に全体計画の変更に合せ事業計画の縮小を含む見直しを行い、事業計

画面積を とした。平成 年度に計画的な整備は概ね終了しており、今後

は整備を保留した地区について、開発行為などに合わせて整備を行っていく。

（（ ））全全体体事事業業のの規規模模

ア 計画排水人口 人

イ 計画排水面積

ウ 施設の方式 分流式

合流式

エ 建 設 費 千円
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公共下水道事業

下水道は、市民の健康で快適な生活環境の確保と公共用水域の水質保全、市街

化区域等における浸水の防除などを図るため、欠くことのできない都市施設であ

り、本市では公共下水道事業を重点施策として推進している。

本市の公共下水道事業は、昭和 年に旧市街地を中心とする の全体計

画を策定し、その後、都市計画決定による市街化区域の拡大に伴い、順次、全体

計画の追加を行なった。令和２年には近年の人口減少等の社会情勢の変化に対応

し、持続可能かつ効率的な汚水処理を行うため、全体計画の縮小を含む見直しを

行い、浅野、西部、臨海、犀川左岸、湯涌の５処理区で としている。そ

のうち金沢駅を中心とする市街地密集地域 を第１期事業として昭和 年に

着手、昭和 年にほぼ完成させ、さらに第２期事業として、小立野、神宮寺、東

山地区 の整備を進めた。引き続いて昭和 年からは西部処理区（新規）

として犀川以南地区（野町・円光寺方面） を対象とし、新たに雨水防除

計画を盛り込んだ第３期事業に着手、昭和 年からは第４期事業として、柳橋、

駅西、窪、西金沢地区など の整備を進めた。昭和 年からは第５期事業

として金沢大学総合移転地区を含む鈴見、若松、額地区を、臨海処理区（新規）

として金石、大野、粟崎地区を、犀川左岸処理区（新規）として安原、二塚、押

野地区を、また、平成４年からは森本丘陵処理区（新規、全体計画では臨海処理

区に位置付け）の整備を進めた。そして、平成６年からは第６期事業として夕日

寺地区、木曳川と浅野川に挟まれた市街化区域のほぼ全域、大浦地区、三和地区、

緑地区を、また、平成８年からは特定環境保全公共下水道事業として湯涌処理区

（新規）の整備を進めた。平成 年からは第７期事業として東浅川地区、末地区、

森本地区、湊地区、二塚地区及び区画整理地区（戸板第二、田上、木曳野、野田、

直江など）の整備を進めるとともに、平成 年には森本丘陵処理区を、令和２年

には農村下水道の薬師谷地区を、それぞれ臨海処理区へ統合した。

令和２年に全体計画の変更に合せ事業計画の縮小を含む見直しを行い、事業計

画面積を とした。平成 年度に計画的な整備は概ね終了しており、今後

は整備を保留した地区について、開発行為などに合わせて整備を行っていく。

（（ ））全全体体事事業業のの規規模模

ア 計画排水人口 人

イ 計画排水面積

ウ 施設の方式 分流式

合流式

エ 建 設 費 千円

建
設
企
業

－359－



（（ ））第第７７期期事事業業（（第第１１期期、、第第２２期期、、第第３３期期、、第第４４期期、、第第５５期期、、第第６６期期事事業業及及びび

特特定定環環境境保保全全公公共共下下水水道道事事業業をを含含むむ））

ア 計画排水人口 人

イ 計画排水面積

ウ 施設の方法 合流式及び分流式

エ 建 設 費 管 渠 千円

ポンプ場 千円

処 理 場 千円

流域建設費負担金 千円

計 千円

オ 工期及び計画内容 昭和 年度～令和９年度

（令和７年３月 日現在）

区 分 計 画 （認 可） 現 況

管 渠
延 長

面 積

ｍ ｍ

浅 野

処 理 区

処理面積

処理人口

処理能力

処理施設

人

㎥／日

９系列

人

㎥／日

９系列

西 部

処 理 区

処理面積

処理人口

処理能力

処理施設

人

㎥／日

４系列

人

㎥／日

４系列

臨 海

処 理 区

処理面積

処理人口

処理能力

処理施設

人

㎥／日

４系列

人

㎥／日

４系列

湯 涌

処 理 区

処理面積

処理人口

処理能力

処理施設

人

㎥／日

２系列

人

㎥／日

２系列

犀 川 左 岸

処 理 区

処理面積

処理人口 人 人
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カ 建設費の負担割合

区 分 金 額 率

国 庫 補 助 金

受 益 者 負 担 金

起 債

そ の 他

千円 ％

計

キ 許可区域内における進捗状況（令和７年３月 日現在）

計画汚水管渠延長 ｍのうち、敷設済管渠延長 ｍ

下水道普及率 総人口に対する排水人口 人 ％

水 洗 化 可 能 戸 数 水 洗 化 戸 数 水 洗 化 普 及 率

戸 戸 ％

ク 受益者負担金

ア 負 担 率 総事業費の５％

イ 単位負担金 第１負担区 円／㎡

第２負担区 円／㎡

第３負担区 円／㎡

第４負担区 円／㎡

第５負担区 円／㎡

第６負担区 円／㎡

第７負担区 円／㎡

ウ 負担金の制度採用年度 昭和 年度

エ 負担金の分割徴収年限 ５年

建
設
企
業
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ケ 使 用 料（１か月につき）

水 量 区 分
使 用 料

平成 ～

基本使用料（水量に関わらず定額） 円

一

般

汚

水

従

量

使

用

料

㎥ ～ ㎥まで

㎥を超え ～ ㎥まで

㎥を超え ～ ㎥まで

㎥を超え ～ ㎥まで

㎥を超え ～ ㎥まで

㎥を超え ～ ㎥まで

㎥を超え ～ ㎥まで

㎥を超え ～ ㎥まで

㎥を超える水量

１㎥につき

１㎥につき

１㎥につき

１㎥につき

１㎥につき

１㎥につき

１㎥につき

１㎥につき

１㎥につき

円

円

円

円

円

円

円

円

円

公 衆 浴 場 汚 水 基本使用料 ㎥まで

㎥を超える水量 １㎥につき

円

円

下水道使用料は、上記の使用料表に消費税等相当額を加算する。

（（ ））水水洗洗便便所所改改造造資資金金貸貸付付制制度度

し尿を公共下水道または農村下水道に排除するために便所を改造

しようとする者に対し、工事資金の貸付を行う制度。

貸 付 金 額 万円以内 貸付利息 無利子

償 還 期 間 カ月以内 償還方法 貸付月の翌月から元金均等

月賦償還

貸 付 条 件

ア 市税及び下水道事業受益者負担金を滞納していないこと。

イ 貸付金の償還能力があること。

ウ 確実な連帯保証人が１人いること。

エ 自己資金のみでは、工事費を一時に負担することが困難なこと。

貸 付 金 名
令和６年度決算額

令和７年度予算額
件 数 金 額

くみ取り便所改造資金貸付金

し尿浄化槽便所改造資金貸付金

０件

１

千円 千円

計 １
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（（ ））雨雨水水貯貯留留施施設設等等設設置置費費補補助助制制度度

住宅等の敷地内に雨水貯留施設等を設置する者に対し、その設置に要する費

用の一部について補助金を交付。

１ 補助対象

本市の公共下水道全体計画区域内において、雨水貯留・浸透施設を設置す

る場合の材料費・工事費等の一部を助成。

２ 補助申請資格（対象者）

ア 公共下水道全体計画区域内における土地又は住宅等の所有者又はその所

有者の同意を得た使用者

イ 市税を完納している者

３ 補助金額

施 設 名 補助率 助成金の上限額（一基あたり）

雨水浸透ます 施設整備費の
浸透ますの大きさ（内径）に応じて

１万８千円～３万５千円

浄化槽転用雨水貯留槽 施設整備費の ８万円

雨水貯留槽 施設整備費の

容量 ℓ以上 ℓ未満………２万円

容量 ℓ以上 ℓ未満……２万５千円

容量 ℓ以上………………８万円

（（ ））私私道道内内のの下下水水道道管管敷敷設設

ア 公道から公道へ通じる私道………………全額市負担

イ 袋 小 路 等……………………………私道に面した土地または家屋の所

有者２人以上の申請に基づき全額

市負担

建
設
企
業
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農村下水道事業

農業用用排水の水質保全、用排水施設の機能維持ならびに農村生活環境の改善を

図り、併せて公共水域の水質保全に資することを目的として、農村下水道の普及を

図る。

供用開始処理区状況（ 地区） （令和６年度実績）

地 区 名 排水面積 管渠延長 計画人口 有収汚水量 使 用 料 備考

俵 ｍ 人 ㎥ 千円

三 谷

東 原

竹 又

清 水 谷

別 所

二 俣

北 袋

戸室新保

山 川

直 江 谷

土 子 原

曲 子 原

小 池

中 山

中 戸

福 畠

湯 浅

小 原

合 計
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第１期事業区域　　　 342ha 昭和37～昭和48年

第２期事業区域　　　 1,190ha 昭和47～昭和55年

第３期事業区域　　　 1,336ha 昭和51～平成 2年

第４期事業区域　　　 1,245ha 昭和56～平成 2年

第５期事業区域　　　 1,574ha 昭和62～平成 6年

第６期事業区域　　　 1,625ha 平成 6～平成13年

第７期事業区域　　　 2,008ha 平成10～令和 9年

第８期以降事業区域　　　 33ha           ～令和17年

凡             例

西部水質管理センター

湯涌処理区

金沢駅

浅野川

犀 川

金沢港

下水道整備計画一般平面図

城北水質管理センター

臨海水質管理センター

犀川左岸浄化センター

西 部 処 理 区

臨 海 処 理 区

流 域 関 連
犀 川 左 岸 処 理 区

浅 野 処 理 区

日本海

至福井

河北潟 至富山

森本地区

粟崎地区

角間地区

森本丘陵処理区

田上地区

額地区

西南部地区

至福井

至富山

北
陸

本
線 金沢城跡

北
陸

自
動

車
道

薬師谷地区

建
設
企
業
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８ 文 教 消 防

１ 文 化 政 策……………………………

２ 公益財団法人金沢芸術創造財団……

３ 公益財団法人金沢文化振興財団……

４ 文化財保護……………………………

５ 歴史的建造物整備……………………

６ 用水・まちなみ保全…………………

７ スポーツ振興…………………………

８ 防 犯 対 策……………………………

９ 総合防災対策…………………………

教育行財政……………………………

学 校 教 育……………………………

教育プラザ……………………………

健 康 教 育……………………………

市立工業高等学校……………………

生 涯 学 習……………………………

図 書 館……………………………

消 防……………………………



令和７年度重要施策

文化スポーツ局
・文化芸術アクションプラン の実践
・歴史文化資産の継承と魅力の向上
・スポーツ文化の推進

危機管理監
・被災地区の迅速な復旧の推進
・地域防災計画の改定
・防災備蓄の配備及び対応力の強化
・地域の共助力向上

教育委員会
・金沢市教育行政大綱の具現化（金沢市学校教育振興基本計画及び金沢市生
涯学習振興基本計画の実践）

・金沢市教育振興基本計画の策定
・新金沢型学校教育モデルの実践
・中学生の文化鑑賞の推進
・不登校の未然防止と対策強化
・市立工業高校におけるものづくり教育コンソーシアムの具現化
・市立工業高校における金沢型工業教育モデルの実践
・新たな学校給食調理場再整備計画の推進
・ＧＩＧＡスクール環境の強化
・不登校児童生徒の社会的自立に向け、メタバースを活用したオンライン支
援体制

・教職員が本務に専念するための時間の確保に向けた取組の推進
・学校司書の増員
・学校規模適正化の推進
・学校施設等の整備（三馬小学校の移転新築等）
・家庭教育の推進（家庭教育推進プログラムの具現化）
・生涯学習施設の整備推進（額公民館の移転新築等）
・宇宙教育の推進（金沢市宇宙教育推進計画２０２１の実践）
・｢知の交流拠点」をめざした図書館機能充実推進事業の実施
・金沢子ども読書推進プラン２０２４による子ども読書の実践
・玉川図書館の建築的な価値の継承に向けた大規模改修の実施

消 防 局
・救急体制の強化
・消防体制の強化
・防火・防災体制の強化
・車両・資機材の強化
・広域連携の推進
・地域コミュニティの活性化
・消防団の充実強化



１ 文 化 政 策

１１ 文文化化活活動動のの顕顕彰彰

（（ ））文文 化化 賞賞

昭和 年以来、毎年市民の中で文化振興発展に関し特に功績顕著な個人また

は団体を選んで文化賞を贈り、顕彰している。また、昭和 年からは受賞者が

故人になられたとき、生前の功績をたたえるため景仰の証を贈るとともに、文

化功労者名鑑に業績を記して永く栄誉をとどめることにしている。

（令和６年度〔第 回〕受賞者）

平木孝志、谷内江昭宏、篠登喜の３氏

令和６年度までに 個人、 団体が受賞

金沢市文化功労特別賞１個人が受賞

（（ ））文文化化活活動動費費

地道な日常活動を通じ、伝統文化の継承ならびに新たな文化創造に貢献され

た方を表彰し、市民憲章が目指す創造性あふれる個性豊かな市民文化の形成に

努める。

（令和６年度〔第 回〕受賞者）

御供田幸子、後藤祐自、黒瀬恵の３氏

令和６年度までに 個人、 団体が受賞

（（ ））鏡鏡花花文文学学賞賞

文芸の復興を通じた市民文化の向上、地方文化の振興を期待し、泉鏡花の生

誕 年（昭和 年）を記念して泉鏡花文学賞および泉鏡花記念金沢市民文学賞

を制定した。

① 泉鏡花文学賞

毎年８月１日を基準日とし、前１年間に全国で刊行された文芸作品の中か

ら、泉鏡花の文学の世界に通ずるロマンの香り高い作品に授与する。

選考委員：五木寛之、村田喜代子、村松友視、嵐山光三郎、山田詠美、

綿矢りさ

受賞作品一覧

回 年 度 作 品 名 作 者 名

最 愛 の 子 ど も 松 浦 理英子

飛 ぶ 孔 雀 山 尾 悠 子

元 ひ よ こ 太 陽 田 中 慎 弥

文
教
消
防

－367－



回 年 度 作 品 名 作 者 名

２ 小 説 伊 勢 物 語 業 平 髙 樹 のぶ子

３ 姉 の 島 村 田 喜代子

４ 陽 だ ま り の 果 て 大 濱 普美子

５
水 本 の 小 説

あ な た の 燃 え る 左 手 で

北 村 薫

朝比奈 秋

６ 板 上 に 咲 く 原 田 マ ハ

② 泉鏡花記念金沢市民文学賞

毎年８月１日を基準日とし、前１年間に金沢市民、あるいは金沢にゆかり

のある方が制作された作品の中から、本文学賞の趣旨に沿った優れた作品に

授与する。

選考委員：金沢市および近郊在住の文芸関係者および学識経験者

受賞作品一覧

回 年 度 作 品 名 作 者 名

ニ キ チ

ダ イ ヤ モ ン ド な 日 々 を

紫 藤 幹 子

皆 川 有 子

出会わねばならなかった、ただひとりの人

新 田 泰 久 詩 集 夢 の 祈 り

井 崎 外枝子

新 田 泰 久

元
絵 と エ ッ セ イ

瑠 璃 ノ ム コ ウ

岩 田 崇

河 畑 孝 夫

２
ゆ き あ か り

網 野 草 太 郎 フ ラ グ メ ン ツ

栂 満智子

松 下 卓

３
サ ー ク ル 長 屋 と ル ー イ ン ズ

中 野 徹 詩 集 雲 の か た ち

烏 丸 健 三

中 野 徹

４
こ お り と う ふ

姫 ヶ 生 水

藪 下 悦 子

松 村 昌 子

５
し ず り 雪

鳳 笙

小 網 春 美

中 川 すなを

６ 加賀つれづれ 障碍児・者とのそぞろ歩き 木 村 允 彦
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２２ 新新ししいい文文化化のの創創造造

（（ ））金金沢沢市市民民芸芸術術村村アアククシショョンンププラランン

金沢市民芸術村を拠点に、子どもから大人まで幅広い世代を対象に、多彩で

良質な文化活動を展開する。多くの市民が気軽に芸術文化に触れる機会の提供

や、次代を担う若者への支援事業、市民への啓発事業等を通じて、金沢の新し

い芸術文化の創造や育成に寄与することを目的に実施。

（（ ））卯卯辰辰山山工工芸芸工工房房技技術術研研修修者者奨奨励励金金

金沢卯辰山工芸工房の技術研修者に対し「金沢の文化の人づくり奨励金の交

付に関する規則」に基づき奨励金を交付する。

（令和７年度：陶芸・漆芸・染・金工・ガラス 名）

３３ 地地域域文文化化のの振振興興

（（ ））加加賀賀宝宝生生子子どどもも塾塾

金沢市指定無形文化財「加賀宝生」の技芸の基礎を子どもたちに教え、能楽

が有する固有の文化性を人づくりに活かすとともに、「加賀宝生」の後継者育

成に資することを目的に、平成 年度から「謡・仕舞教室」を、平成 年度か

ら「狂言教室」を開講。

運営：加賀宝生子ども塾運営委員会（協力：金沢能楽会）

（（ ））金金沢沢素素囃囃子子子子どどもも塾塾

金沢市指定無形文化財「金沢素囃子」の技芸の基礎を子どもたちに教えるこ

とを通じて美意識や礼節を養うとともに、将来の裾野の拡大を図ることを目的

に、平成 年度から塾を開講。

運営：金沢素囃子子ども塾運営委員会（協力：金沢素囃子保存会）

（（ ））金金沢沢工工芸芸子子どどもも塾塾

金沢のもつ工芸の伝統や人材を生かし、子どもの頃からものづくりの楽しさ

を体験させることを通じて、工芸の素質、素養を磨き、将来の一流の工芸作家

の発掘と育成に資することを目的に、平成 年度から塾を開講。

運営：金沢工芸子ども塾運営委員会

（（ ））金金沢沢・・茶茶道道子子どどもも塾塾

藩政期から連綿と受け継がれ、伝統工芸や食文化等にまで広がりを持つ「金

沢の茶道」を子どもたちが学び、体験することで、未来の茶道文化の担い手育

成につなげることを目的に、平成 年度から塾を開講。

運営：金沢・茶道子ども塾運営委員会
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４４ 文文化化活活動動のの支支援援

（（ ））文文化化芸芸術術アアククシショョンンププラランン をを実実践践

「心の豊かさの醸成」、「未来への継承と発展」、「活動環境の充実」、

「幅広い文化の発信」の４つの方向性のもと、取組を推進。

（（ ））文文化化事事業業助助成成

市民文化の振興を図るため、各種団体等が行う文化事業に対し、事業費の一

部を助成する。

（令和６年度： 事業）

（（ ））オオーーケケスストトララ・・アアンンササンンブブルル金金沢沢

優れた音楽文化を創造し、全国・世界に向けて発信することにより、県民文

化の発展向上を目指すとともに、地域振興に寄与することを目的に昭和 年

月に石川県と金沢市によって設立された。以来、石川県内はもとより、日本各

地や海外での演奏活動を行い高い評価を得ている。

運営：（公財）石川県音楽文化振興事業団

令和６年度（実績） 年間公演数 公演

（（ ））ガガルルガガンンチチュュアア音音楽楽祭祭

一流の演奏を鑑賞する機会を提供するとともに、地域に密着した、本地域な

らではの企画を盛り込んだ音楽祭を開催。北陸の音楽文化を発信するとともに、

地方創生に寄与する。

開催日：令和７年４月 日（日）～５月５日（月・祝）

公演数： 公演（うち 公演有料）

（（ ））アアーーツツカカウウンンシシルル金金沢沢事事業業費費

アーティスト活動の活性化や市民が文化芸術に触れる機会を拡大するため、

市民の文化芸術活動を支援。

（（ ））いいししかかわわ舞舞台台芸芸術術祭祭

ミュージカルを中心に観劇の魅力を発信する舞台芸術祭を開催し、若い世代

の文化活動の裾野拡大を図る。
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５５ 施施設設のの概概要要

（（ ））金金沢沢歌歌劇劇座座

① 概 要

位 置 金沢市下本多町６番丁 番地

敷 地 敷 地 ㎡ （ 坪）

建 物 構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造り 地上５階（一部２階・３階）地下１階

建 設 年 月
着 工 昭和 年８月

竣 工 昭和 年５月（別館 昭和 年４月）

建 築 面 積 ㎡（ 坪） 延 床 面 積 ㎡（ 坪）

屋外広場 駐車場 ㎡（ 坪） 台分

主
な
施
設
内
容

本 館

地下１Ｆ 中央監視室、機械室、練習室、ロビー・喫茶

地上１Ｆ 事務室、会議室２

２Ｆ 大集会室 ３Ｆ 会議室４、談話室１

ホ ー ル 棟

地上１Ｆ ホール（客席 席）、楽屋４（うち和室

１）、シャワー室２、売店、舞台（オーケス

トラピット）

２Ｆ 調光室、音響調整室

３Ｆ ホール（客席 席） ５Ｆ 映写室

別 館

地上１Ｆ 楽屋４、シャワー室３

地上２Ｆ 会議室４

地上３Ｆ 大練習室

建 設 費 百万円

② 利用状況

年度
大ホール 大集会室 会 議 室 談 話 室 練 習 室 大練習室 合 計

使用
日数

人員
使用
日数

人員
使用
日数

人員
使用
日数

人員
使用
日数

人員
使用
日数

人員
使用
日数

人員

４

５

６

③ 主催事業等（令和７年度）

金沢市芸術文化ホール共同事業体として歌劇座の活性化に資する事業を

実施

オペラ「高野聖」（市委託事業） 令和７年 月 日
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（（ ））金金沢沢市市文文化化ホホーールル

① 概 要

位 置 金沢市高岡町 番１号（旧高岡町中学校跡地）

敷 地 ㎡（ 坪）

建 物 構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造り 地上３階 地下１階

建 設 年 月 着 工 昭和 年７月 竣 工 昭和 年 月

建 築 面 積 ㎡（ 坪）

延 床 面 積 ㎡（ 坪）

主

な

施

設

内

容

ホ ー ル 棟

地下１Ｆ 練習室４（うち和室１）

地上１Ｆ ホール（客席 席）、楽屋３（うちユニット

バス付１）、喫茶ラウンジ

舞台（大迫り、小迫り、すっぽん、オーケスト

ラピット（３分割））

２Ｆ ホール（客席 席）、楽屋４（うち和室１）、

シャワー室２、調光室、映写室、音響調整室

会 議 棟

地下１Ｆ 中央監視室、機械室

地上１Ｆ 展示ギャラリー、茶室、多目的ルーム、事務室

２Ｆ 大集会室、会議室２、パントリー

３Ｆ 大会議室、会議室４、談話室

建 設 費 百万円

② 利用状況

年度
ホ ー ル 練 習 室 会 議 室 大集会室 茶室

多目的
ルーム等

合 計

使用
日数

人員
使用
日数

人員
使用
日数

人員
使用
時間

人員
使用
日数

人員 人員
使用日数
時 間 数

人員

４

５

６

③ 主催事業（令和７年度）

令和８年１月 、 日
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（（ ））金金沢沢市市アアーートトホホーールル

① 概 要

位 置 金沢市本町２丁目 番１号（ポルテ金沢６Ｆ、７Ｆ）

建 物 構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造り

建 設 年 月 着 工 平成４年９月 竣 工 平成５年 月

建 築 面 積 ㎡（ 坪）

延 床 面 積 ㎡（ 坪）

施 設 内 容

地上６Ｆ ホール（客席 席、うち車椅子用スペース８席）、リハ

ーサル室１、楽屋２（和室・洋室）、シャワー室１、バー

コーナー、舞台

地上７Ｆ 音響、調光、映写室、機械室

建 設 費 百万円

② 利用状況

年 度 使用日数 人 員

４

５

６

（能登半島地震の影響による補修工事のため、令和６年１月４日から

同年４月 日まで臨時休館）

（（ ））金金沢沢市市民民芸芸術術村村

旧大和紡績跡地の倉庫群をその特色を活かしながら再整備し、「若者の集う

場」「新しい文化創造の場」として、平成８年 月にオープンした。

平成９年度グッドデザイン大賞を受賞。

① 施設概要

ＰＩＴ１（マルチ工房）……演劇、舞踊、音楽など多様な創作活動の空間

ＰＩＴ２（ドラマ工房）……地域演劇の活動拠点。各種舞台芸術創成の場

ＰＩＴ３（オ ー プ ン ス ペ ー ス）……階段状のオープンスペース

ＰＩＴ４（ミ ュ ー ジ ッ ク 工 房）……新しい音楽文化の創造を目指す活動の拠点

ＰＩＴ５（アート工房）……既成の枠にとらわれず、のびのびとアートを

表現・発表できる空間

パフォーミングスクエア……多様な創作活動の練習・発表を通して新しい

文化を育成するスペース
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金沢職人大学校………………伝統的で高度な職人の技の伝承及び保存、並

びにこれらの人材の育成を図る。

大和町防災拠点広場…………防災拠点広場として整備され防災備蓄倉庫も

備えている。通常は市民のレクリエーション

の場として開放。

芝生広場、憩いの広場、円形広場がある。

その他、レストラン「れんが亭」、事務所棟、里山の家

② 利用状況

年

度

ピット１

マルチ

ピット２

ドラマ

ピット３

オープン

ピット４

ミュージック

ピット５

アート

パフォーミング

スクエア
里山の家 事務所棟

大和町

広 場 合計人員

人 員 人 員 人 員 人 員 人 員 人 員 人 員 人 員 人 員

４

５

６

③ 主催事業

若者を中心とした新しい芸術創造活動の育成と市民への啓発を目的に、

「演劇」、「音楽」、「美術」等の分野でアクションプラン事業を展開している。

（（ ））金金沢沢市市俵俵芸芸術術交交流流ススタタジジオオ

旧俵小学校の校舎を活用し、芸術文化の創造の場、市民相互の交流の場とし

て、平成 年５月オープンした。

① 概 要

位 置 金沢市俵町へ乙 番地

敷 地 面 積 ㎡

建 物 鉄筋コンクリート造 ３階建 延 ㎡

施 設 内 容
スタジオ７室、レコーディングスタジオ、ミキサールーム、

交流室、広場

開館時間 午前９時～午後 時（広場は午前９時～午後６時）

休 館 日 毎週月曜日（ただし月曜日が休日の場合はその直後の平日）

月 日～１月３日
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② 利用状況

年度

スタジオ

１の１

スタジオ

２の１

スタジオ

２の２

スタジオ

２の３

スタジオ

３の１

スタジオ

３の２

スタジオ

３の３

レコーディング

スタジオ

ミキサー

ルーム
広 場

合計人員

人 員 人 員 人 員 人 員 人 員 人 員 人 員 人 員 人 員 人 員

４

５

６

（（ ））金金沢沢卯卯辰辰山山工工芸芸工工房房

市制 周年記念事業として、金沢の伝統工芸の振興に大きな役割を果たし

た加賀藩御細工所の精神を活かし、伝統工芸の継承発展を図るため、平成元年

月にオープンした。市制 周年記念事業として、世界に通用する人材の育

成をめざし改修を行い、令和元年 月にリニューアルオープンした。なお、平

成 年４月より、原則一般公開は行っていない。

① 運営基本方針

金沢卯辰山工芸工房では「育てる」「つながる」「発信する」という３つ

の基本テーマを設定し、それぞれのテーマに沿った活動を展開し、工芸の振

興を図るために必要な運営を行っている。

② 概 要

位 置 金沢市卯辰町ト 番地

建設年月 着 工 昭和 年７月 竣 工 平成元年 月

建 設 費 百万円

施設内容

本 館
鉄筋コンクリート造り瓦葺き 地上２階・地下一部２階建て
延床面積 ㎡（渡り廊下 ㎡含む）
１階＝資料室Ⅰ、ロビー、茶室、和室、事務室
２階＝資料室Ⅱ、交流ラウンジ、収蔵庫Ⅰ
地階＝デザイン・文献資料室、収蔵庫Ⅱ、機械室・電気室

工房棟
鉄筋コンクリート造り瓦葺き 地上２階建て
延床面積 ㎡
１階＝陶芸工房、ガラス工房、石膏原型室、工作機械室、藍染室
２階＝漆芸工房、金工工房、染工房、撮影室、研究室、休憩室

窯 場
鉄骨造り鋼板葺き 平屋建て 床面積 ㎡
登窯（４連）１基、穴窯１基

交流棟（平成８年６月増築竣工）
鉄骨造り瓦葺き 地上１階・地下１階建て
延床面積 ㎡

１階＝共同工房、レジデンス用ゲストルーム、デザインルー
ム、更衣室

地階＝研修室Ⅰ・Ⅱ、加工室Ⅰ・Ⅱ

文
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開館時間 午前９時～午後５時（視察入館は午前９時 分より午後４時まで）

休 館 日 毎週火曜日（ただし火曜日が休日の場合はその直後の平日）

月 日～１月３日

③ 指導体制

講 師 金沢市在住者 人、金沢市外在住者 人 計 人（非常勤）

専門員 ７人（常勤）

④ 技術研修者 （令和７年４月１日現在）

区 分 陶 芸 漆 芸 染 金 工 ガラス 計

現 員

修 了 者

６人

人

４人

人

４人

人

３人

人

７人

人

人

人

（（ ））金金沢沢市市牧牧山山ガガララスス工工房房・・おおししががははらら工工房房

旧小学校跡に次代を担う若手作家の自由な創作活動の場として、 時間利用

可能な工芸工房を開設した。

① 概 要

牧山ガラス工房 おしがはら工房

位 置 金沢市牧山町ニ 番地 金沢市下鴛原町１－ 番地１

敷 地 面 積 ㎡ ㎡

建 物
鉄骨平屋建

延 ㎡

鉄骨鉄筋３階建

延 ㎡

開 設 年 月 平成 年５月 平成５年７月

主な施設内容

ア ト リ エ ７室

展 示 室 １室

研 磨 室 １室

ガラス溶解炉 １室

ガラス電気炉 ４基

ガラス徐冷炉 １基

グローリーホール ２基

ア ト リ エ ５室

陶 芸 ガ ス 窯 １室

陶 芸 電 気 窯 １室

ガラス溶解炉 １室

ガラス電気炉 ２基

ガラス徐冷炉 １基

グローリーホール １基
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（（ ））金金沢沢湯湯涌涌創創作作のの森森

歴史的建造物と自然環境を生かした創作の場、交流の場、自然体験の場とし

て市民が集う里山の新たな文化活動拠点として、平成 年 月にオープンした。

平成 年３月に歴史的建造物が国の文化財に登録された。

① 施設概要

●創作の場

藍工房、染織工房、版画工房、スクリーン工房

●交流の場

交流研修棟、宿泊棟、ギャラリー

●自然体験の場

散策路、交流広場、三日月広場、展望広場

② 利用状況

年度
染 織 版 画

スクリーン

工 房
研修棟 宿泊 ギャラリー

広場・

視 察 合計人員

人 員 人 員 人 員 人 員 人 員 人 員 人 員 人 員

４

５

６

（（ ））金金沢沢 世世紀紀美美術術館館

「新しい文化の創造」と「新たなまちの賑わいの創出」を目的に、美術館部

門と芸術交流部門からなる参画交流型の美術館を平成 年 月にオープンした。

この美術館は、次の四つの役割を果たす。

ア 世界の同時代の美術表現に市民とともに立ち会う場としての役割

イ 教育、創造、コミュニケーションの場など新たな「まちの広場」として

の役割

ウ 「金沢」の文化が、多様化する今後にどのような可能性を持つのか、問

いかける実験の場としての役割

エ 子どもたちに「見て」「触れて」「体験できる」最適な環境を提供する

役割

文
教
消
防
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① 概 要

位 置 金沢市広坂１丁目２番１号（金沢大学附属小中学校跡地）

敷 地 ㎡

建 物 構 造 鉄筋コンクリート造、鉄骨造 地上１階 地下１階（一部２階）

建 設 年 月 起 工 平成 年４月 竣 工 平成 年６月

オ ー プ ン 平成 年 月９日（土）

建 築 面 積 ㎡ 延 床 面 積 ㎡（美術館本体）

主

な

施

設

内

容

美術館本体

地上１階

展示室 室 、長期インスタレーションルーム、

レクチャーホール、市民ギャラリーＡ １室、 ㎡

キッズスタジオ、託児室、アートライブラリー、

会議室 １室 、カフェレストラン、ミュージアム

ショップ、デザインギャラリー

地上２階 企画準備室

地下１階

市民ギャラリーＢ １室、 ㎡

シアター 席 、メディアラボ、

会議室 ２室 、収蔵庫

プロジェクト棟 プロジェクト工房 プロジェクトルーム、創作交流工房

茶 室 松涛庵、山宇亭

駐 車 場 台 地下１・２階 駐輪場 地上１階

建 設 費 約 億円

〇開館時間・休館日

区分 開館・利用時間 休 館 日

展覧会ゾーン（有料）
午前 時～午後６時

※金・土曜日は午後８時まで 毎週月曜日

※月曜日が休日の場合

はその直後の平日

年末年始

託児室（有料）

アートライブラリー

ミュージアムショップ
午前 時～午後６時 分

※金・土曜日は午後８時 分まで

カフェレストラン
午前 時～午後８時

※団体予約については午後 時まで

交流ゾーン（無料） 午前９時～午後 時

年末年始市民ギャラリー 午前９時～午後 時

シアター ※催し物により異なります

茶 室

一般公開

午前９時～午後５時

※茶会開催日は非公開

毎週月曜日

※月曜日が休日の場合

はその直後の平日

年末年始

－378－



② 利用状況

年度

市 民

ギ ャ ラ

リ ー Ａ

市 民

ギ ャ ラ

リ ー Ｂ

シアター
茶 室

デザイン

ギ ャ ラ

リ ー

特 別 展

コ レ ク

シ ョ ン

展

ア ー ト

ラ イ ブ

ラ リ ー

総入館者数

使用日数

人 員

使用日数

人 員

使用日数

人 員

使用日数

人 員

使用日数

人 員
人 員 人 員 人 員 人 員

４

５

６

（能登半島地震の影響による補修工事のため、令和６年１月２日から同年２月５日

まで全館休館、同年６月 日まで、展覧会ゾーンを臨時休館。）

③ 展覧会事業予定（令和７年度）

積層する時間：この世界を描くこと ４月 日～９月 日

コレクション展１ マテリアル・フィーバー ５月 日～９月 日

ジャネット・カーディフ 声のモテット ５月 日～９月 日

コレクション展２ 文字の可能性 仮 ９月 日～令和８年１月 日

オトボン・ンカンガ（仮） ９月 日～ 月 日

ＳＩＤＥ ＣＯＲＥ 月 日～令和８年３月 日

江康泉 ドラゴンズ・デリュージョン 仮 月 日～令和８年３月 日

ひと、能登、アート。 月 日～令和８年３月１日

コレクション展３ 令和８年１月 日～５月 日

④ 学芸課・交流課合同事業予定（令和７年度）

通年

中学生まるびぃアートスクール ８月～令和８年１月

金沢市内小学４年生全児童招待プログラム「ミュージアム・クルーズ」等

⑤ 地域文化活性化支援事業予定（令和７年度）

トークシリーズ「フォーラム・アール」 年３回

広坂シネマクラブ 通年

芸術交流共催事業＆ 令和８年３月

劇的！バスツアー 夏、秋

⑥ 教育普及・生涯学習基盤整備事業予定（令和６年度）

みんなの美術館 みんなと美術館 年５回

まるびぃ・みらいカフェ 通年

キッズスタジオ・プログラム 等 通年

文
教
消
防
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（（ ））金金沢沢能能楽楽美美術術館館

金沢の伝統芸能である加賀宝生の貴重な美術品その他の能楽に関する美術品

等の収集、保管、及び展示、並びに伝統芸能等の自主的な学習、研修等を行う

場として利用に供することにより、文化の振興に資するため、開館した。

① 概 要

位 置 金沢市広坂１丁目２番 号

建 物 構 造 鉄筋コンクリート造４階建

オ ー プ ン 平成 年 月７日

延 床 面 積 ㎡

主な施設内容

１Ｆ 導入展示室、事務室、クラフト広坂

２Ｆ メイン展示室、クラフト広坂

３Ｆ 研修室、収蔵庫

４Ｆ 機械室

開館時間…… ： ～ ： （入館は ： まで）

休 館 日……毎週月曜日 ＊月曜日が休日の場合はその直後の平日

展示替え期間、年末年始

② 利用状況

年度

個 人

団体 歳以上
減 免

その他
研修室

合計人員一 般
高校生

以 下

人 員 人 員 人 員 人 員 人 員 人 員

４

５

６

③ フロア構成

（１階）導入展示（ ㎡）

・能楽をわかりやすく解説した舞台の再現、模型による能舞台の解説など

・能面製作工程の紹介、「能面・能装束体験コーナー」など

（２階）メイン展示室（ ㎡）

・加賀宝生に伝わる貴重な能装束や能面などを中心に展示

・映像観賞スペース、「能・狂言絵本コーナー」

（３階）研修室（ ㎡）
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・能楽美術館の事業として能面打ち講座や公募能面展、能楽や文学・歴史に

関する講座などを開催

・能楽など伝統芸能等の学習、研修などに貸出

・加賀宝生子ども塾の活動拠点

〇〇博博物物館館等等

（（ ））金金沢沢市市立立中中村村記記念念美美術術館館

沿 革 昭和３年に建設された商家を形どった総檜造りの中村家邸宅を

本多公園に移し、故中村栄俊氏が収集保存していた数多くの逸

品をもとに、昭和 年５月に財団法人中村記念館として開館。

その後、昭和 年７月金沢市が寄贈を受け、金沢市立中村記念

美術館として発足した。美術館は平成元年 月に新築開館し、

旧中村邸は昭和 年４月に金沢市指定保存建物に指定され、茶

室耕雲庵、茶室梅庵とともに茶会や会合等に利用されている。

また、平成 年３月館内リニューアルを行った。

所 在 地 本多町３丁目２番 号

規 模 敷地 ㎡、鉄筋コンクリート２階建瓦葺 延床 ㎡

施 設 内 容 展示室、休憩室、会議室、収蔵庫、旧中村邸、茶室等

主な収蔵品 茶道美術品、古九谷、加賀蒔絵、加賀象嵌など

利 用 状 況 令和６年度 人 一般入館者 人、事業参加者 人

（（ ））金金沢沢市市立立安安江江金金箔箔工工芸芸館館

沿 革 昭和 年５月安江孝明氏が金沢市北安江に私財を投じて展示館

を建設するとともに、同氏が収集保存していた金箔工芸品や製

箔道具類等を同時に展示し一般公開した。その後、昭和 年５

月に財団法人となり、昭和 年６月金沢市が寄贈を受け、金沢

市立安江金箔工芸館として開館した。

平成 年 月に、現在地に移転した。

所 在 地 東山１丁目３番 号

規 模 敷地 ㎡、鉄筋コンクリート４階建 延床 ㎡

施 設 内 容 多目的展示ホール、展示室２室、映像コーナー、研修室等

利 用 状 況 令和６年度 人 一般入館者 人、事業参加者 人

文
教
消
防
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（（ ））金金沢沢くくららししのの博博物物館館

沿 革 建物は旧石川県立金沢第二中学校校舎として明治 年９月に建

てられた。三尖塔の立つモダンな姿が当時のまま現存している。

これを一部改修し、昭和 年６月１日に民俗文化財展示館とし

て開館した。昭和 年３月に金沢市指定文化財、平成 年 月

には石川県指定文化財、平成 年 月には国指定重要文化財に

指定されている。

平成 年４月「金沢市民俗文化財展示館」より名称変更。

また、平成 年 月館内リニューアルを行った。

所 在 地 飛梅町３番 号

規 模 敷地 ㎡、木造２階建瓦葺 延床 ㎡

施 設 内 容 展示室７室、収蔵室４室、休憩室等

主な収蔵品 衣食住をはじめとする生活用具、職人道具や生産・生業の道具

利 用 状 況 令和６年度 人 一般入館者 人、事業参加者

人

（（ ））金金沢沢市市老老舗舗記記念念館館

沿 革 南町にあった老舗・中屋薬舗を現在地に移築したもの。

１階部分は古い店舗の間取りをそのまま保存。２階部分は金沢

の伝統的な婚礼用具や昔ながらの生活用具を紹介する展示施設

となっている。

所 在 地 長町２丁目２番 号

利 用 状 況 令和６年度 人

（（ ））前前田田土土佐佐守守家家資資料料館館

沿 革 加賀藩重臣 前田土佐守家の伝来品を中心コレクションとし、

金沢や加賀藩の歴史を語る資料を展示する博物館。金沢の歴史

と文化を後世に伝えていくとともに、片町～長町を繋ぐにぎわ

いの創出拠点とすることを目的として平成 年 月に開館、平

成 年 月の館内リニューアルを経て現在に至る。豊富な文献

史料に加え、前田利家とまつの次男・利政の甲冑などを展示し、

加賀藩の城下町として栄えた金沢の歴史・文化を今に伝える。

所 在 地 片町２丁目 番 号

規 模 鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 地下１階地上２階建

敷地面積 ㎡、延床面積 ㎡
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施 設 内 容 展示室２室、庭園観賞室、体験コーナー、講義室、事務室、

会議室、収蔵庫

主な収蔵品 織田信長黒印状、豊臣秀吉消息、黒漆塗黒糸威二枚胴具足、

芳春院消息

利 用 状 況 令和６年度 人 一般入館者 人、事業参加者 人

（（ ））金金沢沢ふふるるささとと偉偉人人館館

沿 革 木村栄、鈴木大拙、高峰譲吉、藤岡作太郎、三宅雪嶺の業績な

どを広く紹介する学習館として、平成５年 月に開館。平成

年３月、三度目のリニューアルにより展示内容を充実し、現在

では多くの顕彰する偉人を歴史的背景やテーマ別に業績やその

素顔を紹介している。

所 在 地 下本多町６番丁 番地４

規 模 敷地 ㎡、鉄筋コンクリート３階建 延床 ㎡

施 設 内 容 常設展示室、企画展示室、講座室、収蔵庫、学習コーナー等

利 用 状 況 令和６年度 人 一般入館者 人、事業参加者 人

（（ ））金金沢沢湯湯涌涌夢夢二二館館

沿 革 大正ロマンを代表する画家・竹久夢二がその最愛の女性・笠井

彦乃と幸せな時間を過ごした地・湯涌に、夢二の人間性や彼の

芸術の世界を追求することを目的として、平成 年４月 日に

開館した。夢二関係資料を展示するほか、ミニシアターも視聴

できる。また、平成 年３月館内リニューアルを行った。

所 在 地 湯涌町イ 番地１

規 模 敷地 ㎡、鉄筋コンクリート２階建 延床 ㎡

施 設 内 容 展示室２室、ミニシアター、ショップ等

主な収蔵品 竹久夢二の作品・遺品、周囲の人物との関わりを示す資料等

利 用 状 況 令和６年度 人 一般入館者 人、事業参加者 人

（（ ））泉泉鏡鏡花花記記念念館館

沿 革 文豪泉鏡花の生家跡地に明治から昭和にかけ建築された老舗和

菓子店の木造２階建て母屋と土蔵３棟を平成 年に金沢市が購

入した。それを改修・整備し、泉鏡花の資料等を展示する記念

館として平成 年 月 日に開館。また、平成 年３月館内リ

ニューアルを行った。

文
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所 在 地 下新町２番３号

規 模 敷地 ㎡、木造２階建瓦葺 続き棟土蔵３棟

延床 ㎡

施 設 内 容 展示室３室、講座室、ショップ等

主な収蔵品 鏡花作品の直筆原稿、初版本、直筆の短冊、鏡花の父制作の銀

盃等

利 用 状 況 令和６年度 人 一般入館者 人、事業参加者 人

（（ ））室室生生犀犀星星記記念念館館

沿 革 金沢が生んだ三文豪のひとり、室生犀星に関する資料等を収蔵・

展示する記念館。彼が生涯こよなく愛した犀川のほとりにある

生誕地に、犀星に関する様々な情報を集積・発信する拠点とし

て、平成 年８月１日に開館。また、平成 年３月館内リニュ

ーアルを行った。

所 在 地 千日町３番 号

規 模 敷地 ㎡、鉄筋コンクリート造一部鉄骨造、地下１階地上

２階建、延床面積 ㎡

施 設 内 容 展示室、休憩コーナー、ショップ、研究・会議室、収蔵庫

主な収蔵品 遺品類、初版本、短冊・軸類、直筆原稿・書簡類

利 用 状 況 令和６年度 人 一般入館者 人、事業参加者 人

（（ ））徳徳田田秋秋聲聲記記念念館館

沿 革 金沢が生んだ三文豪のひとり、徳田秋聲を記念・顕彰する文学

館。館の建つ浅野川界隈は秋聲の生家跡にも近く、数々の作品

の舞台ともなっている。秋聲に関する様々な情報を集積し、研

究や情報発信の拠点とするため、平成 年４月７日に開館。ま

た、平成 年３月館内リニューアルを行った。

所 在 地 東山１丁目 番１号

規 模 敷地 ㎡、鉄筋コンクリート２階建、延床面積 ㎡

施 設 内 容 常設展示室、企画展示室、映像コーナー、収蔵庫、会議室等

主な展示内容 光を追うて「秋聲と金沢」、和紙人形シアター、書斎（再現）、

映像コーナー、秋聲作品への賛辞、直筆原稿、秋聲をめぐる

人々

利 用 状 況 令和６年度 人 一般入館者 人、事業参加者 人
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（（ ））金金沢沢蓄蓄音音器器館館

沿 革 故八日市屋浩志氏のコレクションを譲り受け、平成 年７月

日に開館。参加型で楽しめる装置により蓄音器の音のメカニズ

ムを紹介するほか、蓄音器の聴き比べ実演をおこない、実際に

ＳＰ盤を鑑賞することで、深く関心を持てるようにしている。

所 在 地 尾張町２丁目 番 号

規 模 敷地 ㎡、鉄筋コンクリート３階建 延床 ㎡

施 設 内 容 展示室、収蔵庫、多目的ホール、ミュージアムショップ

主な収蔵品 蓄音器、ＳＰレコード等

利 用 状 況 令和６年度 人 一般入館者 人、事業参加者 人

（（ ））金金沢沢文文芸芸館館

沿 革 昭和初期の銀行建築を活用し、新たな文芸活動の拠点として誕

生した施設。五木寛之氏の生原稿を始めとして全著作品及び写

真パネルなどを展示する「金沢五木寛之文庫」や、泉鏡花文学

賞の受賞者のプロフィールが分かるコーナーがある。金沢のゆ

かりの文芸書も読むことができ、講座やイベントなどを通じて

創作活動を支援する。平成 年 月 日に開館した。金沢市指

定保存建造物、国登録有形文化財。

所 在 地 尾張町１丁目７番 号

規 模 敷地 ㎡、鉄筋コンクリート３階建 延床面積 ㎡

施 設 内 容 交流サロン、金沢五木寛之文庫、泉鏡花文学賞コーナー、文芸

フロア

利 用 状 況 令和６年度 人 一般入館者 人、事業参加者 人

（（ ））金金沢沢湯湯涌涌江江戸戸村村

沿 革 江戸時代の加賀藩を中心とした民家を展示公開してきた「旧江

戸村」の閉鎖にともない、平成 年９月 日に農家３棟、武士

住宅１棟、商家２棟、宿場問屋１棟、武家門１棟、総計８棟を

移築、開設した施設。また、平成 年９月に農家１棟を移築、

令和元年９月に武士住宅である旧平尾家を移築、公開した。国

指定重要文化財、石川県指定文化財、金沢市指定文化財を中心

とした歴史的建造物を公開している。

所 在 地 湯涌荒屋町 番地１

規 模 歴史的建造物 棟

文
教
消
防
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施 設 内 容 旧石倉家、旧松下家、旧山川家、旧平家、旧高田家、旧永井家、

旧野本家、旧多賀家表門、旧園田家、旧平尾家

利 用 状 況 令和６年度 人 一般入館者 人、事業参加者 人

（（ ））鈴鈴木木大大拙拙館館

沿 革 金沢が生んだ仏教哲学者・鈴木大拙の考えや足跡を広く国内外

の人々に伝えることにより、大拙についての理解を深めるとと

もに、来館者自らが思索する場として利用することを目的に平

成 年 月 日、生誕地そばに開館した。また、令和６年３月

館内リニューアルを行った。

所 在 地 本多町３丁目４番 号

規 模 鉄筋コンクリート造一部鉄骨造平屋建及び土蔵造２階建

延床面積 ㎡

施 設 内 容 展示空間、学習空間、思索空間

玄関の庭、露地の庭、水鏡の庭

利 用 状 況 令和６年度 人 一般入館者 人、事業参加者 人

（（ ））谷谷口口吉吉郎郎・・吉吉生生記記念念金金沢沢建建築築館館

沿 革 建築とまちづくりをテーマに建築文化の魅力を国内外に発信す

る拠点として令和元年７月 日に開館。敷地は、名誉市民第一

号で文化勲章受章者の建築家・谷口吉郎氏の住居跡。設計は世

界的建築家・谷口吉生氏による。

吉郎氏が設計した日本を代表する和風建築「迎賓館赤坂離宮和

風別館游心亭」の広間と茶室を再現し、常設展示している。

所 在 地 寺町５丁目１番 号

規 模 鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 地上２階地下１階建

敷地 ㎡ 延床面積 ㎡

施 設 内 容 常設展示室（広間、茶室、広縁）、企画展示室、

ミュージアムショップ

利 用 状 況 令和６年度 人 一般入館者 人、事業参加者 人
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〇〇茶茶 室室 等等

））松松 声声 庵庵

概 要 平成 年に金沢市が寄附を受けた旧中林邸に、幕末から明治に

かけて数寄者として知られた金谷三次郎邸の茶室を平成 年に

移築し、旧中林邸とあわせ茶会をはじめ、謡、舞踊、生け花、

句会などに利用できる。

所 在 地 高岡町 －

規 模 敷地面積 ㎡、建物 木造瓦葺２階建 約 ㎡

））耕耕 雲雲 庵庵

概 要 粟崎町に加賀藩時代の材木商、木谷藤右衛門が江戸末期に京都

数寄屋大工に建てさせたと言われ、大正から昭和にかけて高岡

町、清川町、寺町へと数寄者の手に渡ってきた茶室で、旧中村

邸とあわせて茶会が楽しめる茶室である。

所 在 地 本多町３丁目２－

規 模 敷地 本多公園内、建物 木造瓦葺平屋建 約 ㎡

））旧旧高高峰峰家家・・旧旧検検事事正正官官舎舎（（黒黒門門前前緑緑地地内内））

概 要 湯涌町「旧江戸村」に移築保存されていた郷土の偉人高峰譲吉

博士の居宅の一部と、旧検事正官舎を一体にしたもので、さら

に建物周辺を公園として整備し常時市民が憩いの場として利用

できる施設である。

所 在 地 丸の内５－

規 模 敷地 ㎡、建物 木造瓦葺平屋建 ㎡

））旧旧園園邸邸・・松松向向庵庵

概 要 大正 年頃、羽二重商の本郷氏が、各部屋が茶事に使えるよう

に露地ともども表千家家元の指導を受けて、近代和風住宅とし

て建築した。その後、園酉四郎氏が取得し住まいとしていたが、

夫妻の死後、その遺志により平成４年に金沢市へ寄贈された。

平成６年に金沢市指定文化財に指定された。

所 在 地 西町３番丁 －７

規 模 敷地 ㎡、建物 ㎡

文
教
消
防
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２ 公益財団法人金沢芸術創造財団

金沢市が設置する公共ホールの効率的な運営と利用者に対するサービス向上を

図るとともに、芸術・文化に関する事業を積極的に企画実施し、市民の生涯にわ

たる芸術・文化の土壌を醸成することにより、金沢市の芸術・文化の振興に寄与

することを目的に、金沢市から基本財産の出捐を受け、平成５年 月８日に（財）

金沢市公共ホール運営財団が創立。平成８年 月からは金沢市民芸術村を組織に

加える。平成 年４月に金沢市行政改革大綱に基づき、芸術・文化のさらなる発

展のため、（財）金沢卯辰山工芸工房との統合を行い、「（財）金沢市文化創造

財団」として組織を変更。また、金沢の新しい芸術文化の創造を担うため、平成

年４月から「（財）金沢芸術創造財団」と改称し、平成 年４月から公益法人

移行により「（公財）金沢芸術創造財団」に改称した。

事業の概要

① 芸術文化の創造に関する事業の企画実施

② 市民が行う芸術文化活動に対する助言・指導

③ 芸術文化関係施設の管理運営

３ 公益財団法人金沢文化振興財団

金沢市が有する伝統文化の継承と振興を図るため、金沢市から基本財産

万円の出捐を受け、昭和 年７月に（財）金沢市文化財保存財団を設立。平成

年 月から「（財）金沢市文化保存財団」に、平成 年４月から「（財）金沢文

化振興財団」に名称変更。平成 年４月から公益法人移行により、「（公財）金

沢文化振興財団」に改称した。

事業の概要

① 金沢市指定文化財寺島蔵人邸の公開、管理運営事業

② 中村記念美術館、安江金箔工芸館、金沢くらしの博物館、金沢市老舗記

念館、前田土佐守家資料館、金沢ふるさと偉人館、金沢湯涌夢二館、泉鏡

花記念館、室生犀星記念館、徳田秋聲記念館、金沢蓄音器館、金沢文芸館、

金沢湯涌江戸村、鈴木大拙館、谷口吉郎・吉生記念金沢建築館の管理運営

業務

③ 茶室等の管理運営業務（松声庵、耕雲庵、旧高峰家・旧検事正官舎、旧

園邸・松向庵）
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４ 文化財保護

１１ 金金沢沢市市のの文文化化財財等等

２２ 文文化化財財のの保保護護とと助助成成

歴史文化遺産の保存・継承のため文化財や保存対象物の指定を図りその保存

に助成する。また、伝統芸能の後継者を養成するため奨励金等を交付する。

（（ ））審審査査のの機機関関

文化財保護審議会、伝統的建造物群保存地区保存審議会、景観審議会保存

建物部会による調査、審議

（（ ））指指定定文文化化財財、、伝伝統統的的建建造造物物群群保保存存地地区区、、指指定定保保存存対対象象物物へへのの助助成成

保存修理等が必要な指定文化財等に対して助成を行う。

令和７年５月１日時点

国指定 県指定 市指定 合　計 備　　　　　考

旧園邸等

絹本著色前田利家・同夫人画像等

木造仏涅槃像等

鋳造三具足等

高山右近自筆書状等

中屋サワ遺跡出土品等

本興寺文書等

寺島蔵人邸関係資料等

銅鑼等

加賀宝生等

粟崎八幡神社奉納絵馬額面等

ジョンカラ節、山王悪魔払等

古府縄文遺跡等

心蓮社庭園等

動 植 物 大野湊神社社叢等

地質鉱物 山科の大桑層化石産地と甌穴

加賀纏製作等

金沢の文化的景観 城下町の伝統と文化

東山ひがし重要伝統的建造物群保存地区等

有形文化財 金沢市立玉川図書館別館等

有形民俗文化財 金沢の売薬製造・販売用具

記　念　物

本願寺金沢別院山門

大屋家等

俵屋等

本岡家住宅等

西家等

旧ウィン館等

旧石川県警察本部長公舎

近代洋風建築

和洋２館型建築

合　　　　　計

寺　　　　　院

武　士　住　宅

町　　　　　家

農　家　住　宅

近代和風建築

指
定
保
存

対
象
物
等

指　定　別

有形文化財

無形文化財

民俗文化財

記　念　物
天
　
然

記
念
物

建 造 物

絵　　画

彫　　刻

工 芸 品

書跡・典籍

考古資料

古 文 書

歴史資料

文
　
　
　
化
　
　
　
財

工芸技術

芸　　能

有　　形

無　　形

史　　跡

名　　勝

選　定　保　存　技　術

重　要　文　化　的　景　観

重要伝統的建造物群保存地区

合計

国登録文化財

文
教
消
防
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（（ ））伝伝統統芸芸能能奨奨励励

能、狂言及び素囃子の伝習者、民俗芸能の伝習団体に奨励金を交付する。

３３ 文文化化財財のの調調査査・・記記録録

埋蔵文化財の発掘調査

南新保遺跡群、金沢城下町遺跡等の発掘調査及び記録保存を行う。

歴史文化遺産詳細調査

歴史文化遺産について、文化財指定・登録に向けた詳細調査を行う。

４４ 文文化化財財のの活活用用推推進進

歴史遺産探訪月間を設定し、文化財の積極的な公開・活用を図る。

５５ 史史跡跡整整備備等等

加賀藩主前田家墓所、加越国境城跡群及び道等の史跡整備を実施。

６６ 埋埋蔵蔵文文化化財財セセンンタターー

沿 革 埋蔵文化財の保護・活用を図るため、平成９年４月開館。平成

年 月には、館内に「縄文ワールド」を開設し、勾玉作りな

どの縄文体験や出土柱根の展示、環状木柱列を再現した空間や

映像で縄文時代の世界を体感できる施設となった。

所 在 地 上安原南 番地

規 模 鉄筋コンクリート造２階建 延床面積 ㎡

主な展示品 中屋サワ遺跡出土の漆器・土器、テーマ展示ほか映像紹介

利 用 状 況 令和６年度 人

７７ 金金沢沢市市新新保保本本町町埋埋蔵蔵文文化化財財収収蔵蔵庫庫

沿 革 全国的に注目された巨大な木柱構造物など多量の遺物が出土し

た縄文時代後・晩期の新保本町チカモリ遺跡を中心に、金沢市

内の各遺跡より出土した遺物を収蔵・展示するため昭和 年３

月に開設。同年７月より一般公開している。

所 在 地 新保本５丁目 番地

規 模 鉄筋コンクリート造２階建 延床面積 ㎡

施 設 内 容 収蔵室兼展示室２室 うち木柱根保存用水槽１室 展示ホール等

主な収蔵品 チカモリ遺跡出土木柱根・木製品ほか市内遺跡出土品等

利 用 状 況 令和６年度 人
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５ 歴史的建造物整備

１１ 伝伝統統的的建建造造物物群群保保存存地地区区のの保保存存整整備備

文化財保護法に基づき、商家町、門前町、宿場町など各地に残る歴史的な集

落・町並みについて、その伝統的建造物群とそれらと一体をなしてその価値を形

成している環境を保存するため市町村が定める地区。このうち国が選定するもの

が重要伝統的建造物群保存地区。平成 年５月に「東山ひがし」（同年 月 日

付で重要伝統的建造物群保存地区選定）、平成 年４月に「主計町」（平成 年

６月９日付で重要伝統的建造物群保存地区選定）、平成 年４月に「卯辰山麓」

（同年 月 日付で重要伝統的建造物群保存地区選定）、平成 年４月に「寺町

台」（同年 月 日付で重要伝統的建造物群保存地区選定）の４地区が選定され

ており、それぞれ当該保存地区ごとに定められている保存計画に従い、保存整備

を進めている。

（（ ））保保存存地地区区のの概概要要

地区名称 所在地 面積 建物数
伝統的建造物

環境物件
建築物 工作物

東山ひがし地区 東山１丁目の一部 約 棟 件 件 件

主 計 町 地 区 主計町の一部 約 棟 件 件 件

卯辰山麓地区 東山１丁目、東山２丁目、

観音町１丁目、観音町２丁

目、観音町３丁目、山の上

町、子来町及び鶯町の各一

部

約 棟 件 件 件

寺 町 台 地 区 野町１丁目、野町３丁目、

弥生１丁目、寺町３丁目、

寺町４丁目及び寺町５丁目

の各一部

約 棟 件 件 件

（（ ））助助成成制制度度

事 業 の 種 類 対 象 事 業 補助率 限度額 ６年度実績 累計

伝統的

建造物

建築物

外観、屋根及び主要構造物の修理工事 ％ 万円 件 件

建 建 築 物 の 構 造 補 強 工 事 ％ 万円 件 件

格 子 の 修 理 工 事 ％ 件 件

防 災 設 備 の 整 備 工 事 ％ 件 件

造 工作物 特 定 物 件 の 修 理 工 事 ％ 件 件

一 般

建造物

建築物

外 観 、 屋 根 の 修 景 工 事 ％ 万円 件 件

格 子 の 修 景 工 事 ％ 件 件

物 防 災 設 備 の 整 備 工 事 ％ 件 件

工作物 板 塀 、 門 等 の 修 景 工 事 ％ 件 件

文
教
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事 業 の 種 類 対 象 事 業 補助率 限度額 ６年度実績 累計

管理 建築物及び工作物 病虫害 シロアリ等 の防除処理 ％ 万円 件 件

環境 特定されたもの 復旧、管理 樹木の剪定、病虫害防除等 ％ 件 件

物件 上記以外のもの 生 垣 及 び 空 地 の 修 景 ％ 件 件

そ 団 体 活 動 ％ 万円 件 件

の 駐車場借上費東山ひがし及び主計町のみ。地区外での借上各戸１台 ％ 月５千円 件 件

他 空 家 借 上 げ 居 住 の 借 上 費 最 初 の １ 年 ％ 万円 件 件

２２ 金金沢沢職職人人大大学学校校

金沢に残る伝統的で高度な職人の技の伝承と後継者の育成を図るため、金沢職

人大学校において、中堅職人を対象とした研修を実施している。本科及び歴史的

建造物の修理、復元を手掛ける人材の育成を目指す修復専攻科が設置されている。

開 校 平成８年 月

① 本 科 名

・研修生定員 石工 、瓦 、左官 、造園 、大工 、畳 、

建具 、板金 、表具

・修 学 期 間 ３年間（原則として月４回）

・入 学 資 格 基本的技能を習得している者で、 歳～ 歳の者のうち、

継続して自主的に研修する意欲のある者

各業種組合の推薦を受けた者

② 修復専攻科 名程度

・修 学 期 間 ３年間（原則として月４回）

・入 学 資 格 本科修了生及び本科講師等で継続して自主的に研修する

意欲のある者

設計士・金沢市職員・教員で継続して研修を希望する者

各業種団体の推薦を受けた者
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６ 用水・まちなみ保全

１１ 用用水水保保全全事事業業

（（ ））用用水水保保全全条条例例

藩政時代から金沢のまちを網の目のように流れ、四季折々の風景を映し出し、

市民生活にさまざまな恵みをもたらしてきた用水を、市民とともに保全するこ

とにより、潤いとやすらぎにあふれる本市固有の用水環境をはぐくみ、貴重な

財産として後代に継承するため、平成８年４月に「金沢市用水保全条例」を制

定した。

【条例の主な内容】

・「保全用水の指定」

・保全用水ごとの保全基準の策定

・保全基準に適合しない行為に対する助言・指導・勧告の実施

・「金沢市用水保全審議会」の設置

【保全用水】

辰巳用水、鞍月用水、大野庄用水、泉用水、中村高畠用水、寺津用水、

長坂用水、金浦用水、旭用水、小橋用水、中島用水、九人橋川、源太郎川、

母衣町川、勘太郎川、小坂用水、樋俣用水、大桑用水、沼田川、雀谷川、

河原市用水

（（ ））用用水水景景観観整整備備事事業業

年 度 実 施 箇 所 延 長 事 業 費

元

２

３

４

５

６

鞍月用水（遊歩道整備）ほか

泉用水（遊歩道整備）ほか

保全用水開渠化可能性調査ほか

鞍月用水

－

－

泉用水

大野庄用水（護岸整備）ほか

高岡町排水路（辰巳用水）

辰巳用水

〃

〃

高岡町排水路（辰巳用水）

〃

ｍ

－

－

－

－

－

千円

文
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（（ ））用用水水・・惣惣構構堀堀再再発発見見事事業業

年 度 実 施 箇 所 事 業 費

由緒書設置工事（勝尾橋）ほか

〃 （辰巳用水）

〃 （西外惣構）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

千円

（（ ））歴歴史史的的用用水水復復元元整整備備事事業業

年 度 実 施 箇 所 事 業 費

西内惣構（主計町緑水苑）、西外惣構（升形）

東内惣構（尾張町）、西外惣構（升形）

東内惣構（尾張町）、西外惣構（升形）

東内惣構（尾張町）

東内惣構（尾張町）

西外惣構（升形）

西外惣構（升形）

西外惣構（升形）

千円

（（ ））用用水水ののままちち金金沢沢魅魅力力発発信信事事業業

ドローン等の新しい技術を用いた用水魅力発信のための動画制作

令和６年度 大野庄用水、鞍月用水の動画の制作・公開
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２２ ここままちちななみみ保保存存

（（ ））ここままちちななみみ保保存存条条例例

旧市街地の各所に残る歴史的な特色をもつ「ちょっとした良い町並み」を

「こまちなみ」として守り、育て、その雰囲気を生かした風格あるまちづくり

を推進するため、平成６年４月に「金沢市こまちなみ保存条例」を施行した。

【条例の主な内容】

・「こまちなみ保存区域」の指定

・区域ごとの保存基準の策定

・保存建造物の登録及び保存契約の締結

・区域内の建築物の修復や住民の保存活動に対する援助

・「金沢市こまちなみ保存委員会」の設置

（（ ））ここままちちななみみ保保存存区区域域

区 域 名 面積 指定年月 摘 要

里 見 町 区 域 平成７年４月 武士系

旧 新 町 区 域 平成７年４月 町家系

大 野 町 区 域 平成８年５月 町家系

水 溜 町 区 域 平成９年６月 武士系

旧 天 神 町 区 域 平成 年１月 町家系

旧 御 歩 町 区 域 平成 年６月 武士系

旧 蛤 坂 町 区 域 平成 年２月 町家系

旧彦三一番丁・母衣町区域 平成 年６月 武士系

金 石 区 域 平成 年４月 町家系

（（ ））ここままちちななみみ保保存存建建造造物物のの登登録録

こまちなみ保存区域の指定に伴い、その区域の保存、育成にとって特に重要

な建造物の保存を図るため、順次登録を進めている。

（令和６年度 登録件数累計 件 保存契約件数累計 ４件）
文
教
消
防
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（（ ））助助成成制制度度（（ここままちちななみみ保保存存条条例例））

事 業 名 開始年度 内容（補助率、限度額） ６年度実績 累 計

建 築 物

修 景 事 業

平 成

６年度

建築物の新築、改築、修繕等

に伴う外観修景・内部改修工

事等の補助

％、 千円限度

修繕、修景等に伴う設計費の

補助 ％、 千円限度

工事 件

設計 件

工事 件

設計 件

保存建造物

修 復 事 業

平 成

６年度

外観修繕・内部改修工事等の

補助

％、 千円限度

保存契約を締結したもの

千円限度

件 件

外 構

修 景 事 業

平 成

６年度

土塀の修繕、整備工事の補助

％、 千円限度

板塀、竹垣、生垣類の修復、

整備工事の補助

％、 千円限度

門の修復、整備工事の補助

％、 千円限度

土塀 件

板塀等 件

門 件

土塀 件

板塀等 件

門 件

格 子 戸

修 復 事 業

平 成

６年度

格子戸修復

％、指定単価以内
件 件

防 災 施 設

整 備 事 業

平 成

６年度

防災施設の整備工事の補助

％、 千円以内
件 件

防 災 構 造

整 備 事 業

平 成

８年度

防災構造の補強工事の補助

％、 千円以内
件 件

保存団体の

育 成 事 業

平 成

年度

こまちなみ活用のための住民

団体の活動費の補助

年間 千円限度

件 件

ま ち な み

修 復 事 業

大野町 丁目上地区

令 和

３年度

本市が認定したまちなみ保存

協定地区内での工事の上乗せ

補助 ％、 千円限度

件 件
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３３ 寺寺社社風風景景のの保保全全

寺社風景保全条例（略称）

古くから市民に親しまれ、市民の憩いとやすらぎの生活空間を創出してきた寺

社等の建造物及びこれらと調和した周囲の緑が一体をなして醸し出している金沢

の伝統的なたたずまいを残す風景（寺社風景）を、市民とともに保全することに

より、金沢の個性をさらに磨き高めるとともに、歴史的文化資産として後代に継

承することを目的として、平成 年４月に「金沢の歴史的文化資産である寺社等

の風景の保全に関する条例」を施行した。平成 年 月、寺社風景保全区域及び

保全基準を告示した。

寺町寺院群区域 約 小立野寺院群区域 約

【基本方針】

・歴史的文化資産の継承 ・緑の保全

・伝統的まちなみ景観の保全 ・憩い空間の創出

４４ 伝伝統統的的寺寺社社建建造造物物のの修修復復

寺社風景保全区域内等の寺社に対し従来の土塀、山門等の工作物に加え、建物

本体（外観等）の修理を一体的に支援し、歴史的文化資産として保存、継承を図

るため平成 年度に創設

【助成制度】

事 業 名 開始年度 内 容（補助率） ６年度実績 累 計

伝 統 的 寺 社

建造物修復事業
年度

寺社風景保全区域

（ ％・ ％）

上記以外の区域（ ％）

件

件

件

件

５５ 金金澤澤町町家家のの継継承承・・活活用用

金沢の伝統的町並みを形成する重要な歴史資産である「金澤町家」について、

金澤町家再生活用事業による修理補助や金澤町家情報バンクの運用、ＮＰＯ団体

との協働によるイベント等を通じた情報発信等を行い、その継承・活用を推進し

ている。

【助成制度】

事 業 名 開始年度 内 容（補助率） ６年度実績 累 計

金澤町家再生

活 用 事 業

年度

宿泊：

Ｒ元年度

建築物の外部修復・内部改

修工事等の補助（ ％）

住宅 件

店舗 件

宿泊 件

住宅 件

店舗 件

宿泊 件

文
教
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７ スポーツ振興

１１ 令令和和７７年年度度ススポポーーツツ文文化化推推進進施施策策

スポーツに親しむ機会の提供等

・金沢スタジアムを活用し、世界記録へ挑戦するイベントの開催

・運動部活動地域移行に向けたモデル事業の実施

・第 回金沢ウォークを能登復興支援大会として開催

・かなざわスポーツフェスティバルの開催

・児童スポーツクラブや公民館が実施する地域スポーツ振興事業の支援

・共生社会バリアフリーシンポジウムの開催

・パラスポーツ活動の支援

・陸上競技場 周年記念イベントの開催

スポーツを通じた地域の活性化

・金沢マラソン （第 回大会）の開催

・ホームタウンチームと市民の交流促進

・スポーツ交流活動の推進

・各種市民スポーツ大会の開催

・金沢文化スポーツコミッションによる文化スポーツイベント、競技大会

及び学生の合宿誘致

スポーツ選手の育成等

・選手、指導者のセカンドキャリア等への支援

・第 回全日本大学選抜相撲金沢大会

・第 回全国高等学校ウエイトリフティング競技選抜大会

・松本薫杯第 回金沢少年少女柔道大会

推進協議会

市、事業者及びスポーツ関係団体等からなる協議会によるスポーツを通

じた交流を促進。

環境の整備等

・戸室スポーツ広場整備事業

・専光寺ソフトボール場整備事業

・森本運動広場整備事業

・総合体育館整備事業

・陸上競技場整備事業

・スポーツ文化広域連携推進事業
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表 彰

スポーツの競技会で顕著な成果を収めた者及びスポーツ文化の推進に著

しく貢献した者を表彰する。

２２ 公公財財 金金沢沢市市ススポポーーツツ事事業業団団

体育・スポーツの普及振興を図り、体育施設を広く市民の利用に供するた

め昭和 年９月に「金沢市スポーツ施設管理事業団」として設立。

平成 年３月に「金沢市スポーツ事業団」に名称変更。

平成 年４月に公益財団法人へ移行

緑の豊かな環境とスポーツによる質の高い健康を推進し、市民のゆとりと

潤いのある生活の創造をめざすため、令和４年４月に公益財団法人金沢まち

づくり財団と合併。

事事業業概概要要

金沢市体育施設指定管理事業、スポーツ推進事業、緑化推進事業 等

文
教
消
防
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３３ 金金沢沢市市営営体体育育施施設設一一覧覧表表

６ 年 度

利用者数

総 合 体 育 館 昭60．３ 鉄骨鉄筋コンクリート造３階建　延床12,860㎡

第１、第２、第３競技場　観覧席計 2,312席

中 央 市 民 体 育 館 平２．３ 鉄筋コンクリート一部鉄骨造３階建　延床 5,243㎡

城 南 市 民 体 育 館 昭47．２ 鉄骨鉄筋コンクリート造平屋建　延床 995㎡

城 東 市 民 体 育 館 平４．10 鉄筋コンクリート造一部２階建　延床 1,500㎡

城 北 市 民 体 育 館 昭45．12 鉄骨鉄筋コンクリート造平屋建　延床 991㎡

城 西 市 民 体 育 館 昭52．３ 鉄骨鉄筋コンクリート造平屋建　延床 1,197㎡

森 本 市 民 体 育 館 昭53．３ 鉄骨鉄筋コンクリート造平屋建　延床 1,197㎡

浅 野 川 市 民 体 育 館 昭60．３ 鉄骨鉄筋コンクリート造平屋建　延床 1,212㎡

額 谷 ふ れ あ い 体 育 館 平６．４ 鉄骨鉄筋コンクリート造一部２階建　延床 2,329㎡

西 部 市 民 体 育 会 館 昭55．９ 鉄筋コンクリート造３階建　延床 3,160㎡ 体育館

体育館、温水プール（25ｍ、幼児用） プール

鳴 和 台 市 民 体 育 会 館 平11．５ 鉄筋コンクリート造（一部鉄骨鉄筋コンクリート造） 体育館

延床面積 4,193㎡、体育館、温水プール（25ｍ、幼児用） プール

城 北 市 民 テ ニ ス コ ー ト 平13．４ 照明施設付全天候型砂入り人工芝コート12面

練習用（壁打ち）コート２面

城 東 テ ニ ス コ ー ト 平４．10 照明施設付全天候型砂入り人工芝コート２面

東 金 沢 ス ポ ー ツ 広 場 昭62．３ 照明施設付全天候型砂入り人工芝コート５面・スケートボ

ード場、コンクリートスタンド約 700人収容

西 金 沢 テ ニ ス コ ー ト 平３．３ 照明施設付全天候型砂入り人工芝コート４面

大 徳 テ ニ ス コ ー ト 平５．７ 照明施設付全天候型砂入り人工芝コート４面

大 桑 運 動 広 場 昭56．10 敷地15,417㎡、野球場１面、ソフトボール場１面

バックネット２基、サッカー１面

西 金 沢 少 年 運 動 広 場 昭54．10 敷地 3,307㎡　多目的芝生広場

田 上 運 動 広 場 昭55．12 敷地 8,176㎡　ソフトボール場１面、ゲートボール

額 谷 運 動 広 場 昭57．11 敷地10,751㎡　ソフトボール場１面、ミニサッカー１面

久 安 運 動 広 場 昭63．９ 敷地 9,115㎡　ソフトボール場２面、バックネット２基

医 王 山 運 動 広 場 平13．４ 敷地9,330㎡　運動広場　ソフトボール場　200ｍトラック

100ｍ直走路、屋外炊飯場

伏 見 川 ス ポ ー ツ 公 園 平９．３ 敷地104,000㎡　ソフトボール場１面、少年サッカー場、

芝生広場

森 本 こ ど も グ ラ ウ ン ド 平10．４ 敷地11,213㎡　グラウンド　少年野球場　幼児用広場

施    設    名 竣工年月 施　　　設　　　概　　　要
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６ 年 度

利用者数

加賀 朝日 町グ ラウ ンド ゴル フ場 平11．７ 敷地 3,893㎡　グラウンドゴルフ場16ホール

鞍 月 広 場 平11．10 敷地17,293㎡　グラウンド　ラグビーポール常設

法 光 寺 運 動 広 場 平15．３ 敷地10,240㎡　ゲートボール場２面

多目的広場（ゲートボール場１面設置可）　複合遊具

球 技 場 昭47．11 敷地18,364㎡　人工芝　ラグビー１面、サッカー１面、

コンクリートスタンド 3,192人収容

金 沢 ス タ ジ ア ム 令６．２ 鉄筋コンクリート造及び鉄骨造（一部鉄骨鉄筋コンクリート造）

地上４階建　天然芝フィールド　延床18,858.96㎡　10,444人収容

市 民 サ ッ カ ー 場 平３．４ 敷地12,000㎡　全面芝舗装、観覧席 3,010人収容

陸 上 競 技 場 大14．10 平３．３全面改修　第２種全天候舗装トラック

夜間照明、スタンド 4,610人収容

市 民 野 球 場 平２．８ 人工芝　中堅 122ｍ、両翼99.1ｍ　照明設備６基

内野スタンド 7,000席、外野スタンド 3,000人収容

湊 野 球 場 昭53．４ 敷地20,300㎡　野球場１面、バックネット１基

湊 運 動 公 園 昭53．４ 敷地15,122㎡　ソフトボール場１面、バックネット１基

西 部 市 民 憩 い の 家 昭55．３ 鉄骨鉄筋コンクリート造２階建　延床 833㎡

専 光 寺 ソ フ ト ボ ー ル 場 昭58．12 敷地39,929㎡　公式ソフトボール場４面

　　　　　　　（うち夜間照明付１面）

医 王 山 ス キ ー 場 昭59．12 敷地 101,000㎡　ファミリーリフト（241ｍ）１基

昭61．12 　　　　　　　　ペアリフト（420ｍ）１基

内 川 ス ポ ー ツ 広 場 平12．４ 敷地 80,000㎡　少年野球場２面（うち照明施設付１面）

遊びの広場、いこいの広場、健康の広場、レストハウス

安 原 ス ポ ー ツ 広 場 平14．10 敷地44,400㎡　野球場　中堅116ｍ　両翼91ｍ

多目的グラウンド　全面芝舗装70ｍ×144ｍ

多目的室　131㎡　室内練習場　２棟　603㎡　363㎡

戸 室 ス ポ ー ツ 広 場 平15．４ 敷地　約77,000㎡

　　芝生広場　約9,000㎡　マレットゴルフ場18ホール

　　少年野球場　１面　　 市民農園　大型斜面遊具

金 沢 テ ク ノ パ ー ク 運 動 広場 平16．４ 敷地23,500㎡　多目的グラウンド、多目的芝生広場、

テニスコート１面

こな ん水 辺グ ラウ ンド ゴル フ場 平22．５ 敷地4,807㎡　四阿１棟、芝生広場

本田圭佑クライフコート 平23．８ 敷地12,504㎡　クライフコート、サブグラウンド

※令３．５～休止中

ジュニアスポーツコート 平25．３ 敷地6,000㎡　人工芝コート

※令３．５～休止中

伏 見 川 グ ラ ウ ン ド 平27．３ 敷地7,800㎡　ソフトボール場１面

ス ポ ー ツ 交 流 広 場 平27．９ 敷地11,390㎡　人工芝コート、夜間照明設備

金 沢 プ ー ル 平29．４ 鉄筋コンクリート造（一部鉄骨鉄筋コンクリート造）

延床14,090㎡、温水プール（50ｍ、25ｍ、飛び込みプール）

屋 内 交 流 広 場 平31．４ 鉄骨造地上３階建

延床2,793㎡、多目的ゾーン、親子アスレチックゾーン

施    設    名 竣工年月 施　　　設　　　概　　　要
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８ 防 犯 対 策

街路灯設置

地域の町会等の代表者からの要望に基づき、夜間における犯罪等の発生の

恐れのある箇所に街路灯を設置する。

・取り付け場所が原則として市道であること。

・既設の電柱があり、容易に設置できること。

・原則として、既設の街路灯から ｍ以上離れていること。

（町会の世帯数の区分に応じ１～ 灯）

令和６年度 設置実績 新設 灯

公衆街路灯電気料金等補助

夜間における犯罪を防止し、公衆の通行安全を図ることを目的として、町

会等が負担した前年度の公衆街路灯電気料金の ％以内の額及び修繕費の一

部を補助

令和６年度 補助実績 件 千円

片町地区防犯ビデオカメラシステム運用管理

平成 年 月 日に稼働した同システム（平成 年度更新）を維持管理す

る。運用は協定に基づき、石川県警察が行う。モニター装置や録画装置等は

金沢中警察署内に設置されている。

・ビデオカメラ設置台数 箇所 台

・画像は常時記録され、１週間で上書き消去される。

生活安全推進事業補助

地域における不安、危険、脅威等の事象に対し、校下等の地域ぐるみで防

犯等のコミュニティ活動を実施する場合の経費に対し助成

（令和６年度実績 ５団体 千円）
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９ 総合防災対策

１１ 被被災災地地区区のの迅迅速速なな復復旧旧のの推推進進

能登半島地震による液状化によって大きな被害を受けた粟崎地区において、

移動した土地境界の確認や住まいの再建支援に迅速かつきめ細やかに対応する

ため、ものづくり会館に現地相談窓口を開設するとともに、液状化対策の実施

設計を進め、本格復旧に向けた取組を加速

２２ 地地域域防防災災計計画画のの改改定定

能登半島地震課題検証会議及び石川県による地震被害想定見直し結果を踏ま

え、第２次の地域防災計画及び防災備蓄計画を改定するとともに、帰宅困難

者・観光客対応マニュアルを策定

３３ 危危機機管管理理セセンンタターーのの活活用用

防災情報システムを備えた危機管理センターを使用した防災訓練等の実施

４４ 地地区区防防災災計計画画策策定定のの推推進進

地区防災計画の策定推進に向け、自主防災組織への説明助言を行い、各校

下・地区での策定を支援

５５ 情情報報収収集集伝伝達達体体制制のの整整備備

水害や土砂災害に備え、避難情報の発令基準や情報伝達の対応マニュアルに

よる的確な運用

同報防災無線の整備

同報防災無線のデジタル化と屋外拡声子局、戸別受信機により、災害情報

伝達体制の強化を図る。

令和元年度に新型操作卓装置を改修

基地局（本庁舎） １局

中継局（医王山） １局

屋外拡声子局 局

戸別受信機 台

衛星電話の整備

指定避難所や危機管理センターに衛星電話を整備
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６６ 協協力力応応援援体体制制のの構構築築

自治体間災害時相互応援協定の締結状況

協 定 名 締 結 年 月 日 締 結 市

中核市災害時相互応援

に関する協定

平成８年 月 日 宇都宮市、富山市、岐阜市、

姫路市、鹿児島市

平成９年 月 日 追加 秋田市、郡山市、和歌山市、

長崎市、大分市

平成 年６月 日 追加 豊田市、福山市、高知市、

宮崎市

平成 年５月 日 追加 いわき市、長野市、豊橋市、

高松市

平成 年４月 日 追加 旭川市、松山市

平成 年７月 日 追加 横須賀市

平成 年８月２日 追加 奈良市、倉敷市

平成 年９月１日 追加 川越市、岡崎市、高槻市、

船橋市

平成 年９月１日 追加 東大阪市

平成 年１月 日 追加 函館市、下関市

平成 年 月 日 追加 青森市

平成 年 月 日 追加 柏市、久留米市、盛岡市、

西宮市

平成 年９月１日 追加 前橋市、大津市、尼崎市

平成 年４月１日 追加 高崎市

平成 年４月１日 追加 豊中市

平成 年４月１日 追加 那覇市

平成 年４月１日 追加 枚方市

平成 年４月１日 追加 八王子市、越谷市

平成 年４月１日 追加 佐世保市、呉市

平成 年１月１日 追加 八戸市

平成 年４月１日 追加 福島市、川口市、八尾市、

明石市、鳥取市、松江市

平成 年４月１日 追加 山形市、福井市、甲府市、

寝屋川市

令和２年４月１日 追加 水戸市、吹田市

令和３年４月１日 追加 松本市、一宮市

金沢市・小矢部市災害

時相互応援協定

昭和 年８月 日

平成 年 月８日 再締結

小矢部市
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協 定 名 締 結 年 月 日 締 結 市

北陸３都市災害時相互

応援協定

平成７年８月７日 富山市、福井市

石川県内市災害時相互

応援協定

平成７年９月６日

平成 年８月 日 再締結

平成 年１月 日 再締結

珠洲市、輪島市、七尾市、

羽咋市、小松市、加賀市、

かほく市、白山市、

能美市、野々市市

金沢市・高岡市災害時

相互応援協定

平成７年９月６日 高岡市

静岡市・金沢市災害時

相互応援に関する協定

平成８年５月 日 静岡市

金沢市・内灘町災害相

互応援協定

平成 年８月 日 内灘町

金沢市・津幡町災害時

相互応援協定

平成 年１月 日 津幡町

金沢市・南砺市災害時

相互応援協定

平成 年２月８日 南砺市

金沢市・砺波市災害時

相互応援協定

平成 年２月８日 砺波市

金沢市・板橋区災害時

相互応援協定

令和６年２月９日 板橋区

民間各種団体や事業者との災害時協力協定の締結状況

・締 結 日 当初平成９年１月 日に 団体と締結後、随時締結

・締 結 数 団体・事業者

・活動分野 ① 医療救護活動

② 救出・交通確保、応急土木活動

③ 救出・水道・ガス・下水道等応急土木活動

④ 建築物・住宅対策活動

⑤ 食料・生活必需品物資供給活動

⑥ 緊急輸送活動

⑦ 緊急車両等燃料供給活動

⑧ 生鮮食料品等供給

⑨ 廃棄物処理活動

⑩ 緊急放送

⑪ 帰宅困難者対策

⑫ 生活再建相談

⑬ 避難所用簡易間仕切り等の供給
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かなざわ災害時等協力事業所登録制度

地域防災力の向上を目的に事前登録している事業所が災害時にボランティ

アとして地域に貢献する制度

平成 年８月１日創設

令和７年３月 日現在 事業所 カ所

７７ 地地域域防防災災力力のの強強化化

市民防災訓練の実施

地域の自主防災組織が主体となった市民防災訓練を毎年実施

令和７年度 諸江地区、戸板校下、湖南地区

コミュニティ防災士の育成及び連絡組織の設立

各地域の防災訓練（実働・図上）の実行の中心となり、地域住民の自助・

共助の知識の普及を目指すことを目的として、平成 年度から毎年育成

令和６年度末 総育成数 名

令和７年度育成目標数 名

また、防災士育成講座の助成対象に企業枠を新設し、企業防災士を育成

自主防災組織への補助

自主防災活動を行うために必要な防災資機材等の整備や防災訓練等に対す

る補助を実施

避難所の生活環境改善

能登半島地震における災害対応の課題を踏まえ、避難所用テントを追加配

備するほか、段ボールベットや水循環型手洗いスタンド等を新規配備

トイレ環境の整備

令和５年度から５カ年計画で配備しているトイレ処理セットに加え、トイ

レトレーラー及び高齢者・障害者向けトイレを新規配備

災害対応力強化

拠点避難所等に自動解除キーボックスを導入するほか、災害対策本部と避

難所間の連絡体制を強化するための情報共有ツールを導入

地域の共助力向上

地域主体による防災訓練や学生・企業と連携した防災イベント等に対する

支援制度を創設するとともに、学生の防災知識と共助意識の向上を図るた

め、学生が主体の防災フォーラムを開催
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８８ 食食料料、、生生活活必必需需品品等等のの主主なな備備蓄蓄

備蓄状況（令和６年度末整備数量）

備 蓄 品 目 数 量 備 蓄 品 目 数 量

食 料 アルファ米

ｴﾏｰｼﾞｪﾝｼｰｸｯｷｰ

食

食

医 薬 品 等 救急セット 組

生活必需品 毛布

紙おむつ

生理用品

枚

枚

パック

防災資機材 照明装置

組立トイレ

組立式簡易トイレ

移動式炊飯器

暖房機器 ストーブ

基

基

個

台

台

防災備蓄倉庫の整備

平成７年度 西部防災備蓄倉庫（東力町）面積 ㎡

平成８年度 新竪町、菊川町、小立野、材木町、味噌蔵町、森山町の６小学校

に余裕教室利用の備蓄倉庫を設置

平成９年度 中央、中村町、金石町、馬場、森本の５小学校に、余裕教室等利

用の備蓄倉庫を設置

平成 年度 大和町防災備蓄倉庫（大和町防災拠点広場）面積 ㎡

野町、弥生、泉野、富樫の４小学校に余裕教室等利用の備蓄倉庫

を整備

此花緑地、松ヶ枝緑地に備蓄倉庫を整備

平成 年度 市立のすべての小中学校に初動時必要となる毛布を配備。移動式

炊飯器、暖房器具については順次配備

金沢市の体育施設に初動時必要となる毛布を配備

平成 年度 金沢ものづくり会館（粟崎）敷地内に備蓄倉庫を整備

平成 年度 泉本町防災備蓄倉庫 面積 ㎡

平成 年度 大桑防災備蓄倉庫（大桑防災拠点広場）面積 ㎡

金沢南総合運動公園、安原スポーツ広場敷地内に備蓄倉庫を整備

令和５年度 金沢スタジアム（新市民サッカー場内）防災備蓄倉庫

朝霧台小学校及び特別支援教育サポートセンターに備蓄倉庫を整

備
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９９ 給給水水拠拠点点のの整整備備

災害時に地域の防災拠点となる小学校に手動式防災井戸を整備

平成８年度 新竪町、菊川町、野町 現旧野町 、森山町の４小学校に設置

平成９年度 泉野、材木町 現旧材木町 、浅野町の３小学校に設置

平成 年度 中村町、弥生 撤去済 、大徳の３小学校に設置

平成 年度 大野町、粟崎、安原の３小学校に設置

道路消雪用井戸を消火・給水用にも活用できるよう整備

整備井戸数 本

応急給水対策として、災害時に協力してくれる民間の井戸を災害時協力井

戸として登録

令和６年度末登録数 井戸

災災害害にに対対すするる検検討討会会等等

防災会議（昭和 年～）

国国民民保保護護

国民保護協議会（平成 年～）

防防災災情情報報シシスステテムムのの運運用用

運用開始 令和２年４月１日

概 要 ①情報収集の一元化…様々なシステム・機関からの情報を集約

情報収集系統 気象情報、河川水位情報、雨量情報、

カメラ画像、消防指令情報、積雪情報、

避難所・避難場所など

②情報伝達の一元化…複数の伝達手段へ同時に一括配信が可能

情報伝達系統 同報防災無線、緊急情報メール、

公式ホームページ、Ｌアラート、

ぼうさいドットコム、被災者生活再建支援

システムなど

③情報の共有…………クラウド型システムの採用でどこからでも

システムへアクセス可能

④避難判断支援機能…地図情報システム、クロノロジー、タイム

の充実 ラインなど、情報集約や対応・指示を支援

する機能を搭載
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教育行財政

学学校校教教育育施施設設 （令和７年５月１日現在）

区 分 学校 園 数 学 級 数
児 童
生 徒
学 生 数

教職員数

幼 稚 園
国法

私立

小 学 校

国法

市立

私立

中 学 校

国法

県立

市立

私立

特
別
支
援
学
校

盲ろう学校 県立

養護学校
国法

県立

高

等

学

校

全 日 制

国法

県立

市立

私立

定 時 制 県立

短 期 大 学 私立 －

大 学

大学院含む

国法

公法

私立

－

－

－

計 －

（注）・ は分校で外数

・国法は国立大学法人金沢大学が設置する附属学校等

・公法は公立大学法人金沢美術工芸大学

・大学の中には短期大学部を含む

・幼稚園の中には幼稚園型認定こども園を含まない

文
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構構造造別別保保有有面面積積 （令和７年５月１日現在）

構造

校種別
木 造

非 木 造 Ａ
合 計 Ｂ

非木造率

鉄 筋 鉄骨その他 小 計 Ａ／Ｂ

小 学 校
校舎

屋体

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ％

中 学 校
校舎

屋体

教教育育費費及及びび学学校校建建設設費費

区 分

一 般 会 計 教 育 費 一般会計

に対する

比 率

小・中学校建設費 一般会計

に対する

比 率金 額
対前年

度 比
金 額

対前年

度 比
金 額

対前年

度 比
千円 ％ 千円 ％ ％ 千円 ％ ％

令和５年度

当初予算額

令和６年度

当初予算額

令和７年度

当初予算額

教教育育費費予予算算額額内内訳訳

年度
項目

令和５年度
当初予算額

令和６年度
当初予算額

令和７年度
当初予算額

教 育 総 務 費

小 学 校 費

中 学 校 費

高 等 学 校 費

大 学 費

社 会 教 育 費

保 健 体 育 費

計

千円 千円 千円

年年度度別別教教育育児児童童生生徒徒１１人人当当たたりり経経費費

年度

児　童 １人当たり 児　童 １人当たり 児　童 １人当たり

生徒数 経　　　費 生徒数 経　　　費 生徒数 経　　　費

千円 人 円 千円 人 円 千円 人 円

　※　児童生徒数は、各年度５月１日現在

小 学 校 費

中 学 校 費

高 等 学 校 費

大 学 費

当初予算額 当初予算額

令　　和　　５　　年　　度 令　　和　　６　　年　　度 令　　和　　７　　年　　度

項目 当初予算額
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金金沢沢市市総総合合教教育育会会議議

総合教育会議を設置することにより、市長と教育委員会が十分な意思疎通

を図り、本市の教育の課題やあるべき姿を共有して、より一層民意を反映し

た教育行政の推進を図る。 （構成員）市長、教育長、教育委員

金金沢沢市市教教育育振振興興基基本本計計画画のの策策定定 千千円円

学校教育振興基本計画と生涯学習振興基本計画を一本化した「教育振興基

本計画」を策定する。

学学校校規規模模適適正正化化のの推推進進

新たな学校規模適正化に向けた方針（平成 年９月策定）に基づき、学校

規模の適正化を推進し、児童生徒の教育環境の充実を図る。

学学校校施施設設等等のの整整備備

◎三馬小学校の移転新築

◎兼六小学校の新校舎への移転整備

◎体育館への空調設備の効果的な導入手法を検討

◎特別教室等への空調設備の整備

◎学校施設の長寿命化改良の推進

◎南部共同調理場の整備

◎児童生徒用新ＪＩＳ規格机の導入

教教育育援援助助

◎児童生徒就学奨励費（医療援助費、学校給食援助費を除く） 千円

◎能登被災地児童生徒支援費（学校給食援助費を除く） 千円

◎特別支援教育就学奨励費 千円

◎遠距離等児童生徒通学費補助 千円

学 校 教 育

新新金金沢沢型型学学校校教教育育モモデデルルのの実実践践 千千円円

新しい時代が求める自学・共創の学びを通して、「デジタル力」「読解力」

文
教
消
防
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「コミュニケーション力」の３つの力を基盤に、児童生徒が新しい価値や最適

解を見出す「創造力」を育む新金沢型学校教育モデルを実践する。

① 金沢ベーシックカリキュラム

「創造力」を育むために基盤となる３つの力の育成を重点とする学習内容

を示した教育課程である。各学校においては、これを基準として、児童生徒

の実態や地域の実情を踏まえ、「特色ある学習内容」を加え、学校独自の教

育課程を編成する。

ｱ デジタル科の実践

文部科学省の授業時数特例校制度等を活用して、小・中学校に「デジタ

ル科」を新設し、ドローン等の教材を用いたプログラミング学習やメタ

バース体験学習、企業・大学等の協力のもと先端技術体験を実施する。

ｲ 金沢ふるさと学習

金沢の持つ伝統や文化、自然、歴史、食などの多様な素材や人材を活用

し、金沢について学び、考え、かかわり、広めることを通して、金沢のま

ちに愛着と誇りを持ち、まちづくりの担い手を育むことを目指す。

② 金沢探究スタイル

平成 年度より実践してきた問題解決的な学びである「金沢型学習スタイ

ル」と、３つの力を基盤に、探究の過程を発展的に繰り返し、「自分はどう

思うか」「自分はどうしたいか」「自分に何ができるか」を考え、「自分」

と「みんな」で、「デジタル」と「リアル」で、「創造力」を育むことを目

的とする。

③ 金沢リフレクション

児童生徒が３つの力を身につけることができたかを振り返り、学びの成長

を自覚する場を設ける。小学校１年生から中学校３年生までの９年間を通し

て、共通の視点で自分自身を見つめて成長を自覚することを目的とする。

④ 金沢型独自の小中一貫教育

平成 年度より実践してきた「金沢型小中一貫教育」の成果と課題を踏ま

え、児童生徒の実態や中学校区の実情に応じた小中連携を推進し、特色ある

取組を大切にする。

ｱ 小中一貫教育週間

中学校区内の小・中学校の教員が相互に授業参観する機会を計画的に設

定し、それぞれのよさを生かした授業改善を推進する。

ｲ 金沢「創造」プロジェクト

よりよい中学校区を目指し、中学校区別「創造」会議において、児童会

生徒会が中心となって、児童生徒が主体的に取組を考え、実行する。
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中中学学生生のの文文化化鑑鑑賞賞のの推推進進 千千円円

次世代の金沢の文化を担う中学生が、金沢の伝統文化を学ぶとともに、生の

芸術を鑑賞することで、生徒への情操教育を育み、金沢の伝統文化に対する理

解を深める機会を創出する。

特特色色ああるる学学校校づづくくりりのの推推進進 千千円円

学びのステップを大切にした「学校運営充実」や金沢市 未来都市計画

の趣旨を踏まえた金沢 教育を実施するほか、全小中学校で地域・ＰＴＡ

と連携した防災教育に取り組むなど、危機管理体制の強化を図っている。加え

て、地域の住民が学校と連携し、学校運営に参画するコミュニティ・スクール

を市内全小中学校で実施する。

部部活活動動へへのの支支援援 千千円円

スポーツ・文化活動を通して、豊かな人間性と健全な身体の形成を図るため、

中学校の部活動を支援する。

① 大型備品の整備

市立中学校の部活動に使用する大型備品を計画的に整備する。

② 大会等への参加支援

関係競技団体が主催する全国大会、北信越ブロック大会及び石川中央都市

圏内を除く区域で開催される県大会等の参加に要する経費の一部を助成する。

③ 部活動指導員の配置及び部活動指導者の派遣

部活動指導の充実に向けて、退職教員等を部活動指導員として配置すると

ともに、地域との連携により指導にあたる人材を派遣する。

開開かかれれたた学学校校づづくくりりのの推推進進 千千円円

① 「スクールサポーター」活用の充実

児童生徒の授業等への興味や理解をより一層深めるため、地域の人材や大

学生などを授業に効果的に活用する。

② 「全市一斉学校公開週間」の実施

全市立小・中・高等学校で学校を公開し、広く地域の方々に授業の様子等

を参観していただく。

③ 「スクールフォーラム 」の開催

教職員と保護者、地域住民が一堂に会し、各学校が学校評価を踏まえ、教

育ビジョンや教育活動の状況等を説明するとともに、一緒に学校づくりに取

り組むための話し合いの場を全小中学校で設ける。

文
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心心のの教教育育、、人人権権・・同同和和教教育育のの推推進進 千千円円

道徳科をはじめ、各教科、特別活動、総合的な学習の時間など教育活動全体

を通じて取り組みを推進するとともに、専門講師による教員対象の研修会を開

催し、人権・同和教育に関する理解と関心を深める。部落差別に対し児童が正

しい知識と公平・公正な態度を身に付けるために、小学校 校１分校にＤＶＤ

を配付する。

いいじじめめ・・不不登登校校・・問問題題行行動動へへのの対対応応 千千円円

① いじめ防止対策推進法の施行に伴う取組

「金沢市いじめ防止基本方針」に基づき、いじめ防止等に関する機関及び

団体が情報を共有し、連携強化を図るための「金沢市いじめ問題対策連絡協

議会」を開催するとともに、いじめの防止等の対策や重大事態が発生した場

合には、「金沢市いじめ防止等対策委員会」が事実関係の調査を行う。

② 生徒指導支援室の取組

専任の指導主事や危機管理アドバイザーを配置し、児童生徒の問題行動や

保護者からの相談等に対して、関係機関と連携し迅速かつ適切な対応を行い、

学校のサポート体制を強化する。

③ いじめを許さない意識高揚に向けた取組

ネットいじめ防止講演会、いじめに関するアンケート、ＷＥＢＱＵアン

ケートを実施するとともに、教職員の法的対応力向上研修会や不登校対策研

修会を開催し、いじめや不登校の未然防止と早期対応に活用する。

④ 「心の絆サポーター」の派遣

不登校や問題行動等への対応や相談体制の充実を図るため、心の絆サポー

ターを派遣し、教職員等と連携して問題の改善にあたる。

⑤ 校内教育支援センター支援員の配置

別室登校児童生徒の学習環境を確保するため、各小中学校に設置されてい

る相談室等を「校内教育支援センター」と称する。

また、別室登校の児童生徒に対応する「校内教育支援センター支援員」を

増員して配置することで、派遣時間を拡充する。

⑥ 学びの多様化学校基本構想策定

不登校児童生徒のための教育課程をもつ「学びの多様化学校」の設置に向

けた基本構想を策定する。

⑦ 不登校対策の強化

児童生徒の気持ちや体調を学習用端末で確認できる心の健康観察を実施す

る。
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教教育育のの情情報報化化 千千円円

全小中学校に整備した学習用端末を現行機種で更新（令和８年４月利用開始）

し、通信ネットワーク環境改善に向けた通信環境調査等を実施することにより

ＧＩＧＡスクール環境を強化する。

学学校校図図書書館館のの充充実実 千千円円

① 学校司書の配置

読書環境の充実や読書活動の推進、教員の負担軽減を図るため、学校司書

の小学校への専任配置を計画的に実施する。また、学校司書の資質向上のた

め必要な専門知識や技術を習得する研修会等を開催することにより、子ども

たちのより豊かな読書活動を推進するとともに、学校図書館のさらなる活用

を目指す。

② 小中学校の児童生徒用図書の整備

図書更新計画（令和５年度～令和９年度）に基づき、古い図書を更新し、

学校図書館の蔵書充実を図る。

③ 電子書籍の活用

学習用端末から同時閲覧が可能な児童生徒向けの電子書籍を活用し、学校

図書館との連携を図りながら、読書活動の推進につなげる。

小小中中一一貫貫英英語語教教育育のの推推進進 千千円円

平成 年度から構造改革特区として、 年度からは教育課程特例校として小

中一貫英語教育を推進している。また、 年度からは小中学校９年間を見通し

た新しい英語教育カリキュラムのもと、コミュニケーション能力の育成に向け、

一層の推進・充実を図っている。

ｱ 小学校では学級担任と市採用の英語インストラクターとのティーム・

ティーチングや英語の専科教員による指導を、中学校では外国語指導助手

（ＡＬＴ）を活用した指導を実施する。

ｲ 市独自の副読本として、小学校では「 」を、中学校

では「 」を活用し、ふるさと金沢を英語で発信できる力を

育成する。

理理科科学学教教育育のの振振興興 千千円円

① 公財 金沢子ども科学財団※への支援

※児童生徒の課外における科学的な活動などを支援するとともに、その普

及・発展に努め「科学の心」を育むことを目的に平成 年 月に設立。
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専門的な知識を有するボランティアとの連携・協力のもと、自主カリキュ

ラムを企画、運営する。

② 理科教育機器等の整備

理科教育振興法に基づき、全小中学校の理科教育に必要な機器等の整備を

行う。

へへきき地地教教育育のの充充実実 千千円円

小規模の複式学級における教育の研究及び他校との交流事業を実施する。

学学校校事事務務デデジジタタルル化化のの推推進進 千千円円

教員の負担軽減を図るため、教員と保護者との迅速な情報共有を図る連絡シ

ステムや、中学校での採点事務の効率性を図る採点支援システムを運用する。

表表彰彰制制度度

① 高 峰 賞

郷土が生んだ偉人高峰譲吉博士の功績を顕彰し、併せて理科学教育の充実

と人材の育成により、広く科学の振興に寄与することを目的に創設。毎年、

市内の中学３年生を対象に選考して表彰している。昭和 年以来これまで

回の表彰式が行われ、延べ表彰者数は、 名（昭和 年までは、高校生を

含む。）になる。

② 岡文化賞

昭和 年、故岡良一・元金沢市長から寄託された 万円を基金として

始まったもので、平成６年、同氏の長男、岡一朗氏から寄附された 万

円を併せて、市内中学校の文化活動を助成し、情操豊かで創造的な生徒の育

成に努めることを目的に、優れた文化活動を行った中学校や中学生を表彰す

る。

③ 宮村英語奨励賞

昭和 年、故宮村一之・元金沢大学教授の遺族から受けた 万円を基

金として始まったもので、英語教育の振興に寄与することを目的に、英語に

よるコミュニケーションに興味・関心を有し、かつ英語学習を日々積み重ね、

英語の成績が優秀な中学３年生に奨励賞を授与する。

－416－



教育プラザ

金沢子ども条例の具現化施策のひとつとして、教育と福祉が連携を図り社会全体

で子供たちの健全育成を推進するための拠点となる「金沢市教育プラザ富樫」を平

成 年７月に開設

また、平成 年 月には、主に北部・西部の子供たちの育ちを一貫してサポート

するため、不登校児童生徒の個別対応型の教育支援センター、幼児相談室、教育相

談及び地域、学校、県警などと協力した青少年健全育成活動の充実など、総合的な

機能を備えた「金沢市教育プラザ此花」を開設

１１ 施施 設設

金沢市教育プラザ富樫

① 所 在 地 金沢市富樫３丁目 番１号

② 敷地面積 ㎡

③ 建 物 延床面積 ㎡

④ 施設内容（定員）

１号館

こども情報室、スタジオＡ・Ｂ、総合相談窓口、相談室５、

・ 研修室（ 人）、 研修室（ 人）、 研修室（ 人）

２号館

ティーチャーサポートセンター、コンピューター研修室（ 人）、

研修室（ 人）、講師控室３、 研修室（ 人）、

研修室（ 人）、 研修室（ 人）、

ボランティア活動室（８人）、学習教材ライブラリー、総合事務室

３号館

幼児相談室、子育て広場「ぞう」、子育て情報案内ルーム、

研修室（ 人）、子育て広場「こあら」、活動交流室「りす」（ 人）

親子ふれあい館

調理実習室（ 人）、ファミリーサポートセンター事務局

５号館

児童相談所（事務室、相談室・面接室・診察室、プレイルームほか）

６号館

一時保護所

体育館

文
教
消
防

－417－



⑤ 開館時間 午前９時～午後９時

「子供のみ」の利用は午後６時まで

⑥ 休 館 日 年末年始（ 月 日～１月３日）のみ

金沢市教育プラザ此花

① 所 在 地 金沢市此花町２番７号

② 敷地面積 ㎡

③ 建 物 鉄筋コンクリート造 ４階建

１Ｆ 集会室 ㎡ 多目的ホール ㎡

２Ｆ ㎡（共有部分を除く）

３Ｆ ㎡（廊下・階段等を除く）

４Ｆ ㎡（廊下・階段等を除く）

④ 施設内容（定員）

１Ｆ 集会室（ 人）、体育館

２Ｆ 少年育成支援室

３Ｆ グループ活動室１、相談室１～５、プレイルーム３、

検査室、教育相談職員事務室

４Ｆ 幼児相談室、グループ活動室２、プレイルーム１、２

金沢市特別支援教育サポートセンター

① 所 在 地 金沢市芳斉２丁目３番 号

② 敷地面積 ㎡

③ 建 物 鉄筋コンクリート造、延床面積 ㎡

④ 施設内容 １Ｆ 事務室

２Ｆ 受付、相談室、器材室、プレイルーム

研修室・会議室、教材ライブラリー

２２ 学学校校教教育育セセンンタターー

〈教職員研修〉

学校教育を取り巻く課題が多様化・複雑化する中、諸課題に適切に対応でき

る教職員の育成を目指し、教員育成指標に基づき、小・中・高等学校教職員研

修の充実を図るとともに教職員の主体的な研修支援を行う。

研修は「Ⅰ基本研修」「Ⅱ担当者等研修」「Ⅲ選択研修」「Ⅳ個別支援型研

修」から構成されており、ⅢとⅣにおいては、学校の状況や個々の教員の状況

に応じて希望により受講できるよう配慮している。

－418－



① 「Ⅰ基本研修」

・法定研修として、採用１年目の教員を対象とした「初任者研修」及び、

９～ 年目の教員を対象とした「中堅教諭等資質向上研修」を実施す

る。

・本市独自の研修として、教員としての基礎を育成することを目的に、

採用１年目から３年目までの各教員を対象とした「スタート３プロ

ジェクト」及び、ベテラン教員としての資質能力の向上を目的に、

年目の教員を対象とした「 年目研修」を実施する。

② 「Ⅱ担当者等研修」

・特別支援教育、デジタル・シティズンシップ教育等、学校における諸

課題に対応するため、専門家を招へいして「管理職研修」を実施する。

・若手研修コーディネーターや特別支援教育コーディネーターとしての

資質向上及び、保育所（園）・認定こども園・幼稚園・小学校・中学

校の円滑な接続について担当する教員の資質向上を図る「担当者研修」

を実施する。

・専門職としての資質の向上を目的に、養護教諭、栄養教諭、学校事務

職員等に対して「職務別研修」を実施する。

③ 「Ⅲ選択研修」

・各教科別に文部科学省教科調査官等の専門家を招へいし、学習指導要

領に基づく指導方法等についての研修を実施する。

・学級経営や学校組織マネジメント等、自己の課題選択やキャリアス

テージにおける資質・能力の向上を目的に、「若手教員等選択研修」、

「中堅教員等選択研修」を実施する。

・今日的な課題に対応するために、専門的知識を深め、実践力を高める

ことを目的に、教員育成指標のカテゴリーごとに対応した「重要課題

等研修」及び「ＧＩＧＡ対応研修」「特別支援教育研修」を実施する。

・児童生徒に対する支援や対応等が浸透した学校づくりに向け、次世代

リーダー育成を目的とした「次世代リーダー育成研修」、学校の諸課

題に対して、リーダーシップを発揮し、組織的に取り組むことができ

る中核教員の育成を目的とした「金沢ミドルリーダー塾」を開催する。

④ 「Ⅳ個別支援型研修」

・「教育人材バンク金沢」に登録している指導講師が、学校や個々の教

員の要望に応じて個別に指導や支援にあたる「アシスト研修」を実施

する。

・ティーチャーサポートセンターに教育実践資料や教育書籍、教育情報
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及びＷｅｂ会議スタジオを備え、自主的な研修スペースを完備する。

・学習指導案等を掲載した「学校教育センターポータルサイト」を運用

し、教職員個々の資質向上や授業力向上を支援する。

〈教育相談〉

複雑で多様化する教育相談に対応するため、学校や関係機関等との連携を強

化し、児童生徒・教職員・保護者等への適切な相談・支援を実施することに加

え、令和６年４月に特別支援教育を推進する拠点として、中央小学校芳斎分校

と長町中学校芳斎分校を併設した特別支援教育サポートセンターを開設し、

を活用した読み書き支援プログラムやコミュニケーションスキル支援プロ

グラムの実施など不適応の未然防止及び予防的な取り組みを行う。

 面接相談事業

教職員や保護者を対象に、主に学校生活での不適応、発達にかかわる課題

や就学、不登校等について、心理士や指導主事等の教育プラザ学校教育セン

ター相談員が継続的に相談に応じる。

専門相談事業

各分野の専門家が、乳幼児や児童生徒及びその保護者、また、それらの子

供たちの保育や教育に携わる保育職員、教職員等からの相談に応じ、共に支

援のあり方を考える。

発達障害支援チームの設置

発達障害のある子供たちに対し、より適切な支援を行うとともに、教育プ

ラザのもつ相談機能をつなぎ、専門性を活かした発達障害支援チームを設置

し、相談体制の充実を図る。

教育支援センター「そだち」

富樫に「そだち ：集団支援」、「そだち ：個別対応」、

此花に「そだち ：個別対応」を設置し、３教室において、市内に在

住する小中学校の不登校児童生徒を対象に、社会的自立を目指し、学習支援

や対人関係を築く支援を行う。

金沢市・不登校民間支援団体等連絡会

金沢市と不登校民間支援団体等との相互理解を深めるとともに連携を推進

するため、金沢市・不登校民間支援団体等連絡会を開催し、各種の取り組み

を行う。

金沢市特別支援教育サポートセンター

特別支援教育を推進する拠点として、障害の有無にかかわらず、多様性を
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受け入れ、児童生徒一人一人の個性や才能を引き出していく特別支援教育の

充実を図る。 
市全体の特別支援教育の指導力向上のため、中央小学校芳斎分校及び長町

中学校芳斎分校を実践拠点校に指定し、教員の実践的な研修や指導方法の研

究を行うとともに、特別支援教育支援員、特別支援教育サポーター及び特別

支援教育アドバイザーの派遣により、特別な配慮や支援を必要とする児童生

徒への支援の強化を図る。さらに、学校生活において医療的ケアが必要な児

童生徒を支援するため、小中学校へ看護師を派遣する。

また、発達障害等への支援の充実を図るため、専門的知識・経験を要する

指導主事や専門相談員等が小学校、中学校等への巡回を行い、児童生徒の行

動特徴などの把握を行いながら、教職員や保護者等への相談・支援を行う。

教育相談状況（令和６年度）

 受理件数

区 分 件 数（件）

相 談 受 理 件 数

内

訳

未 就 学

小 学 生

中 学 生

高 校 生

 相談種別

区 分 相 談 回 数 等 延 べ 人 数 等

面 接 相 談 回 人

専 門 相 談 回 人

特別支援センター「そだち」 登録 人 人

特別支援教育サポートセンター 回 人

巡 回 専 門 相 談 回 人

電

話

相

談

一 般 ― 件

い じ め ― 件

こども専用 ― 件

合 計 ― 件
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３３ 青青少少年年健健全全育育成成セセンンタターー

「６ 市民福祉に別掲」

４４ ここどどもも相相談談セセンンタターー

「６ 市民福祉に別掲」

５５ 幼幼児児教教育育セセンンタターー

「６ 市民福祉に別掲」
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健 康 教 育

学学校校保保健健

本市における児童生徒の健康診断は、学校医・学校歯科医により科目別検

診を実施している。健康診断予備検診では、アンケート調査、尿、聴力、視

力、身体計測等を行い、これらのデータにより校医の総合検診を行う。心臓

検診については、小中学校１年生全員に実施する。

ア 健康診断等の計画（令和７年度予定）

実 施 月 事 業 名 事 業 内 容 対 象

４月～６月

４月～６月

４月～６月

４月～６月

４月～７月

９月～ 月

月

月～ 月

４月～２月

尿 検 査

計 測 ・ 検 査

結 核 健 診

校 医 検 診

心 臓 検 診

心 臓 検 診

就 学 時 健 診

血 液 検 査

環境衛生検査

蛋白、糖、潜血、二次検診

身長・体重の計測、視力・聴力検査ほか

問診、内科検診

内科、歯科、眼科、耳鼻咽喉科

心電図、二次検診／心電図

心電図、二次検診

視力、聴力、内科、歯科ほか

貧血、高脂血症、血糖値

飲料水・プール水・教室等の空気

児童生徒全員

児童生徒全員

児童生徒全員

児童生徒全員

中学１年生／小学１年生

小学１年生

就学予定者

中学２年生 希望者

学校内各所

イ 学校医・学校薬剤師の配置状況

区 分 配 置 状 況 人員 備 考

内 科 医

耳鼻咽喉科医

眼 科 医

歯 科 医

薬 剤 師

児童生徒 人を１人が担当する複数制

１人が１～８校を兼務する。

１人が１～６校を兼務する。

児童生徒 人を１人が担当する複数制

１校１人（内３人が兼務）

教職員保健管理医各校１人

ウ 市立小中学校児童生徒の学年別体格（令和６年度）

区 分 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

男
身 長

体 重

女
身 長

体 重
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エ 金沢市健康教育推進プラン２０２４の実践

健康教育アドバイザー派遣事業

児童生徒・保護者・教職員を対象に、健康教育の実践向上を希望する学

校に大学教授等の専門家を派遣し、研修を実施する。

受動喫煙防止講座の開催

全小中学校の児童生徒及び保護者を対象として、医師会等と連携し専門

講師による講座を開催する。

学校保健センター

① 保健教育事業

専門家による教職員・保護者・中学生への心と性に関する講話や保健

衛生指導を実施する。

② 健康相談事業

精神科医、内科、眼科、耳鼻咽喉科等の専門医による心身の相談や小

児科医・栄養士による栄養指導を含めた発育相談を実施する。

③ 感染症予防対策事業

検診器具の消毒を行い、衛生管理の強化を図る。

実践推進事業モデル校委託

各学校の児童生徒の実態を踏まえた取り組み強化を行うため、重点課題

のうち、「体力の増進」「心の健康」「歯・口の健康」を対象に、モデル

校を指定して課題に取り組む。

学学校校給給食食

学校給食の普及推進と児童生徒の心身の健全な発達のために学校給食の円滑

な実施運営と給食内容の充実を図る。令和４年度からは、学校給食費の公会計

化に伴い、給食費の収納管理や給食用物資の共同購入などを実施している。

ア 学校給食実施状況（令和７年５月１日現在）

区 分 完 全 給 食

単 価
校 人 円

小 学 校 Ｈ 単価改定

中 学 校 Ｈ 単価改定

計
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イ 調理場運営状況（令和７年度予算）

区分
施 設 設 備

整 備 費
管理運営費 計

児童生徒数

現在

１人当たり

管理運営費

共同調理場

（ 場）

千円 千円 千円
校

人

円

単独校調理場

（４ 場）

校

人

（注）施設設備整備費とは施設の改良・補修と備品の購入・修理等の経費をいう。

管理運営費とは、人件費、配送委託料、光熱水費、消耗品購入費等の経費をいう。

市立工業高等学校

沿沿 革革

昭和３年４月 金沢市小将町高等小学校内に金沢市立工業学校（本科５年

制、機械電気科、土木建築科）を設立

昭和５年８月 泉野町ヨ 番地（町名変更、現泉野町１丁目１番１号）

に新校舎竣工、移転

昭和 年４月 金沢市立第一工業学校に校名改称

昭和 年４月 学制改革により金沢市立工業高等学校と改称し、新発足、

本科第一部（機械科、電気科、建築科、土木科）と本科第

二部（機械科、電気科、建築科）を設置

昭和 年４月 本科第一部に家庭科新設

昭和 年４月 本科第一部に電子科新設

昭和 年４月 本科第一部に精密機械科新設

月 畝田町イ２番地（町名変更、現畝田東１丁目１番地１

総事業費 千円、敷地総面積 ㎡、建物延床面

積 ㎡）に新校舎竣工、移転

昭和 年 月 図書館竣工（創立 周年記念、総事業費 千円、延床

面積 ㎡）
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昭和 年３月 第二実習棟竣工（事業費 千円、延床面積 ㎡）

昭和 年３月 運動場拡張整備（事業費 千円、面積 ㎡）

昭和 年５月 第二体育館竣工（事業費 千円、延床面積 ㎡）

昭和 年９月 合宿所・同窓会館竣工（創立 周年記念、事業費 千

円、延床面積 ㎡）

昭和 年１月 第二実習棟増築（事業費 千円、延床面積 ㎡）

４月 本科第一部に設備工業コースを新設

昭和 年 月 特別教育活動学習棟竣工（事業費 千円、延床面積

㎡）

平成元年４月 本科第一部に情報化と電子機械科新設

月 情報教育実習棟竣工（事業費 千円、延床面積

㎡）

平成４年２月 部室全面改築（事業費 千円、延床面積 ㎡）

平成６年４月 第一実習棟竣工（事業費 千円、延床面積 ㎡）

平成８年４月 専攻科（夜間部２年制・電気科、建築科）を新設

平成８年 月 校内ＬＡＮシステムの構築

平成９年７月 屋内温水プール棟竣工（事業費 千円、延床面積

㎡）

平成 年４月 本科第一部に機械システム系、エレクトロニクス系のくく

り（一括）募集実施、本科第二部に単位制を導入

平成 年４月 本科第一部の建築・土木を除く５科を機械テクノロジー科

と情報システム科に、本科第二部の３科を産業技術科に改

編

平成 年７月 改築第１期工事（新第一体育館）竣工

平成 年 月 第二体育館改修（事業費 千円、延床面積 ㎡）

平成 年４月 本科第一部の機械テクノロジー科を機械科に、情報システ

ム科を電気情報科に改称、本科第二部と専攻科で新入生の

募集を停止

平成 年３月 専攻科廃止

平成 年８月 改築第２期工事（新第二実習棟）竣工

平成 年 月 改築第３期工事（管理・教室棟、教室棟）竣工

平成 年３月 本科第二部廃止

平成 年３月 改築第４期工事一部竣工（メディアセンター棟）
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平成 年４月 電気情報科を電気科と電子情報科に改編

平成 年３月 改築工事竣工（総事業費 千円、延床面積

㎡）

科科別別生生徒徒数数（令和７年５月１日） 単位：人

機 械 科 電 気 科 電子情報科 建 築 科 土 木 科 計

（注）（ ）の数は、収容基準生徒数

教教 員員 数数（令和７年５月１日） 単位：人

校 長 副校長 教頭
教 諭 等

養護教諭
実 習

計
普通教科 工業教科 小 計 教 諭 等

（注）本表には、非常勤職員を含まない。

高高等等学学校校費費（令和７年度予算） 単位：千円

高 等 学 校 費

財 源 内 訳

国 庫

支 出 金

国 庫

補 助 金
授 業 料 手 数 料 市 債 そ の 他 一般財源

管 理 費

教育振興費

計

－ － － －

－

－

－

－

授授業業料料等等（令和７年４月１日現在） 単位：円

学年 授業料（月額） 入学検定手数料 入 学 料

１

２

３
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施施設設のの概概要要（主なもの）

敷 地 ㎡（うち運動場敷地 ㎡）

建 物 竣工 内 訳

合 宿 所

弓 道 場

特 別 活 動 棟

情 報 教 育 実 習 棟

第 一 実 習 棟

屋 内 温 水 プ ー ル

第 一 体 育 館

第 二 体 育 館

第 二 実 習 棟

管 理 ・ 教 室 棟

教 室 棟

メディアセンター棟

昭和 年 月

昭和 年３月

昭和 年 月

平成元年 月

平成６年４月

平成９年７月

平成 年７月

平成 年 月

平成 年８月

平成 年 月

〃

平成 年３月

鉄筋コンクリート造２階建

鉄骨ブロック造平屋建

鉄筋コンクリート造平屋建

鉄筋コンクリート造４階建

鉄骨造３階建

鉄骨造２階建

鉄骨鉄筋コンクリート造２階建

鉄筋コンクリート・鉄骨造２階建

鉄骨造２階建

鉄骨造３階建

〃

鉄骨造３階建

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

卒卒業業生生のの動動向向（令和７年３月 日現在） 単位：人

区 分 卒業者数 官 公 庁 民間企業 自 営 等 大学等進学 そ の 他

機 械 科

電 気 科

電子情報科

建 築 科

土 木 科

計

－

－

－

－

－

高高校校教教育育のの振振興興

ア ものづくり教育コンソーシアムの具現化

技術革新の動向や産業のグローバル化等の社会ニーズの把握、産業界や

大学等との連携によるものづくり教育の推進のために設立したコンソーシ

アムの枠組みを活用し、双方向の具体的な連携・協働事業を実施する。

イ 金沢型工業教育モデルの実践

ものづくりの感性と技術の基礎・基本と社会人として必要な人間力を

身につけた創造性豊かな人材の育成を目指すとともに、新学習指導要領

やＡＩ社会に即応できる人材育成のために構築した金沢型工業教育モデ

ルを実践する。
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ｱ モデルに基づく総合戦略の推進

ｲ 社会人講師の招へいや企業現場見学の実施

ｳ 学びの成果を市民や中学生、企業関係者等に発表

ｴ 技術体験学習

ｵ 技能検定受験対策やものづくりコンテスト対策を強化し、生徒のものづ

くり技能を向上

ｶ 姉妹校である全州工業高校との交流事業を実施

ｷ 先端技術の習得のため、産業教育用備品を整備

ｸ 生徒一人一台学習用端末等の活用

生 涯 学 習

創造性あふれる金沢のひと・まちづくりを推進するため、「金沢市生涯学習振

興基本計画」の普及促進に努めるとともに、市民と行政がともにめざす「学びの

姿」の実現に向けた施策等に取り組む。

生生涯涯学学習習推推進進体体制制のの整整備備

ア 「金沢市生涯学習振興基本計画改定版」に基づき、市民と行政がともにめ

ざす５つの学びの姿の実現に向けた事業実施に努める。

イ 「金沢市生涯学習振興基本計画」と「金沢市学校教育振興基本計画」を一

本化した「金沢市教育振興基本計画」を新たに策定する。

ウ 金沢子ども条例の趣旨に基づき、子どものための学校施設の活用を図る。

青青少少年年教教育育

ア キゴ山こどもまつりやキゴ山星まつり、キゴ山雪まつり等、キゴ山の自然

環境を活かした自然体験・自然観察プログラムを実施する。また「キゴ山森

林保全計画」に基づいた生物多様性の森保全整備事業や里山教育を推進する。

イ 「金沢市宇宙教育推進計画 」策定から５年が経過することから、現計

画の中間見直しを行い、下期の事業施策を設定する。また、引き続き、ＪＡ

ＸＡ（宇宙航空研究開発機構）及び国立天文台との宇宙教育に関する協定を

活かし、金沢宇宙塾をはじめとした宇宙教育を推進する。

ウ アポロ計画で持ち帰られた「月の石」等を、教育プラザ富樫でサテライト

展示する。（令和 年 月展示開始予定）
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成成人人教教育育

ア 対面とオンライン映像を併用し、誰もが時と場所を選ばず、段階的に学び

を深めることができる「かなざわ市民アカデミー」を開催する。

イ コミュニティを支える基盤である地域への愛着心の醸成や、地域社会の一

員としての連帯感を育む『ふるさと教育』及び『地域からの人づくり』の実

践を目的に、「地域コミュニティ活性化支援事業」を実施する。

ウ すべての人々の人権が真に尊重される社会の実現を目指して、社会教育に

おける人権・同和問題に関する学習活動を推進するための講演会や地域研修

会を開催する。

エ 学びをとおして人と地域がつながる生涯学習社会の促進を目指すとともに、

金沢ＳＤＧｓを推進するため、「地域ＳＤＧｓ学級」の開設を支援する。

家家庭庭教教育育

ア 家庭や地域を取り巻く環境の変化を反映した新たな金沢市家庭教育推進プ

ログラムの具現化を推進する。

イ 発達段階に応じた接し方や環境づくりをまとめたハンドブックの配布やＳ

ＮＳを活用した情報発信により、家庭教育への理解を深めるとともに、家庭

教育に関する指針の実践を推進する。

ウ 地域と学校が連携・協働しながら、子供達を支える活動を通じて地域の活

性化を図ることを目的として「地域学校協働活動」を拡充実施する。

エ 地域学校協働活動実施団体が団体間の連携と活動の充実・拡大・発信を図

るため、交流と情報交換を行う「かなざわ地域学校協働連絡会」を開催する。

オ 家庭教育に関する指針をテーマに、保護者同士が主体的に学び合う参加型

の講座「親の学びあい講座」を開催するとともに、企業や公民館における家

庭教育に関する学習を支援する。

市市民民憲憲章章のの推推進進

市民憲章の普及・推進を図るため、各種行事での市民憲章の唱和を始め、パ

ンフレット等に憲章を記載する。

公公 民民 館館

１．中央公民館（昭和 年８月 日、旧金沢市公会堂内で開設）

ア 施 設

① 長 町 館

開 館 平成 年 月１日
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所 在 地 長町２丁目２番 号

規 模 敷地 ㎡、鉄筋コンクリート造４階建

延床 ㎡

施設内容 学習室５室、和室、集会室２室、会議室２室、

料理実習室、視聴覚室、音楽室、美術工作室、

プレイルーム、談話室

利用状況 令和６年度 延べ 人

② 彦 三 館

開 設 平成 年４月８日

所 在 地 彦三町１丁目 番５号

規 模 敷地 ㎡、鉄筋コンクリート造３階建

延床 ㎡

施設内容 料理実習室、和室、視聴覚室、会議室２室、研修室３室、

大研修室、軽運動室

利用状況 令和６年度 延べ 人

イ 活動状況（令和６年度）

① 高砂大学校 歳以上の市民を対象 人修了

② 高砂大学校大学院 高砂大学校修了者を対象に一般教養、専門

教養、専門講座（歴史民俗、花樹園芸、

文学美術、悠々健康）を実施 人修了

③ 公民館フェア“楽集” 芸能フェスティバルを開催 人参加

創作作品展オンライン公開 点出展

２．地区公民館

ア 沿 革

昭和 年に森山、石引、長田町に初めて独立の地区公民館が発足して以

来、概ね小学校通学区域を対象として各地区に設置され現在 館である。

地区公民館は、生涯学習や地域コミュニティの拠点として重要な役割を果

たしている。

イ 運営の組織

公民館長は非常勤で任期は２年である。

主事は常勤で市教育委員会の許可を得て館長が任命する。運営審議会の

委員は、１館 人以内で任期は１年、例年約 人を委嘱している。こ
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のほか、本市に独自の制度として、概ね各町内に男女各１人の公民館委員

を置き、公民館活動の住民への浸透を図っている。委員の任期は１年で、

約 人を委嘱している。

また、各公民館には、総務・文化・教養・女性・青年・少年・視聴覚・

体育・広報等の専門部を設け、各部に部員を配置して、事業や行事の効率

的な運営を図っている。

ウ 地区公民館運営委託

地区公民館運営費に占める市費の割合 ～ ％（世帯数により異なる）

エ 地区公民館建設事業

用地及び地元の対応等を勘案し、建設に努める。

金金沢沢市市キキゴゴ山山ふふれれああいい研研修修セセンンタターー

ア 施 設

① 青少年交流棟

開 設 昭和 年４月 日

所 在 地 小豆沢町ヲ４番地

規 模 鉄筋コンクリート造３階建 延床 ㎡

主要施設 宿泊室 室（定員 名）、研修室９室、体育館、食堂、

浴室、野外炊飯場等

② こども交流棟

開 設 昭和 年６月１日

所 在 地 平等本町カ 番地１（天文学習棟と併設）

規 模 鉄筋コンクリート造２階建 ㎡

主要施設 宿泊室 室（定員 名）、指導員室４室（定員 名）、

研修室、多目的室、プレールーム、食堂、浴室、野外炊飯

場等

③ 天文学習棟

開 設 平成 年 月 日

所 在 地 平等本町カ 番地１（こども交流棟と併設）

規 模 鉄筋コンクリート造４階建 延床 ㎡

主要施設 天体観察室（ドーム）、屋外観察デッキ、宇宙科学工房

（レクチャールーム）、プラネタリウム室、展示ホール等
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④ 野外自然活用施設

主要施設 ビジターハウス、わんぱく広場、緑地広場、どんぐり広場、

日本海広場、戸室マレットゴルフ場、クロスカントリーラ

ンニング・スキー場、休憩所、体験農園等

イ 利用状況（令和６年度）

① 宿泊利用者

・青少年交流棟 人

・こども交流棟 人

② 日帰り利用者

・青少年交流棟 人

・こども交流棟 人

・ビジターハウス 人

・休憩所 人

③ 天文学習棟利用者 人

④ プラネタリウム観覧者 人

⑤ 主催事業参加者

・キゴ山こどもまつり 人

・キゴ山七夕星まつり 人

・キゴ山雪まつり 人

・金曜日は星見の日 回 延べ 人

・その他

（青少年交流棟主催分） 回 延べ 人

（こども交流棟主催分） 回 延べ 人

（天文学習棟主催分） 回 延べ 人

日日本本宇宇宙宙少少年年団団金金沢沢支支部部 事事務務局局：：金金沢沢市市キキゴゴ山山ふふれれああいい研研修修セセンンタターー））

宇宙への夢を通して科学への探求心を育み、豊かで平和な 世紀を担う国際

人を育成するため、平成７年７月に日本宇宙少年団金沢支部が結成された。

約 名の団員が、３分団（南分団［ディスカバリー］、中央分団［エンデ

バー］、北分団［コロンビア］）に分かれ、分団長、リーダーの指導のもと月

１回（土曜日）に活動している。天体や宇宙に関する施設見学、キゴ山での天

体観望、ドローン操作の学習、プログラミング教室、科学実験活動のほか、３

分団合同の水ロケット大会の開催等を通して、宇宙と科学への夢を育んでいる。
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図 書 館

沿沿 革革

昭和４年４月 中島徳太郎氏の寄附金により大手町の金沢医学館跡に着工

〃 ５年１月 落成、館名を「大礼記念金沢市立図書館」とする

〃 〃 ７月 図書館開館、図書閲覧開始

〃 ６年 月 児童図書巡回文庫開始

〃 年４月 特許公報類の閲覧開始

〃 年８月 館名を「金沢市立図書館」に改称

〃 年３月 平和町児童図書館開館（令和４年３月閉館）

〃 年４月 特許公報室開設（平成 年３月閉鎖）、複写サービス開始

〃 年 月 金沢ロータリークラブの寄附をもとに移動図書館車購入

（ 冊積載）

〃 年５月 平和町児童図書館改築開館

〃 年 月 移動図書館車購入（更新： 冊積載）

〃 年４月 新図書館開館（昭和 年 月着工 玉川町・旧日本専売公社

金沢工場跡）

〃 年５月 金沢市立図書館城北分館開館

〃 年４月 金沢市立図書館別館を金沢市指定保存建造物（西洋建築）と

して指定

〃 年２月 移動図書館車２号車購入（ 冊積載 平成８年廃止）

〃 年４月 図書館業務オンライン稼働（オフコン方式）

〃 年 月 移動図書館車購入（更新： 冊積載）

平成７年４月 泉野図書館開館（平成５年１月着工）。これに伴い市立図

書館の館名を「玉川図書館」に、市立図書館城北分館を

「玉川図書館城北分館」に改称

〃 ８年３月 図書館叢書第１巻「金沢町名帳」刊行

〃 〃 ５月 国連寄託図書館開館（泉野図書館内）

〃 〃 月 玉川図書館別館（旧専売公社Ｃ－１号工場）が文化財登録原

簿に登録

〃 年 月 玉川図書館別館を改修し、近世史料館として開館

〃 〃 月 図書館情報システム構築（クライアント・サーバー方式）

〃 年３月 ホームページ公開。インターネットによる蔵書検索開始

移動図書館車購入（更新： 冊積載 ４月稼働）

〃 年３月 ＣＤ貸出の開始（玉川、城北のみ）

〃 年１月 インターネットによる貸出予約開始
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平成 年 月 団体貸出業務（来館）開始

〃 年５月 携帯電話によるインターネット蔵書検索開始

〃 年３月 「金沢子ども読書推進プラン 」の策定

〃 〃 月 図書館情報システム更新

〃 年３月 中国蘇州市蘇州図書館との友好提携交流の合意書締結

〃 年 月 玉川こども図書館開館（平成 年 月着工）、併せて玉

川図書館リニューアルオープン

〃 年３月 「金沢子ども読書推進プラン （第二次）」の策定

〃 年４月 加越能文庫が石川県指定文化財に登録される。

〃 〃 月 図書館情報システム更新（Ｗｅｂ方式）

〃 年５月 金沢海みらい図書館開館（平成 年 月着工）

〃 年５月 玉川図書館、玉川図書館近世史料館、泉野図書館、金沢

海みらい図書館で公衆無線ＬＡＮサービス開始

〃 年３月 「金沢子ども読書推進プラン （第三次）」の策定

〃 〃 ４月 金沢大学・金沢美術工芸大学との図書館カード共用化

〃 年４月 金沢星稜大学との図書館カード共用化

〃 〃 ５月 玉川図書館でオンラインデータベース利用サービス開始

〃 〃 ７月 玉川図書館で国立国会図書館デジタル化資料送信サービ

ス開始

〃 〃 月 韓国全州市立完山図書館との友好提携交流の合意書締結

〃 年３月 移動図書館車購入（更新： 冊積載）

〃 〃 月 図書館情報システム更新（クラウド方式）

〃 年３月 「金沢子ども読書推進プラン２０１９」の策定

〃 〃 ４月 玉川こども図書館を中央地区における教育施設の再整備

のため休館

令和３年 月 電子図書館サービス開始

〃 ４年４月 玉川こども図書館リニューアルオープン

〃 ６年１月 デジタル図書館カード利用開始

〃 〃 ３月 「金沢子ども読書推進プラン２０２４」の策定

〃 ７年７月 玉川図書館を建築的な価値の継承に向けた大規模改修の

ため休館、中央公民館長町館に臨時図書室を開設

施施 設設

① 玉川図書館

開 設 昭和 年４月

所 在 地 玉川町２番 号

規 模 敷地 ㎡（近世史料館含む）
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延床 ㎡（近世史料館除く）

鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）、地上２階、地下１階

施設内容 公開ホール（一般図書）、ユースライブラリーコーナー、リス

ニングコーナー、集会室、参考資料室、学習室など

② 近世史料館

規 模 延床 ㎡

煉瓦造（鉄筋コンクリート補強）及び鉄筋コンクリート造、

地上２階

施設内容 展示室、映像室、閲覧室、補修作業室、マイクロ撮影室、

特別書庫など

※玉川図書館別館を改修し、平成 年 月に近世史料館として開館

③ 城 北 分 館

開 設 昭和 年５月

所 在 地 小坂町西８番地

規 模 延床 ㎡

鉄筋コンクリート造、地上２階（城北児童会館内１階部分）

施設内容 閲覧室、絵本コーナー

④ 玉川図書館長町図書室

開 室 令和７年７月 日

所 在 地 長町２丁目２番 号

規 模 延床 ㎡

鉄筋コンクリート造、地上４階（中央公民館長町館内２階部分）

施設内容 閲覧室

⑤ 泉野図書館

開 設 平成７年４月

所 在 地 泉野町４丁目 番 号

規 模 敷地 ㎡ 延床 ㎡

鉄骨鉄筋コンクリート造、地上２階、地下２階

施設内容 図書コーナー（一般・ヤング・児童）、海外情報コーナー、

国連寄託図書コーナー、参考資料室（レファレンスルーム）、

ＡＶコーナー（一般・児童）、対面朗読室、オアシスホール、

レクチャールーム、グループ活動室、アートロビー、キッズス

クエアなど

⑥ 玉川こども図書館

開 設 平成 年 月、改築後令和４年４月開館

所 在 地 玉川町２番２号

規 模 敷地 ㎡
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延床 ㎡（地下駐車場を含む）

鉄骨造（一部鉄筋コンクリート造）、地上３階、地下１階

施設内容 図書コーナー、はじめまして絵本の部屋、おはなしの部屋、木

のひろば、読書活動室、集会室、グループ活動室、交流ホール

など

⑦ 金沢海みらい図書館

開 設 平成 年５月

所 在 地 寺中町イ１番地１

規 模 敷地 ㎡ 延床 ㎡

鉄骨造（一部鉄筋コンクリート造）、地上３階、地下１階

施設内容 図書コーナー（一般・児童）、地域情報フロア、生涯学習コー

ナー、交流ホール、集会室、グループ活動室、ギャラリーなど

開開館館とと休休館館

① 開 館 日

玉 川 図 書 館

（ ６ 月 末 で 休 館 ）
火～金 時～ 時 土・日・祝日・振替休日 時～ 時

近 世 史 料 館
火～金（～ ）

火～金（ ～）

時～ 時

時～ 時
土・日・祝日・振替休日 時～ 時

玉川図書館城北分館 火～日 ９時 分～ 時

玉川図書館長町図書室

（ 開 設 ）
月～金 時～ 時 土・日 時～ 時

泉 野 図 書 館 月・水～金 時～ 時 土・日・祝日・振替休日 時～ 時

玉 川 こ ど も 図 書 館 火～金 時～ 時 土・日・祝日・振替休日 時～ 時

金沢海みらい図書館 月・火・木・金 時～ 時 土・日・祝日・振替休日 時～ 時

※ 夏休み期間中は９時 分より開館

※ 玉川図書館は改修工事のため令和７年６月末で休館し、令和７年７月 日から中央公民館長町館に

臨時の長町図書室を開設するとともに、近世史料館は閲覧場所を玉川こども図書館に変更

② 休 館 日

玉 川 図 書 館

近 世 史 料 館
月（祝日・振替休日は除く）

年末年始 （ ～１ ４）

特別整理期間

・６／１以後の最初の月曜日に当たる日

から、当該日の翌々日まで

・ ／ 以後の最初の月曜日に当たる日

から、当該日の属する週の翌週の金曜

日に当たる日まで

玉川図書館城北分館 月・祝日（５ ５は除く）

玉川図書館長町図書室 祝日・振替休日

泉 野 図 書 館 火（祝日・振替休日は除く）

玉 川 こ ど も 図 書 館 月（祝日・振替休日は除く）

金沢海みらい図書館 水（祝日・振替休日は除く）
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利利用用状状況況（（令令和和６６年年度度））

6年度末 近　　世

入館者数 貸　　出 貸出人数 史 料 館

登録者数 閲覧冊数

冊 冊 日 人 人 人 冊 冊

－ － －

－ － －

▲ 379 － － －

▲ 213 － － －

▲ 592 －

－ － －

－ － －

－

▲ 363 － － －

－ － －

－ － － －

－

－ － －

－ － －

－

－ － －

－ － －

－ － － － －

(上) (下)
－ － －

－ － －

－ － －

－ － － －

－ － － － －

玉川図書館は近世史料館を含む。貸出登録者数は累計。貸出登録者数・貸出人数：団体貸付（下段）は

団体数。登録者のうち12才までを児童とする。

玉
川
こ
ど
も

図
　
書
　
館

一般

児童

計

一般

児童

計

一般

児童

計

城
北
分
館

一般

児童

計

国連寄託

泉
野
図
書
館

自
動
車
文
庫

団

体

貸

付

図
　
書
　
館

金
沢
海
み
ら
い

一般

児童

計

貸出冊数
(CD貸出含む)

区　　分

合
　
　
計

玉
川
図
書
館

年　　間
増加冊数

6年度末
蔵 書 数

開　館
日　数

一般

児童

国連寄託

団体

計

一般

児童

団体

計
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事事業業概概要要

〇館内サービス

貸出および市民から寄せられる文献関係等に関するレファレンスや読書相

談等を行うとともに、各図書館で特色あるサービスを行っている。

玉川図書館では、図書などの古い資料を保存するとともに、郷土資料を収

集・保存していく保存館としての役割を担っている。また、図書館自身の魅

力を発信するための朗読会等を開催しているほか、古文書史料の保存と活用

を図るため目録や史料集の刊行、また展示や講座を開催している。

泉野図書館では、一般図書をはじめ海外資料を収集するほか、視覚障害者

向けサービスの拠点館としての役割を担っている。また、多目的映像ホール

等を活用し、コンサートや映画会等を開催している。平成８年５月には国連

寄託図書館を開設し、国連に関する資料・情報を提供している。

玉川こども図書館は、平成 年 月に子どものための専門図書館として開

設した後、中央地区における教育施設等再整備の一環として平成 年４月か

ら改築のため休館し、令和４年４月に新しく木のひろばや金沢を知るコーナ

ー・世界を知るコーナー等を備えて開館した。子どもの読書活動推進を総合

的に推進する拠点としての機能を担っている。

金沢海みらい図書館では、北前船など日本海との深いつながりを活かした

「日本海情報コーナー」やものづくりがさかんな地域性を踏まえ「ものづく

り情報コーナー」を設置するなど、地域情報の充実に努めている。また、姉

妹都市図書館との交流を図る拠点の役割を担うとともに、地域の新たな交流

拠点として交流ホール等の設備を備えている。

昭和 年に本市の全図書館から貸出、返却および検索ができる蔵書管理シ

ステムを導入した。平成 年には図書館ホームページを開設し、インターネ

ットによる検索、貸出予約、携帯電話での検索が可能となった。以降、計画

的なシステム更新を重ね、平成 年 月にはホームページのリニューアルや

メール機能の活用等、利便性向上を図っている。

〇子どもの読書活動の推進

金沢子ども読書推進プラン２０２４に基づき、乳幼児期からの読書習慣形

成を目指した「はじめまして絵本事業」や、図書館利用を促す親子参加型イ

ベントの開催などを通して、子どもの読書活動を推進するとともに、家庭、

学校等、地域、行政、企業等が連携し、デジタル社会に対応した子どもの読

書環境の整備に努めている。
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〇読書会等

区 分 対象者
６年度実績

開催数 参加者数

玉

川

図

書

館

「古典の日」推進事業

ナイトライブラリー

まちなか読書会

古文書入門講座

古文書初級講座

古文書中級講座

一般

〃

〃

〃

〃

〃

回 人

泉

野

図

書

館

「古典の日」推進事業

わくわくキッズフェスティバル

おはなし会

映画会

ようこそ赤ちゃん絵本ルーム

おはなし招待席

らいぶらりー・かふぇ

キッズスクール

一般

幼児と小学生と保護者

〃

一般

乳幼児と保護者

幼児と小学生

一般

小学生  

玉
川
こ
ど
も
図
書
館

「古典の日」推進事業

人形劇・コンサート

幼児・児童生徒招待事業

講演会・講座・研修会

体験プログラム

おはなし会（外国語を含む）

絵本の時間

ようこそ赤ちゃん絵本ルーム

親子でおでかけ図書館事業等

小学生と保護者

幼児と小学生と保護者

幼児と小学生

幼児と保護者と一般

幼児と小学生と保護者

〃

〃

幼児と保護者

幼児と小学生と保護者

金
沢
海
み
ら
い
図
書
館

「古典の日」推進事業

うぇるかむとしょかん

おはなし会

工作教室

ようこそ赤ちゃん絵本ルーム

海とみらいと科学の日

朗読会

一般

幼児と小学生

幼児と小学生と保護者

〃

乳幼児と保護者

一般

〃
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〇館外サービス

① 自動車文庫巡回貸出

市内 カ所にステーションを設置して移動図書館車で毎月１～２回巡

回（ただし１月は除く）

② 学校巡回貸出

遠隔地の内川小学校に移動図書館車で毎月１回巡回

③ 団体貸出

職場文庫、地域文庫、青少年文庫、親子文庫、こども文庫の５種類を

設定し、 ～ 冊を２ヶ月間、希望の団体へ貸出

④ 配本所貸出

地区住民のために、公民館図書室など ヵ所に図書館の本を配置、年

３回本の入れ替えを行う。（１回 ～ 冊）

⑤ かなざわ 事業

日頃、図書館に足を運ぶ機会のない潜在的利用者に対する新たな図書

館サービスとして、地区公民館図書室に本を提供することにより、市民

の読書活動を推進する。

〇市民ボランティア活動

図書館の活性化を図るため、平成３年度から市民グループのボランティ

ア、平成 年度から公募によるボランティアを受け入れ

〇障害者向けサービス

玉川図書館では重度の障害者などに対する図書の郵送貸出を、泉野図書

館では、視覚障害者への録音図書・点字図書の郵送貸出やインターネット

情報、図書資料を音訳で閲覧できるサービス、館内・館外（オンライン）

での対面朗読を実施（令和７年度は玉川図書館の障害者向けサービスを泉

野図書館で実施）

〇学校団体貸出図書搬送

平成 年度から、市立小中学校に対し団体貸出図書の搬送・回収を実施。

〇「かなざわ偉人物語」および「金沢市図書館叢書」の刊行

「かなざわ偉人物語」全８巻を刊行。うち第１巻～第３巻を電子書籍と

して提供。また、近世史料館所蔵の古文書史料を活字化し刊行中（既刊

冊）。

〇はじめまして絵本事業

市内の福祉健康センターで実施される３か月児健康診査会場において、

図書館職員と市民ボランティアが健康診査受診者に絵本の読み聞かせをす

るとともに、ファーストブックとして絵本を配付
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消 防

本市の消防は、都市の高密度化、多様化とともに、災害は拡大、大規模化してい

く傾向を意識して、将来の都市社会の安全性を確保するため、消防機能の充実を図

るとともに、住民、事業者、行政が一体となった防災努力を行い、真の安全都市へ

の実現をめざしている。

消消防防庁庁舎舎等等 （令和７年４月現在）

庁舎名 位 置 敷地面積 設置年月日
建物

構造 面積

消 防 局

中央消防署

泉本町７丁目

９番地２
㎡

鉄筋コンクリート造

５ 階 建
延べ ㎡

中央消防署

味噌蔵出張所

兼 六 元 町

３番 号
㎡

鉄筋コンクリート造

２ 階 建
延べ ㎡

中央消防署

高尾台出張所

高尾台４丁目

番地
㎡

鉄筋コンクリート造

２ 階 建
延べ ㎡

中央消防署

泉野出張所

泉野出町２丁

目１番７号
㎡

鉄筋コンクリート造

２ 階 建
延べ ㎡

中央消防署

小立野出張所

小立野１丁目

２番 号
㎡ 元

鉄筋コンクリート造

一 部 鉄 骨 造

２ 階 建

延べ ㎡

駅西消防署
駅西本町１丁

目 番 号
㎡

増築

鉄筋コンクリート造

地下１階地上３階建
延べ ㎡

駅西消防署

玉川出張所

玉 川 町

９番 号
㎡

鉄筋コンクリート造

２ 階 建
延べ ㎡

駅西消防署

小坂出張所

三 池 町

番地
㎡

鉄筋コンクリート造

２ 階 建
延べ ㎡

駅西消防署

森本出張所

南 森 本 町

ヌ 番地
㎡

鉄筋コンクリート造

２ 階 建
延べ ㎡

金石消防署
金石東１丁目

３番３号
㎡

鉄筋コンクリート造

３ 階 建
延べ ㎡

金石消防署

臨港出張所

粟崎町４丁目

番地２
㎡

鉄筋コンクリート造

２ 階 建
延べ ㎡

金石消防署

三和出張所

矢木３丁目

番地１
㎡

鉄筋コンクリート造

２ 階 建
延べ ㎡

消防訓練場 本江町 番 ㎡ ― ―

消防訓練塔
本江町 番

消防訓練場内
―

鉄筋コンクリート造

５ 階 建
延べ ㎡

緊 急 消 防
救 助 隊
指揮管理棟

〃 ― 鉄 骨 造 ４ 階 建 延べ ㎡

加賀鳶梯子作事
所兼金沢市消防
団 水 防 倉 庫

〃 ― 鉄 骨 造 平 屋 建 延べ ㎡
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消消
防防
機機
械械
おお
よよ
びび
通通
信信
施施
設設

普 通 ポ ン プ 車

普 通 ポ ン プ 車 （ 代 替 車 ）

水 槽 付 ポ ン プ 車

高 規 格 救 急 車

救 急 車 （ 代 替 車 ）

指 　 揮 　 車

警 　 防 　 車

調 　 査 　 車

救 助 工 作 車

大 型 高 所 放 水 車

は し ご 車

照 明 電 源 車

資 機 材 搬 送 車

小 型 動 力 ポ ン プ 付 水 槽 車

泡 原 液 搬 送 車

大 型 化 学 車

化 　 学 　 車

支 　 援 　 車

無 線 中 継 車

拠 点 機 能 形 成 車

燃 料 補 給 車

消 防 二 輪 車

予 　 防 　 車

防 火 広 報 車

地 震 体 験 車

乗 　 用 　 車

連 　 絡 　 車

中 型 バ ス

小 型 動 力 ポ ン プ
計

味
噌

蔵
出

張
所

高
尾

台
出

張
所

泉
野

出
張

所

小
立

野
出

張
所

玉
川

出
張

所

小
坂

出
張

所

森
本

出
張

所

臨
港

出
張

所

三
和

出
張

所

令
和

７
年

４
月

１
日

職 員 数

消
　

　
　

　
　

　
防

　
　

　
　

　
　

機
　

　
　

　
　

　
械

　
　

　
　

機
械

名
等

庁
舎

名
等

合合
　　

　　
　　

　　
計計

消
防

局

中
央

消
防

署

駅
西

消
防

署

金
石

消
防

署

消
防

学
校

入
校

文
教
消
防
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車 載 型

携 帯 型

(
台

)
(
台

)
(
台

)
(
台

)
(
台

)
(
式

)
(
式

)
(
式

)
(
式

)
(
面

)
(
面

)
(
式

)
(
式

)
(
式

)
(
式

)
(
式

)
(
式

)
(
式

)
(
式

)
(
台

)
(
台

)
(
式

)
(
式

)
(
基

)
(
台

)
(
台

)
(
式

)
(
式

)
(
式

)

味
噌

蔵
出

張
所

高
尾

台
出

張
所

泉
野

出
張

所

小
立

野
出

張
所

玉
川

出
張

所

小
坂

出
張

所

森
本

出
張

所

臨
港

出
張

所

三
和

出
張

所

※
（

　
）

は
支

援
情

報
シ

ス
テ

ム
に

含
む

も
の

と
す

る
。

署 所 車 両 表 示 盤

統 合 型 位 置 情 報 通 知 シ ス テ ム

順 次 指 令 装 置

非 常 用 指 令 設 備

署 所 端 末 装 置

長 時 間 録 音 装 置

一 一 九 番 着 信 状 況 表 示 盤

署 所 表 示 盤

地 図 等 検 索 装 置

金
石

消
防

署

合合
　　

　　
　　

　　
計計

　
　

　
　

施
設

名
等

庁
舎

名
等

一 一 九 番 回 線 数

警 察 直 通 回 線 数

消
防

局

中
央

消
防

署

駅
西

消
防

署

令
和

７
年

４
月

１
日

高 所 監 視 カ メ ラ

現 場 画 像 伝 送 装 置

現 場 画 像 伝 送 装 置 遠 隔 可 搬 型

テ レ ホ ン ガ イ ド

計

無 線 基 地 局

災 害 情 報 メ ー ル シ ス テ ム

駆 け 込 み 対 応 電 話

無 線 移 動 局

消
防

ﾈ
ｯ

ﾄ
ﾜ

ｰ
ｸ

支 援 情 報 シ ス テ ム

防 災 情 報 シ ス テ ム

通
　

　
　

　
　

　
信

　
　

　
　

　
　

施
　

　
　

　
　

　
設

消 防 指 令 回 線 数

高 速 道 路 業 務 用 回 線 数

無 停 電 電 源 装 置

気 象 情 報 収 集 装 置

計 測 震 度 計

出 動 車 両 運 用 管 理 装 置

車 載 端 末 装 置

市 役 所 直 通 回 線 数

転 送 回 線 数

自 動 出 動 指 定 装 置

指 令 台

指 揮 台

無 線 統 制 台
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最最近近３３カカ年年のの火火災災発発生生状状況況

区 分 単位 令 和 ４ 年 令 和 ５ 年 令 和 ６ 年

火 災 件 数

１月当たり

１日当たり

平均火災発生間隔

件

件

件

時間

建 物 火 災 件 数

建 物 焼 損 床 面 積

１件当たり

１日当たり

件

㎡

㎡

㎡

林 野 火 災 件 数

林 野 焼 損 面 積

１件当たり

件

ａ

ａ

損 害 額

１件当たり

１日当たり

円

円

円

火災による焼死者

負 傷 者

人

人

原原因因別別火火災災発発生生状状況況 （単位：件）

原因

年次

調 理

器 具

暖 房

器 具

た

ば

こ

マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー

溶

接

・

切

断

機

た

き

火

・

火

入

れ

煙

突

車

両

関

係

火

遊

び

放

火

の

疑

い

放

火

及

び

不

明

火

そ

の

他

合

計

天
ぷ
ら
油
火
災

そ

の

他

石

油

電

気

令和２年

令和３年

令和４年

令和５年

令和６年

文
教
消
防
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救救急急活活動動状状況況

区 分

火

災

自
然
災
害

水

難

交

通

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加

害

自
損
行
為

急

病

人

そ

の

他

合

計

令
和
４
年

救急件数

搬送人員

令
和
５
年

救急件数

搬送人員

令
和
６
年

救急件数

搬送人員

◎ 火災などの発生状況は、金沢市消防局ホームページ、テレホンガイド及び

Ｘ（旧 ）で確認することができます。

金沢市消防局ホームページアドレス

テレホンガイド電話番号 ０５７０－０９９－７８９

金沢市消防局Ｘ（旧 ）アカウント ＠

消消 防防 団団

ア 消防団の名称と所掌区域、団員定数等 （令和７年４月１日現在）

名 称 区 域（分団名）
団員定数

内は実数

消 防

ポ ン プ車

第一消防団

野町、中村、十一屋、新竪、石引、菊川、

材木、長町、富樫、米丸、三馬、崎浦、額、

内川、犀川、湯涌、押野、田上、医王山、

東浅川、女性（ 分団）

基本 人

機能別 以内

台

第二消防団

浅野川、松ヶ枝、長土塀、芳斉町、瓢箪町、

此花町、長田町、馬場、浅野町、森山、

諸江町、小坂、千坂、戸板、松寺、大浦、

森本、湖南、花園、大正、直江、女性（ 分

団）

基本

機能別 以内

第三消防団
鞍月、潟津、粟崎、大野町、金石、大徳、

二塚、安原、女性（９分団）

基本

機能別 以内

計 分団

基本

機能別 以内
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イ 団・団員に対する報酬、補助について

ｱ 団員報酬

ａ 災害・警戒に出動したとき １回につき８時間まで 円を支給

（４時間以下の場合、 円）

ｂ 訓練に出場したとき １回につき 円を支給

ｃ 階級に応じた年額報酬 年額 ～ 円を支給

ｲ 団に対する補助、令和７年度当初予算額

ａ 連合会補助 千円

ｂ 団本部運営交付金 ３団 千円

ｃ 分団運営交付金 分団 千円

分団消防ポンプ車購入については、１台につき 千円～

千円を限度に補助する。（補助率 ～ ）

婦婦人人防防火火ククララブブ・・子子どどもも消消防防ククララブブ・・幼幼年年消消防防ククララブブ

防火の研修・教育、消火訓練等を通じ、防火防災思想の啓蒙普及を図る。

婦 人 防 火 ク ラ ブ 子 ど も 消 防 ク ラ ブ 幼 年 消 防 ク ラ ブ

押野、材木、三馬校下、味噌

蔵、長町、犀川、諸江、米

丸、金石、牧山、安原、戸

板、森山、額校下、富樫地

区、大野町、崎浦地区、粟

崎、夕日寺、浅野川校下、湖

南、伏見台校下、新竪町校

下、医王山、長坂台校下、長

田、花園、長土塀、米泉校

下、松ヶ枝、三和校下、西南

部校下、小坂校下、鞍月、四

十万校下、扇台校下、大浦校

下、野町校下、大徳地区、弥

生校下、新神田校下、森本、

泉野校下、十一屋、浅野町校

下、小立野校下、西校下、千

坂校下、薬師谷、内川校下

押野、三馬校区、新竪、材

木、菊川、長田町、小坂、安

原、二塚、中村町校区、米

丸、石引、此花、戸板、粟

崎、花園、金石町、鞍月、馬

場、森山、富樫地区、扇台、

犀川、夕日寺、薬師谷、湖

南、浅野町、芳斎、瓢箪、泉

野、大野町、田上、長土塀、

額校区、十一屋校下、長坂台

校下、三和、西南部、四十万

校下、やよい、米泉、諸江、

崎浦地区、大徳地区、東浅

川、千坂、野町、浅野川、

西、伏見台、新神田校下、松

ヶ枝地区、松寺地区、大浦校

下

みやこのもりこども園、兼

六、末、犀川保育園、さいび

園、愛育保育園、富樫中央保

育園、清泉幼稚園、あかしあ

こども園、粟崎こども園、か

もめこども園、白銀幼稚園、

あおば保育園、みなとこども

園、わらべ保育園、大野町保

育園、ニコニコ保育園、明成

幼稚園、かさまいこども園、

正美保育園、石川県済生会こ

ども園アイリス、みはる幼稚

園、馬場幼稚園、大浦保育

園、さきうら、きたやすえっ

こ、さいねんこども園、あけ

ぼのこども園、藤花幼稚園

クラブ クラブ クラブ

文
教
消
防
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付 録

金沢市行政機構図……………………





付
　
録

金沢の市政　折込　　止　

令令和和７７年年度度　　組組織織機機構構図図（（令令和和７７年年４４月月１１日日現現在在））

　

(金沢市社会福祉協議会)

公平委員会
(金沢健康福祉財団) (金沢子ども科学財団)

固定資産評価
審 査 委 員 会

営業政策監

食肉衛生検査所 事 務 局
学 校 教 育
セ ン タ ー

特別支援教育
サポートセンター

西部環境
ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ

建築指導課

市 民 課
元町福祉健康
ｾﾝﾀｰ

長土塀青少年
交流センター 住宅政策課

学校指導課

農業委員会 教育プラザ
試験検査課

監 査 委 員 玉川図書館
金石消防署

地域保健課 泉野図書館
事 務 局 臨港出張所

玉川こども
図書館

衛生指導課

図書館総務課 森本出張所
納 税 課 保 健 所

三和出張所
金沢海みらい
図書館動物愛護管理

ｾﾝﾀｰ

水処理課
(金沢国際交流財団) （金沢ボランティア大学校） 選挙管理委員会 玉川出張所

(金沢職人大学校)
福 祉 指 導
監 査 課

キゴ山ふれあい
研修ｾﾝﾀｰ

(金沢美術工芸大学) 障害福祉課 駅西消防署
市民税課 (金沢文化振興財団) (金沢勤労者福祉ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ)

幼 児 教 育
セ ン タ ー

中央公民館

資産税課 小坂出張所
（金沢市スポーツ事業団）

小立野出張所
保険年金課 児童相談所 空き家活用室 上 水 課

(金沢芸術創造財団) (金沢市ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ) 生涯学習課

財 政 課 (横浜記念金沢の文化創生財団) (金沢商業活性化ｾﾝﾀｰ) 介護保険課

下水道整備課

東京事務所
公 設 花 き 地 方
卸売市場事務局

こ ど も 相 談
セ ン タ ー

東部環境
ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ

建物安全推進室 事務局

営 繕 課
市 立 工 業
高 等 学 校

生活衛生室 泉野出張所
検査員室 生活支援課

水道修繕
センター

看 護 部
国際交流課

金沢マラソン
推 進 課

市場再整備室 市民ｾﾝﾀｰ 少年育成支援室

河川水防課 生徒指導支援室 味噌蔵出張所
監 理 課 誘客推進室 施設管理課

高尾台出張所

水道整備課
中央卸売市場
事 務 局

中央消防署 中央診療部
交通政策課

ス ポ ー ツ
振 興 課 観光政策課

卸 売 市 場
近江町消費
生活ｾﾝﾀｰ

市街地再生課
道路等管理
事務所

職員研修所
泉野福祉健康
ｾﾝﾀｰ

青 少 年 健 全
育成センター

東部管理ｾﾝﾀｰ

診 療 部デ ジ タ ル
政 策 課

人 事 課
歴 史 都 市
推 進 課

ク ラ フ ト 政策
推 進 課

駅西福祉健康
ｾﾝﾀｰ

お 客 さ ま
サ ー ビ ス 課

女性ｾﾝﾀｰ 保育所 生活道路室 学校職員課 情報指令課
西部管理ｾﾝﾀｰ 料金ｾﾝﾀｰ

道路管理課
森林再生課

福 祉 健 康
センター総務課

ご み 減 量
推 進 課 緑と花の課

商工労働課 女性相談支援室 保育幼稚園課

検査員室
共同調理場 警 防 課 医事室

地域力再生課 文書法制課
埋蔵文化財
ｾﾝﾀｰ

市立病院
建設準備室

文化財保護課
農 業 基 盤
整 備 課

ダイバーシティ
人 権 政 策 課 健康政策課

調査統計室 庁舎警備室 企業誘致室 城北児童会館 がけ地対策室 学校施設
ゼロカーボンシ
ティ推進課 景観政策課

設計技術管理室 無電柱化推進室
被災地区復旧
推進室

教育施設等
整備室

経営企画室
議事調査課 予 防 課 企業総務課

事 務 局

都市再生推進室 行政経営室 文化活動支援室
金沢港活性化
推進室

農業ｾﾝﾀｰ 近江町交流プラザ
地域包括ケア
推進室

児童家庭相談室 戸室新保埋立場

総 務 課 消防総務課 経営企画課危機管理課 会 計 課 教育総務課環境政策課 都市計画課 道路建設課
市 民 協 働
推 進 課 福祉政策課 子育て支援課産業政策課

農 業 水 産
振 興 課

広報戦略課

企画調整課 総 務 課 文化政策課

交通政策監 市 長 室

営業戦略室

安全対策室

技術技能伝承
ｾﾝﾀｰ

秘 書 課

会計管理者 事 務 局 事 務 局 消 防 局 企 業 局 市立病院福祉健康局
こ ど も
未 来 局

環 境 局 都市整備局 土 木 局 危機管理監都市政策局 総務局
文 化

スポーツ局
経 済 局 農林水産局 市 民 局

市 長

副 市 長

教育委員会 議 会

職員の定数および現員（令和７年４月１日現在）

部　局　別 定数 現員

市長

教育委員会

公営企業管理者

病院事業管理者

議会

監査委員

選挙管理委員会

農業委員会

消防長

合    計

－449～450－
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